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プロローグ



　あの人、そして、あの吸血鬼と出会ったのは何年か前。

　幼おさな馴な染じみの女の子が、中学が別々になると騒いでいた頃ころだから、歳としでいえば中学生になる、少し手前の頃だと思う。



　学校帰りの公園。辺りは暗くなっており、ポツンポツンと外灯が点つき始めていた。

　昼間と違い、外灯が点き始めた公園には人ひと気けがない。

　まだ幼かった相あい崎さき京きよう一いち郎ろうは、ほんの少し不安な気持ちを抱えながら公園を歩いていた。

「くそ。由ゆ良らの奴やつ、俺おれのことペットか何かにしか思ってないんじゃないのか。俺にだって予定があるって言ったのに……」

　京一郎としてはもう少し早い時間にここに来るつもりだった。だけどある人物のせいでその予定が崩れ、こんな時間になってしまった。

　予定が崩れた原因は幼馴染の女の子だ。彼女が京一郎を連れ回して遊びまわっていたせいで、こんな時間になってしまったのだ。

　幼馴染の女の子は、迎えの車が来るとそれに乗ってさっさと帰っていってしまった。なので、今ここにはいない。

「くそ、由ゆ良らのせいでこんな時間になって……いつか、いつか必ず文句言ってやるからな。第一、あいつは昔からわがままなんだよ。俺おれの都合なんか全然考えないで自分のやりたいことばっかりやって……変なことばっかり覚えて、それで俺のことからかって遊んで……ああもうッ、思い出したら腹が立ってきたッ。くそッ。見てろよ。今度こんなことがあったら、俺も男の部分を出してグーでガツンと――」

　本人がいたら絶対に口にできない悪態をつくことで、京きよう一いち郎ろうは不安な自分を必死になって励はげましていた。

　それくらい、昼間とは違う顔を見せる夜の公園は怖かった。

　にもかかわらず京一郎が公園にやってきたのは、ここに住み着いている子猫に餌えさを与えるためだ。

　昼間、一人で公園を訪れたときに見つけた子猫で、名前などはつけていない。ただ何となくという気持ちで、たまに暇ひまを見つけては餌をあげにきていた。

　いつも餌をあげている、いつもの場所にたどり着く。

　そこは昼間でも人ひと気けが少ない公園の奥のほうで、手入れもあまりされていない。見た目的には小さな林のようになっていて、いつも餌をあげている子猫は、そこに隠れるようにして住んでいた。

　いつものように京一郎がやってくると、子猫は木に隠れながら顔だけをちょこっと出してきた。

　薄いトラ柄の子猫。

　今日はなぜか警戒――というよりは、怯おびえているように見えた。

「おい、餌持ってきてやったぞ………………って、どうしたんだ？　そんなところに隠れてないで、いつもみたいに出て来いよ」

　普段ならば、京一郎の姿を見るなり足に寄ってきて体を擦こすり付けてくるのに……今日に限っては木の陰から出てこようとしない。

　ただ弱々しく、威い嚇かくの念を飛ばしてきた。

「？　どうしたんだ？　大丈夫だぞ。いつもみたいに俺一人だし、お前を苛いじめるつもりなんて、全然――」

　ゾクッとした気配を覚えた瞬間、体が一気に硬くなった。

　体験したことはないけど、ナイフの切っ先が肌に触れたら、きっとこんな気持ちになる。

　振り返ると、一人の女性が立っていた。

　長い髪の毛。ロングスカートとそれに合わせた色のセーター。

　歳としは、間違いなく京一郎よりも上。今の京一郎に取ったら大人ともいえる、高校生くらいの年齢に見えた。

　その女性には、首筋から顔にかけて、一目でわかる大きな火傷やけどの痕あとがあった。

　ずっと昔のもののようだが、痛々しさだけは今でもはっきりと伝わってきた。

「キミ……相あい崎さき、京きよう一いち郎ろう君？」

「そう……………だけど……」

　あなたは誰だれ？

　そんな当たり前の一言が、怖くて出なかった。

　雰囲気が怖かった。

　火傷の痕が怖かった。

　そしてなによりも――血のように濃くて紅あかい女性の瞳ひとみが。

　刺すように自分を見ていることが怖かった。

「そう……良かった。やっと見つけた……」

　一言呟つぶやき、一歩、女性は京一郎に歩み寄ってきた。

　後ろで、子猫が逃げ出していく音が聞こえた。

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』。吸血鬼を惹ひきつける真紅の血。キミには悪いけど、私にはそれがいるの……だから、無理やりにでも貰もらうわよ。嫌いやって言うんだったら、別にそれでもいいわ。キミを殺してでも――その血を貰うから」

　尻しり餅もちをつくと、怖くてその場を一歩も動けなくなってしまった。

　声を出して助けを呼びたくても、声が出ない。

　体を縛しばり付けられ、心臓を握り締められ、喉のどを潰つぶされ、思考を掻かき消けされ――

　何もできなかった。

　何かしたらすぐに殺されてしまうということだけが、嫌になるくらいわかった。

　だから――京一郎はただ、女性を見上げて震えていた。

「逃げないの？　ああ、怖くて逃げられないんだ……まあいいわ、どっちでも。どうせ、それでキミの血が変わるわけじゃないんだから」

　嬉うれしそうな顔をすると、女性は京一郎の肩と頭を掴つかんだ。

　首筋に噛かみ付いて、血を吸うというのがすぐにわかった。

　だからといって、京一郎にできることは何もない。

　殺されたくない……

　泣きそうな気持ちで――ただそれだけを、必死になって祈るだけだった。

「やめなさい。残念だけど、その子の血を吸ってもあなたが救われることはないわよ」

　声がした。

　そこには――ガラスでできた蒼あおい十字架のネックレスをした女性が立っていた。

　彼女は、ラフな格かつ好こうで大きな手提げかばんを持っていた。京一郎よりも年上なのは間違いない。ただ、大人と呼ぶには、まだ若じやつ干かんの幼さがある。

　紅あかい瞳ひとみをした吸血鬼は、彼女のことを知っているようだった。

　体を覆っていた深い絶対の恐怖感を消し去り、忌いま々いましそうな顔で蒼あおい十字架の女性を睨にらみつける。

「また……またお前……何なの？　お前は何なのッ？　いつもいつも偉そうに、救うとか助けるとか……お前は何よッ？　何様よッ？　私がいつ、お前に向かって助けてなんて言ったのッ。偉そうに……同情して哀れんで……私を見下して喜んでるだけでしょッ。私は……あんたに救ってもらわないといけないような、哀れな生き物じゃないのよッッ」

　蒼い十字架の女性。

　吸血鬼にとって、その存在は京きよう一いち郎ろうの血よりもはるかに大きいもののようだ。

　血を吸う鬼が血を吸うことも忘れ、歳とし相応の少女のように感情をぶつけている。

「……見下してるつもりとかは、ないんだけどな」

　対して、蒼い十字架の女性はどことなく悲しげだった。

「そうね。同情してないって言ったら嘘うそになるんだろうけど……私はその気持ちが、間違ってるとは思ってないわ。あなたを助けたいって思ってるから助けるの。それは私のわがままで、ただの自己満足なんだろうけど……それを私が望んでるの。だから、私は自分が望む結末になるまで、諦あきらめるつもりはないわ」

「……それがむかつくっていうのよ……お前のお遊びに、私を――」

　吐き出したくてしょうがない感情を抑えると、紅い瞳の吸血鬼は不ふ愉ゆ快かいそうな顔で相手を睨みつけた。

「いい……今はしょうがないからお前の思い通りになってあげるけど……いつか、いつか絶対に殺してやる……許さない……私を哀れむお前を――私は絶対に許さない」

　最後に呪のろいの言葉を呟つぶやくと、紅い瞳の吸血鬼は一度も振り返ることなく、一目散にこの場から立ち去っていった。

　静せい寂じやく。

　京一郎はまだ、自分の状況を理解しきれていなかった。

「大丈夫？」

　蒼い十字架をした女性が、優しい笑顔で手を差し出してくる。

　そこでやっと、助かったということだけは理解できた。

「あ、こらこら。男の子でしょ。怖かったのはわかるけど、そんな風に泣かないでよ。知らない人が見たら私が泣かせたみたいじゃない」

　植えつけられた恐怖心が、涙になって溢あふれてくる。

　初めて向き合った殺されるという気持ち。

　それを忘れたくて。それから逃げたくて。

　京一郎は赤ん坊のように、気が済むまで泣きじゃくった。



　それが、蒼あおい十字架をした女性との出会いだった。

　その日からしばらくの間、女性は吸血鬼から京きよう一いち郎ろうを守るという名目で、京一郎のそばにいた。

　日にちにすれば、一ヶか月げつにも満たない短い間。

　だけどそんなわずかな時間でも、京一郎にとっては忘れられないものだった。

　色んなことを教えてもらった。

　生き方や考え方。女の子の気持ちや、女の子の扱い方……役に立たないものもあったけど、京一郎にとってはどれも大切な思い出だった。

　そんな蒼い十字架をした女性は、ある日突然京一郎の前から姿を消してしまった。

　理由は、わからない。

　彼女は突然現れて、突然去っていった。それだけが、京一郎にわかる現実だった。

　そして紅あかい瞳ひとみの吸血鬼も、あれから一度も京一郎の前に姿を現すことはなかった。

　何があったのかは知らない。でも、自分の知らないところで何かがあったというのは、何となくわかった。

「君の血は何のためにあると思う？　吸血鬼に好かれる特殊な血とかどうとか、そんなのは関係ないわ。人間だったらみんな一緒。君が望んだ理想の結末を現実のものにするために、君の血はあるの。だから、最後まで諦あきらめたら駄目よ。君の血は、そのためにあるんだから」

　別わかれ際ぎわに貰もらった、あの人からの言葉。

　あの人は最後に――

「いつかきっと、君のことを必要とする人と出会うと思うから」

　優しい口調で、そう言った。

　京一郎がその言葉を忘れることはなかった。

　それくらい、その人の存在は大きなものだった。

　そして――それと同じくらい大きな存在が、紅い瞳の吸血鬼だった。

　それから月日が流れ、京一郎は高校生になった。

　赤を身に纏まとった吸血鬼。

　運命のように、京一郎は再びそんな吸血鬼と出会った。

　赤い髪をした吸血鬼。

「あなたの血が吸いたい」

　あの日と同じように――赤い髪をした吸血鬼は、京一郎に向かってそう言った。



    

  
    
      


１　「赤毛の吸血鬼との契約」



　どうしよう。どうしよう。どうしよう……

　神じん愛あい学がく園えん一年、選抜校区所属の男子学生。相あい崎さき京きよう一いち郎ろうは困っていた。

　場所は、京一郎が通っている神愛学園の敷地内。神愛学園は高校としては圧倒的に広い敷地を有しており、構内には季節ごとに彩いろどりを変える並木道が点在している。

　その並木道の一つで、京一郎は困っていた。

　時間は、下校時間を過ぎ夕暮れから夜に変わろうとしている頃ころで、あたりに人影はない。

　今、京一郎の前には気を失って倒れている少女がいた。

　少女は京一郎と同じ、神愛学園の制服を着ている。だが、同じ学校の制服にもかかわらず、そのデザインには大きな差異があった。

　京一郎が着ているのは白を基調とした優雅なデザインの制服。それに対し、少女が着ているのはごく普通のデザインのもの。

　同じ学校の生徒なのに、着ている制服が違う。普通に考えたら不自然なことなのだが、京一郎は一切そのことを気にしていない。

　違う制服を着ている。それは、この学校ではごく普通のことであった。

　どうしよう？　知ってる子じゃないけど、このままってわけにはいかないよな……

　といって、助けるのも違うような気がした。なぜならこの少女は、「あなたの血が吸いたい」と言い、京一郎を襲ってきた少女なのだから。

　そこからアッと驚く展開があり、不幸にもこの少女は気を失うことになってしまったのだが――自分の血を狙ねらい、襲い掛かってきた少女を助けるのってどうなんだろうか？

　襲われた立場として、京一郎はそのことについて悩んでいた。

「だ、大丈夫ですか？　大丈夫だったら、返事してもらいたいんですけど？」

　返事はない。どうやら大丈夫じゃないみたいだ。

「あの、ええっと……か、帰ってもいいですか？」

　許可があれば帰るつもりだった。だが、残念ながら許可はない。というよりも、意識がないので会話ができない。

　み、見捨てて帰るわけにもいかないよな。かといって、復活してまた襲い掛かってこられても困るし……

　倒れている少女の体を、薄く赤い布切れのようなものが包んでいる。それは天てん女によが身に纏まとう羽は衣ごろものようなもので、今も、風に揺れてフワフワと浮かんでいた。

　よ、よくわかんないけど、とりあえずこれを預かっておけば、この子も暴れたりは――

　正体不明の赤い羽衣。先ほどまで、少女はこれを使って京一郎を襲っていた。

　京きよう一いち郎ろうの腕に絡みついたり、鞭むちのようにしなやかに動き威い嚇かくしてきたりと、少女の意思どおりに羽は衣ごろもは動き、京一郎を攻撃してきた。

　武器であるのは間違いないから、とりあえず取り上げておこう。

　そう思い、京一郎は少女を包んでいる羽衣を取り払おうとした。すると、不思議なことに羽衣は、風景と同化していくかのように京一郎の前から消えていってしまった。

「あれ、何で？」

　不思議な出来事だったが、今は気にする余裕と理由がない。

　京一郎は気絶している少女を背負い、とりあえず近くのベンチに場所を移した。



「う、うぅん……………あれ？　私は、どうして……」

　ベンチに寝かせていた少女が目を覚ましたのは、それから数十分後のことだった。

　同じベンチに座ったまま様子を窺うかがう。見た目に負傷しているような箇か所しよはなく、起き上がることに問題はないようだ。

　横になっていた体を起こすと、少女は自然な流れでベンチに座りなおした。

「うッ……うう、頭が痛い……」

　そう言うと、赤毛の少女は後頭部の辺りを押さえた。

　そりゃ、あれだけ派手に頭を打てば痛いだろうけど……

　頭が痛い原因を知っている京一郎としては、どうしても熱心に心配してあげることができなかった。

「あ、ええっと……ここは、いったい……」

　ぼんやりとした顔で、赤毛の少女が辺りを見回す。京一郎と目が合うと、反射的に目覚めの挨あい拶さつとして頭を下げてきた。

　つられて京一郎も頭を下げる。そして間抜けな沈黙が訪れる。

　赤毛の少女が現状を理解したのは、それから数秒後のことであった。

「あーッッ。相あい崎さき京一郎ッ。何であなたがここにいるんですかッ？　私の家の住所なんか知らないはずなのにッ。そもそも、許可なく私の部屋に入るなんて――」

　私の部屋って……ここ、思いっきり屋外なんだけど。

　どうやら、赤毛の少女はここを自分の部屋と勘違いしているようだ。

　敵意むき出しの顔で京一郎の顔を睨にらみつけ、「やるんだったらやってやるぞ」という士気の高さを見せ付けてくる。

　せっかく助けてあげたのに、そんな不ふ審しん者しや扱いするなんて……これだから女は……

　とある事情で軽い女性不信になっている京一郎としては、その態度に小さな反発心を覚えずにはいられない。

「あ、あのさ、何を勘違いしてるのか知らないけど、ここはキミの部屋じゃないから。ここは学校の構内で、そもそも俺おれはキミが目を覚ますまでの間、看病してあげてたんだから、そんな風にいきなり怒り出すなんて――」

　反論されたことで、赤毛の少女は冷静さを取り戻す。

　黙って辺りを見渡すと、勘違いを恥じるように顔を赤くして大人しくなってしまった。

「ど、どうやらあなたが言ってることは正しいみたいですね……で、でも、しょうがないじゃないですか。普通は自分の部屋で眠るものなんですから、起きた時にそこが自分の部屋だって思ったって……」

「別に寝てたわけじゃないでしょ？　勝手に気を失って、勝手に倒れたんだから」

「か、勝手に気を失ったって……私は――」

　適当な方向に視線を向け、赤毛の少女は自分が気絶した理由を思い出していた。

　そして徐々に、恥ずかしさから顔が赤くなっていく。

「あ、あなたがいけないんですよ……私に、素直に血を吸わせてくれないから……」

「血を吸わせろって言われて、『はいどうぞ』って血を吸わせるわけないじゃない。それに、あなたが悪いって言われても、俺は何もしてないわけなんだし」

「そ、それはその、あの……色々、こっちにも事情があるんですから……」

「けつまずいて勝手に転ぶのに事情が？」

　京きよう一いち郎ろうが痛いところを突くと、赤毛の少女は両手を上げて感情を爆発させた。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ああもうッ、うるさいですッ。こっちにも事情があるんです。だから、そんなささやかなことはすぐに忘れてくださいッ」

　忘れてください。じゃないとぶん殴りますよ。

　瞳ひとみが雄弁にそう言っていたので、京きよう一いち郎ろうは気絶について深く追及することをやめた。

　血を吸わせろと言って襲い掛かってきた赤毛の少女。

　彼女を待っていたアッと驚く展開。それは、京一郎を追い詰めようとした際、段差にけつまずいて思い切りこけてしまい、気を失ってしまったということだった。

　血を吸わせろと言って襲い掛かってきて、勝手に転んで気を失ってしまう。

　こちらの都合を全然考えてない展開に、京一郎は戸と惑まどうことしかできなかった。

「それで今更だけど、キミって誰だれ？」

　話題が変わったことで、赤毛の少女はあっさりと自分のペースを取り戻した。

　顔の赤みが消え、態度も普通のものになる。

　どうやら、ささやかなことはすぐに忘れる前向きな性格のようだ。

「こほんっ。そういえばそうでしたね。まだ自己紹介をしてませんでしたね」

　こほんって……そんなわかりやすい前置きを入れなくても。

「私の名前は鳴なる神かみ菊きく。吸血鬼と戦う家系に生まれた者で、私自身も吸血鬼です」

「吸血鬼……」

　京一郎にとって、それは格段珍しい言葉ではなかった。

　吸血鬼だという人間なら、京一郎自身も何人か知っている。だから、今更そんな人間が目の前に現れても驚きはしないのだが……

　意識せずとも――紅あかい瞳の吸血鬼のことを思い出してしまった。

「はい。鳴神家は代々、力を悪用して自己の欲望のために血を吸っている吸血鬼を狩るということをしてきました。今はそれが私の代に替わり、私の代でも同じように、悪いことをしている吸血鬼がいるなら臆おくせず戦おうと思っています。だけど……」

　急に、赤毛の少女が言いい淀よどむ。

「ざ、残念なことに……私は、あの、その……ちょっと、吸血鬼と戦う者としての力が不足してるんです。だから、今以上にもっともっと、頑張らないといけないんですけど……」

「努力の一環で俺おれの血を吸おうとしたの？　だったら、いい迷惑――」

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』」

　文句を言おうとした京一郎の口が、その一言で止まってしまった。

「知らないとは言わせませんよ。あなたの中に流れている、吸血鬼に多大な力を与えるといわれている血。その血が欲しかったから、私はあなたと接触したんです。だから、無駄な抵抗はしないで、素直にその血を――」

　情熱的な熱い目。赤毛の少女は本気だ。

「吸おうとして失敗して、勝手に気を失ったんでしょ？」

「そ、それは忘れてくださいって言ってるじゃないですか……………いじわるですよ」

　熱い情熱を失い、恥ずかしげに不満げな顔を見せる。

　ミスを責められるのは嫌いなようだ。

「と、とにかく、私にはあなたの血がいるんです。あなたの血を吸って力を手に入れて、悪い吸血鬼が出てきたら戦わないといけないんです。だから、あなたにどんな理由があるとしても、私はあなたの血をいただきますから」

「そんなこと言われたって、俺おれだってそう簡単に誰だれかに血を吸わせるわけにはいかないんだ。だから血が欲しいって言われても、困るんだよ」

『赤の極点クリムゾン・ブラツド』は特殊な血。

　それゆえに、吸血鬼を支配する家系の人間に、京きよう一いち郎ろうは保護されて生きてきた。だから、ここで気まぐれのようにあっさりと血を与えることはできない。

　その点は、菊きくとしても了承しているようだ。納得したかのように一度だけ首を縦に振ると、少々熱血気味の視線を京一郎に向けてきた。

「そのことについては、私としても理解してるつもりです。時とき村むらが寵ちよう愛あいしている、吸血鬼に力を与える真紅の血。私としても、そう簡単に吸わせてもらえるとは思っていません」

　菊が口にした時村という名前。その名前を知っていることに少し驚いたが、有名人だから知っていても不思議ではない。

「今回ちょっと強引なやり方をしたのも、あなたがどんな人間なのかということを知りたかったからなんです。脅されて簡単に言いなりになるのか？　それとも、自分の意思を持って強く生きているのか？　それを、私はあのやり方で見極めようと思っていたんです」

「で、見極められたの？」

「………………い、いじわるなこと言わないでください。その前に、アクシデントが起こったんだからしょうがないじゃないですか……」

　いじけたような顔。前向きで熱血。でも、落ち込みやすい性格をしているようだ。

「じゃあ、悪いけど諦あきらめてよ。吸血鬼と戦うとか……鳴なる神かみさんの家が特殊だっていうのはわかったけど、俺には関係ない話だから。別にキミが嫌いだから血を吸わせたくないとか思ってるわけじゃなくて、俺は、誰が相手でも血を吸わせるつもりはないんだ。だから、鳴神さんにどんな理由があったとしても、俺がキミに血を吸わせることはないから」

　落ち込んでいる菊に追撃をかける。詳しい事情は知らないが、面倒なことになるのだけは勘弁してほしかった。

　吸血鬼に力を与える特殊な血。

『赤の極点』を持っているからこそ、吸血鬼とはできるだけかかわりたくなかった。

　はっきりと意思を伝えたことで、菊は素直に身を引いてくれると思った。そうでないとしても、それなりに状況を察し、それに見合った距離を取ってくれると予想した。

　だが――

「わかりました」

　菊きくが納得してくれたと思い、京きよう一いち郎ろうはベンチから立とうとした。

「私が――あなたの恋人になってあげます」

　立つために曲げた膝ひざが、その一言で崩れ落ちてしまった。

　聞き間違いだと思った。いや、聞き間違いのはずだ。

　それでなければ、頭を打ったショックがまだ残っているのだ。

「ええっと……鳴なる神かみさん。俺おれの話、聞いてた？」

　強い意思を宿した菊の鋭い視線。迎え撃つように菊の瞳ひとみを覗のぞき込み、ショックの形跡を探すが一切見つからない。

　あれ？　この子、本気だぞ。

「あなたの言っていることもわかります。血を吸わせろと言ってすぐに血を吸わせるのは、おかしいです。だから、血を吸わせられないと言うあなたの気持ちも充分に理解できます。かといって、それで納得するほど私の気持ちは弱くありません」

　いや、気持ちの問題じゃなくて常識の問題で……

「なので、ここはお互いに納得できるように、公平な条件で取引することにしましょう」

「公平な条件？　事情を説明する前に襲っておいて、今更？」

「いいんです。そこはもう終わったことだから忘れてください。とにかく、私にはあなたの血が必要だから、あなたの血をいただきたいんです。そのための公平な条件として、私は『私の青春』を、あなたに差し上げることにします」

「……もしかして、その、差し上げる青春っていうのが――」

「はい。あなたに捧ささげるには少々勿もつ体たいないような気もしますが、あなたが望む恋人としての私を、あなたに捧げます」

「別にいらないけど」と、言ったらぶん殴られるのかな？

　防衛本能がやめておけと言ったので、京一郎は何も言わないことにした。

「そうすればあなたは私を知れますし、私もあなたを知れます。そうやってお互いに相手を理解し合える関係になっていけば、自然とあなたも私に血を吸わせてもいいと思うようになっていくはずです。どうです？　これなら、お互いに公平な条件の取引になるんじゃないですか？」

「そ、そう言われても、俺は別に彼女が欲しいとは思ってないし……」

「今現在はいないんですよね？　そして、この先もできる予定は全くないんですよね？　それで、独り身で過ごす暗黒な青春を送っていくんですよね？」

「べ、別に彼女がいなくても、暗黒の青春になるとは限らないじゃないか」

「そんなあなたの青春に、私が光を与えてあげると言っているんです。そしてその見返りとして、私はあなたの血を吸います。これがフェアじゃなくて、何がフェアなんですか？」

「フェアかどうかじゃなくて、俺おれは最初からキミに血を吸わせるつもりはないって言ってるんだよッ」

　京きよう一いち郎ろうの意見をかき消すように、菊きくが強気な態度で迫ってくる。

「もういいですッ。あなたの言い訳は聞きたくないので、条件についての話はここまでにしましょう」

「ちょっと待て。俺がいつキミに言い訳をした？」

「とりあえず今から私たちは恋人です。文句があるんだったら、男らしくグッとこらえて我慢してください」

「違うッ。文句じゃなくて、俺は権利の話をしてるんだッ」

「あー、あー。もう聞こえません。とりあえず恋人になったということで。相あい崎さきさん、携帯電話は持ってますか？」

「持ってるけど、それが？」

「連絡先の交換をしましょう。恋人なんですから、一日一度の連絡くらいはしないといけませんよね」

「そ、そんな強引な」

　そんな方法が成立するんだったら、地球上のどんな人間の連絡先でも知れるぞ。

　不満に思う京一郎を完かん璧ぺきに無視し、菊がポケットから自分の携帯を取り出す。それは今まで見たことがないくらいシンプルな型の携帯で、カメラといった初歩の機能すらもついていないようだった。

「ずいぶんとシンプルな携帯みたいだけど？」

「いいんです。所しよ詮せんは電話なんですから、通話とメールができたら他ほかには何もいりません。それに、他に何か機能があったところで……………使い方が、わかりませんもん」

「わかりませんもん」の部分は、ちょっと恥ずかしそうだった。

　どうやらシンプルが好みだというわけではなく、ハイテクが苦手で嫌いなようだ。

「というわけで連絡先の交換をします。相崎さんも携帯を出してください」

「出せって言われても、個人情報なんだからそんな簡単に見せれるわけないだろ」

「恋人に隠し事をするんですか？　というより、どこの世界に恋人の連絡先も知らない人がいるんですか？」

「そ、それは、キミが勝手に言ってるだけで――」

　煮え切らない態度の京一郎にイラついた顔を見せると、菊は勝手にポケットに手を突っ込んで携帯を取り出――正確に言えば、奪い取った。

　その際、強く胸が押し付けられる。が、菊は全然気にしていないようだった。

「手間をかけさせないでください。男性なんですから、決断したら早く行動してください」

「お、俺おれはまだ何も決断してないッ」

　奪い取った携帯から京きよう一いち郎ろうの連絡先を盗み出そうとする。だが、それなりに新しい機種だったので、菊きくは画面を見つめたまま動かなくなってしまった。

　やがて、呪じゆ縛ばくが解とけた菊が、京一郎に向かって自分の携帯を突き出してくる。

　画面には、菊のものと思える番号とアドレスが書いてあった。

「こ、これが私の連絡先です。だから、今すぐここに連絡してください」

「わからないなら、最初から盗とらなきゃいいのに」

　恥ずかしげにうつむく赤い顔。この短時間で何度も見た、菊が失敗したときの顔だ。

「……し、仕方ないじゃないですか。わからないものはわからないんですから……もう、いじわるはやめてください。仮にも、恋人なわけなんですから……」

　落ち込む様子を見せられ、京一郎は文句と不満が口にできなくなった。

　どうやら、ある程度は菊の望みを叶かなえてあげないと、解放してもらえないようだ。なので、京一郎は仕方なく連絡先の交換をすることにした。

　だが、望みを叶えてあげるのもここまでだ。

　菊を恋人と認めたわけじゃないし、ましてや、血を吸わせるつもりなど毛もう頭とうない。

　連絡先の交換が終わると、菊は律りち儀ぎにも京一郎に向かって頭を下げてきた。

「ありがとうございます。よし。とりあえずこれで、恋人としての関係は成立ですね」

「何でそうなるの？」

「これからは恋人として、私はあなたに接してあげます。だからあなたもちゃんと、私が必要としているときに、私に血を吸わせてくださいよ」

　くッ、この子、都合の悪いセリフは全部無視する気だな。

「それじゃあ今日はこれで失礼します。私は全然その気じゃないんですけど、恋人なので仕方なく、一日一回はメールを送ってあげます。だから、ちゃんと返信してくださいよ」

　仕方なくか……多分、世界で一番愛がこもってない、恋人からのメールになるんだろうな。ったく、こういうことができるから、女っていうのはあんまり信用できないんだよ。

　女性不信の気けがある京一郎は、心の中でそう思った。

『女の子はみんな、キミの体が目当てなんだよ』

　昔、幼おさな馴な染じみの女の子に言われた一言。それを思い出し、京一郎はヘコんでしまった。

　菊がベンチから立ち上がる。改めてみると、菊が小さくて可愛かわいい体形をしていることに気づいた。しかし、それに反するように胸が大きく、京一郎は意味もなく照れてしまった。

「それではさようなら。明日からは、とりあえずよろしくお願いします」

　別れの言葉を口にすると、菊は小走りでさっさとその場から立ち去っていった。

　残った京きよう一いち郎ろうの胸に去来するものは多い。まあ、多くは虚むなしさに分類されるものだが。

　何だよあの子。勝手に来て、勝手にこけて、勝手に恋人になるとか言い出して……何だよ。俺おれの血が目当てだっていうのはわかったけど、こんなやり方じゃなくても……

　目を奪われる赤。吸血鬼。あなたの――血が欲しい。

　トラウマになっている、紅あかい瞳ひとみの吸血鬼を思い出す。あの吸血鬼と比べると、トラとぬいぐるみの子猫ほど、凄すごみに差があるわけなのだが……

　紅い瞳の吸血鬼を思い出すと、今でも息が詰まりそうなほど怖くなる。だから、京一郎はそこで考えることをやめた。

　そういえば、あの人は今どこで何をやってるんだろう？

　代わりに、京一郎は蒼あおい十字架をした女性のことを思い出した。



　その後。眠る少し前くらいの時間に、菊きくからメールが届いた。

『頭を打ったので、今日は何だか頭が痛いです。

　夜空に月が浮かんでいました。今日の月は三日月でした。月を見ていたら、お団子を食べたくなりました。前に食べたみたらし団子は、とても甘かったです』

　と、いう内容だった。

　何だ、イタズラか？　メールを送るとは言ってたけど、この内容はあまりにもひどいな。

　何て返信したらいいんだ？

　時間をかけて返信内容を考えたせいで、翌日、京一郎は寝坊することになってしまった。





　望みもしない赤毛の恋人ができた日から、数日が経たった。

　毎夜届くメールはいつもひどい内容で、京一郎は毎回返信に困らされていた。それでも、毎日かかさず連絡が来るので、菊との関係が途切れるということはなかった。

　今日も、放課後の用事が終わり、時間が空いたら菊と会うことになっている。

　乗り気というわけではないが、行かなかったら何を言われるかわからない。なので、京一郎はちょっと憂ゆう鬱うつな気分で放課後の用事に取り組んでいた。

　京一郎が通う高校、神じん愛あい学がく園えんは陸から少し離れた人工島の上という、特別な場所に造られた学校であった。立地条件だけではなく、内部の構造的な面でも少し変わっている。

　大きく分けて、構内には二つの校区があった。

　一つは選抜校区で、もう一つは普通校区。先日出会った少女、鳴なる神かみ菊は普通校区の生徒で、京一郎は選抜校区の生徒だ。同じ学校の人間でありながら制服のデザインが違っていたのもそれが理由であり、制服を変えるというわかりやすい違いをつけるほど、この二つの校区には差があった。

　選抜校区は学園の敷地の北側。普通校区から切り離されているような場所にあった。

　現在、京きよう一いち郎ろうは選抜校区の生徒が通うための校舎の一階。物置として扱われていた部屋の掃除をしていた。

「くそ。何で俺おれが、こんな誰だれも使わないような部屋の掃除をしないといけないんだ」

　数日にわたる掃除で、部屋の中は見違えるように広くなった。長机とパイプ椅い子すしかない殺風景な部屋だが、ガラクタが溢あふれていた今までと違い、何とか人が生活できるようにはなった。

　まあそれでも、マイナスからゼロになったという程度の変化でしかないが。

　京一郎は一年にして、生徒会に所属している。この部屋の掃除も、生徒会役員としての仕事の一つだ。

　西側にある窓を開ける。

　あまりの清すが々すがしさに……………ため息がこぼれそうになった。

　生徒会なんてものに入る気なかったのに、無理やり入れられて、毎日毎日掃除させられて……そもそも、俺は別に選抜じゃなくて普通で良かったのに。

　自らの境遇を思うと気分が沈んでいく。思い切ってため息をつこうとした時、そんな気分をぶち壊すかのように勢いよく部屋の戸が開いた。

「やっほー京一郎くん。今日も由ゆ良らが手伝いに来たよ」

　姿を現したのは、幸せそうな笑みを顔に浮かべた少女だった。

　時とき村むら由良。

　京一郎と同じ一年の女子で、もちろん、彼女も選抜校区の生徒だ。京一郎と同じように格調の高い制服を着ており、少し長めの髪には軽いウェーブがかかっていた。

　身長や体格は平均的といったところ。だが、笑顔を含めた容姿などは平均をはるかに上回っており、幸せそうな笑顔に付随した愛あい嬌きようがある雰囲気は、文句なしに可愛かわいらしい。

　彼女は京一郎の幼おさな馴な染じみだ。だから接し方に、一切の遠慮と気遣いがなかった。

「わあ、さすがだね京一郎くん。由良が手伝わなくても、掃除のほうはほとんど終わっちゃったみたいだね」

「お、お前がいなかったから、掃除をほとんど終わらせることができたんだぞ」

　ここ数日、由良には掃除の邪魔ばかりされてきた。ここまで片付けるのに数日かかったが、由良がいなければもう少し早く終わっていたはずだ。

「へえ、そうなんだ。じゃあ、そういう意味で言えば、由良は京一郎くんを助けたっていうことになるんだね。何もしてないけど、そう言われたら由良はちょっと照れちゃうよ」

「照れるなッ。俺は嫌いや味みを言ったんだから少しは恥じろ」

「まあまあ、無益な言い争いはやめておこうよ。せっかく掃除が終わったんだから、まずはその喜びを噛かみしめようよ」

　と言って、古今東西のおじ様を虜とりこにしそうな顔で由ゆ良らは笑う。

　時とき村むら由良必殺の小悪魔スマイルを見せられたら、もう喧けん嘩かは成立しない。

　くそ。由良の奴やつ、今まで俺おれの邪魔をしてきたことを全く悪いと思ってないな。ここはもう思い切って、俺のほうも男のリミッターを解除して由良にガツンと……

　と思っていても、いつも言えない。

　理由は例の小悪魔スマイルと、怒りを軽く受け流す由良の性格にあった。

「あ、そうだ京きよう一いち郎ろうくん」

「何だよッ」

　若じやつ干かんテンションが上がり気味だったので、少し刺とげ々とげしい言い方になってしまった。が、由良はそんなことは全然気にしていない。

「パン工場のおじさんが京一郎くんのことをシバくって言ってたよ」

「な、何でだよ？　俺は生まれてから一度もパン工場に迷惑をかけたことはないぞッ」

「さあ、それは由良にもわからないけど……大丈夫、任せておいてよ。そのことについては、由良がちゃんと話をつけておいてあげるから」

「そ、そうなのか？　なら、任せるけど……」

「うん。任せてね」

　満面の笑みを浮かべて席に座ると、由良は自分の鞄かばんから雑誌を取り出して読み始めた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　今はこちらを意識していないようだが、どのタイミングで矛ほこ先さきが向くかはわからない。

　パン工場のおじさんって誰だれだ？　俺おれ、何かしたかな？　急に闇やみ討うちしてくるなんてことはないだろうけど、大丈夫だよな。

　小学生の頃ころ。同じような形で由ゆ良らに、「未来のネコ型ロボットにシバかれる」と言われたことがある。何をアホな事をと思って無視していると、そういうあだ名の子に本当にシバかれかけるということがあった。

　だから、どれだけふざけた発言だったとしても、京きよう一いち郎ろうは由良の言葉を無視できないという呪のろいにかかっていた。

　うぅ。由良とは中学が別々になり、やっと別れられると思って喜んでたのに。なんで高校が一緒で、しかも、放課後になると毎日顔をあわせるような関係に……

　ずっと振り回されていた小悪魔とせっかく別れたのに、高校生になってまた出会った。しかも、持っていた小悪魔性は、歳とし相応のものへと質を変えていた。

　京一郎が綺き麗れいにした部屋で、京一郎が運んできた椅い子すに座り、由良は幸せそうな顔で雑誌を読んでいる。

　読んでいる本のタイトルは『月刊・小悪魔通信』。女子高生向けの情報誌だ。

　昔はあんな本なんて読んでなかったのに……由良の奴やつ、変なことばっかり覚えやがって。この、悪魔の経きよう典てんみたいな本のせいで、俺がどれだけ苦労してるか。くそ。いつか出版社に文句言ってやる。

　人知れず京一郎が邪念を送っていると、突とつ如じよとして由良が口を開いた。

「ねえ京一郎くん。聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「何だよ。変なことじゃなければ答えてやるけど」

「じゃあ聞くね。一生拷ごう問もんされるのと、由良にキスされるのだったら、どっちが好き？」

「は？」

「聞こえなかった？　じゃあもう一回言うね。一生拷問と――」

「違う違う。そうじゃなくて、何だよその二択？」

「まあ気にしないでよ。ほらほら、どっちか選ぶだけなんだから、早く答えて」

「は、早く答えろって言われても……」

　拷問と少女のキス。天てん秤びんにかけるのも馬ば鹿からしい。

「そ、その二択だったら、由良のキスが……」

「え？　なに？　聞こえないよ。もっとはっきり言わないと、答えにならないよ」

「ご、拷問と比べるんだったら、由良のキスのほうが……」

「ほら、どうしたの？　男の子なんだからはっきり言って。由良のキスのほうが何なの？」

　どうせ、比べること自体が馬鹿らしい二択なんだ。

　由良の挑発に乗るように、京一郎は声を荒くして言ってやった。

「由ゆ良らのキスのほうが好きだよッ」

　言い切った後の静せい寂じやく。後悔と気恥ずかしさで、京きよう一いち郎ろうの顔が赤くなっていく。

　受けて、由良はニヤニヤと笑い始めた。いつものニコニコ顔ではない。小悪魔の本性が隠し切れなくなったときに見せる、邪悪に満ちた女の顔だ。

　由良が立ち上がり、手に持っていた小さな機械を京一郎に見せる。そして、細い指先で小さな機械の小さなボタンを押した。

『由良のキスのほうが好きだよッ』

　すると、先ほど口走ったばかりの悪夢のような一言が、機械から流れ出してきた。

「お、お、お……お前、それは？」

「うん。世の中って便利になったね。こんな風に人の言葉が録音できる機械が、由良みたいな女子高生でも手に入れられちゃうんだから」

「そんな情熱的な目で見ないで」といった表情で、由良が照れる。

　違う違う。そんな照れるような感情は、視線に一ミクロンも入れていない。

「何も知らない人が聞いたら、どう思うのかな？　もしも、由良が友達にこんな言葉を聞かされたら……真実はどうだったとしても、由良は勘違いしちゃうだろうなぁ」

「な、何が望みだ？」

「望み？　京一郎くん。駄目だよ。そんな風に人を信じてないような言い方をしたら」

「誰だれのせいだッ」

　もう決着はついてるんだよ。そんなセリフを連想させる顔で、由良はニヤッと笑う。

「望みはないよ。ただ、由良はこれからも京一郎くんと仲良くしたいなって思って……これは、そう、友達同士で撮る写真みたいなものだよ」

「じゃあ写真を撮れよッ」

「それじゃあ京一郎くんが困らないでしょ？　由良はね、悪い子なんだ。京一郎くんが困ってる顔を見たら、幸せな気持ちが止まらないんだよ」

「俺おれは不幸な気持ちが止まらないよッ」

「それはお医者さんに相談したらいいと思うよ」

「なんだとッ」

「まあとにかく、由良はこれでまた一つ京一郎くんとの思い出を増やしちゃったわけなんだから……この思い出も、京一郎くんとの思い出メモリーに大切に保管しておくよ」

　由良は、京一郎の不都合な思い出をＵＳＢメモリーに保存して溜ためていくという、悪魔の所しよ業ぎようとしか呼べない趣味を持っていた。

　京一郎が由良を苦手にしている一番の理由がそれで、そのせいで、子供の頃ころから何度痛い目にあってきたか。

「おま、お前は……本当に……」

「どうする？　キスでもする？」

「するかッ。何でそうなるんだよッ。お前は昔から本当に……ああもういいッ。掃除は終わったから、生徒会室に報告に行ってくるッ」

　由ゆ良らと真正面からやりあったら、ほぼ間違いなくバラバラに引き裂かれて負けてしまう。なので京きよう一いち郎ろうは、処理しないといけない用事を口実にさっさと逃げ出すことにした。

　プンプンと怒った態度を見せるが、きっと由良には届いていない。こんなやり取り、子供の頃ころから日常茶飯事にあったのだから。

「ねえ、京一郎くん……」

　由良に背を向け、今まさに戸を開けようとしたタイミングで声をかけられた。

「何だよ？」

「……ちゃんと、戻ってくるよね」

「？　当たり前だろ。荷物置いてるんだから、そのままにして帰るわけないだろ」

「そうだよね……うん。ごめんね、呼び止めたりして。お仕事頑張ってね」

　……いきなり呼び止めてきて、変な奴やつ。

　高校生になって再会した由良は、昔と比べて確かに変わっていた。これもその一つで、たまに、変なタイミングで変なしおらしさを見せてきた。

　騙だまされるなよ、俺おれ。これも、あの悪魔の経きよう典てんで覚えた由良の作戦で、こうすることで自在に印象を操ってるだけなんだろうから。

　軽い女性不信の気けがある京一郎。

　自分をそんな人間にした張本人に背を向け、京一郎は生徒会室へと向かっていった。



「やれって言ったのは掃除だけなのに、ずいぶんと時間がかかったのね。京一郎がそんな愚ぐ図ずだとは思わなかったけど」

　生徒会室で京一郎は耳が痛くなるような嫌いや味みを言われていた。

　同じ学校でありながら、選抜校区と普通校区では中身が全然違う。制服に始まり、生徒数なども数十倍単位で違い、特に使用している施設の格式と価値でいえば、選抜校区のほうが圧倒的に優れていた。

　京一郎が嫌味を言われている場所である生徒会室も、どこの大企業の重役室だと言いたくなるくらい見事で豪華な内装をしていた。

　生徒会保有のソファーに座っている京一郎の前には、一人の少女がいる。その間には、重量感のある大きな机があった。

「そんなこと言われても、俺も好きでトロトロやってたわけじゃなくて、由良が俺の邪魔ばっかりするから」

「なに？　由良が邪魔したって言えば、どんなことでも通ると思ってるの？」

「そういうわけじゃないけど」

「じゃあどういうわけなの？　はっきり言いなさいよ。すぐに終わる掃除が中々終わらなかったのは、この世界にいる誰だれのせいなの？」

「お、俺おれのせいです……」

「結局そうなるんだから、最初からゴネないでよ。その時間が無意味で勿もつ体たいないでしょ」

　そりゃまあ、そうなんだけど。

　文句を言ったらまたボッコボコにされる。嫌いやでもそれがわかるので、京きよう一いち郎ろうは反論せずに唇くちびるを尖とがらせて拗すねた。

　京一郎に嫌いや味みを言っている少女。

　彼女はさっきまで一緒にいた少女、時とき村むら由ゆ良らと全く同じ顔と体格をしていた。その中でも違うのは髪形だけで、軽くウェーブのかかった由良とは違い、彼女はストレートヘアーを両側でバランスよくまとめていた。

　時村沙さ良ら。

　由良の双子の姉で、生徒会所属の一年である。

　常つね日ひ頃ごろから幸せそうな顔をしている由良とは違い、沙良は常日頃から何か不満を抱えているような険しい顔をしていた。そんな顔をしているせいだろうか。由良にはある愛あい嬌きようが、沙良にはない。

　少し筋が通らないことだと、今のような正論で真正面から言い返されてしまう。

　双子であるにもかかわらず、バットから逃げていく魔球ばかり投げる由良と違い、沙良はバットが折れるような剛速球ばかり投げるタイプだった。

「あなたが好きで生徒会に入ったわけじゃないっていうのはわかるけど、所属した以上はそれに見合うだけの働きをしなさいよ。そうでないと、あなたが惨めになるだけでしょ？」

「は、はい」

　京一郎は自分から望んで生徒会に入ったわけではない。ある人物によって無理やり入れられただけだ。そしてそのある人物というのが、他ほかでもない、今目の前にいる沙良だった。

「もう高校生なんだから、いい加減に自覚してよ。あなたは吸血鬼を惹ひきつける特殊な血を持ってるんだから、普通の人と同じように生きてはいけないの。ましてやここは神じん愛あい学がく園えん選抜校区。通ってる女生徒の大半が吸血鬼っていう特殊な環境なんだから……吸血鬼を監視する立場である生徒会にしか、あなたの居場所はないのよ」

「はい。わかってます」



    

  
    
      



    

  
    
      

　わかっていても納得できない。なぜなら、自分で選んだ道ではないのだから。

　神愛学園選抜校区。誰が見ても特殊な存在であるこの場所の、一番特殊な点。

　それは――通っている女生徒の大半が、吸血衝動を持つ吸血鬼だということだった。

　世間的に、吸血鬼という存在はあまり認知されていない。一部の人間だけが知っている病気のようなもので、なぜか、その存在も女性に限られたものであった。

　正確には、血を吸う鬼というよりも、吸血衝動を持った女という表現が正しい。だが、一般的な認知度や、他者から見たらどちらでもいいということで、俗称として吸血鬼と呼ばれていた。

　その数は絶対的に少なく、全員集めたとしても、学校も作れないほどの数しか存在しない。だが、確実に存在している以上、監視や管理を放棄するということはできなかった。

　そのために、吸血鬼を統すべる一族にして世界有数の大富豪、なおかつ、家系の女が全すべて純血の吸血鬼である時とき村むら家が取った方法が――吸血鬼のための学校を造るということだった。

　校区を二つに分けてまで、普通の生徒を同じ学校に通わせているのは、露骨に隔離しているという印象を抱かせないためだ。また、吸血衝動を持っている吸血鬼たちも、そのほうが――ある程度とはいえ――普通の学生としての気分を味わうことができる。

　なので、選抜校区には数多くの吸血鬼がいる。

　先ほどの由ゆ良らと、今目の前にいる沙さ良らも、吸血衝動を持った吸血鬼であった。

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』。吸血鬼にとって特別な存在であるその血の価値を……あなたはちゃんと理解してるの？」

「はい。わかってます」

「だったらもっとしっかりしてよッ。あなたの血は、それだけのことをしないといけないものなんだからッ」

　吸血衝動を持つのは女性だけ。それと対ついを成すかのように、男性の中には、血を吸わせることで吸血鬼に特殊な効果をもたらす特殊な血を持つ者がいた。

　選抜校区は男女共学で、吸血鬼と同じく特殊な血を持つ男子も、本当にわずかながらだが存在している。比率としては２対８といったところで、圧倒的に女子のほうが多い。

　一般的にはハーレムという言葉を連想するかもしれないが、そんなに単純で喜ばしい状況ではない。

　吸血鬼に狙ねらわれるかもしれない血を持った状態で、圧倒的に吸血鬼が多い環境に放ほうり込まれているのだ。これは、生肉を持ってライオンの住すみ処かをうろつくに等しい。

　下へ手たをしたら、空っぽになるまで血を吸われることになってもおかしくないのだ。

「責任ある時とき村むらとして、私たちは今までずっと京きよう一いち郎ろうの面倒を見てきたのよ。だから、もういい歳としなんだから、そろそろそれに見合うだけの立派な男になってよ。じゃないと、いつまで経たっても時村があなたを監視しないといけなくなるじゃない」

　京一郎が由ゆ良ら、それに沙さ良らと幼おさな馴な染じみであり、また、沙良が無理やり京一郎を生徒会に所属させた一番の理由はそこにあった。

　吸血鬼を監視するという役目を持った、神じん愛あい学がく園えん生徒会。

　そこに京一郎を所属させることが、監視や保護といった面でも一番やりやすい。また、吸血鬼を支配している時村にとっては、沙良が所属している生徒会ということで、より一層都合が良かった。

　なので、時村の存在を恐れ、大多数の吸血鬼は京一郎の血を吸おうと――いや、近づこうとすらしない。それにもかかわらず寄ってくる吸血鬼と言えば、京一郎の血が目当ての変わり者だけであった。

『女の子はみんな、キミの体が目当てなんだよ』

　昔、由良に言われた言葉。

　その意味を理解してから、京一郎はずっと女性不信の人生を送ってきた。

　ちなみに、由良は生徒会所属ではない。堅苦しいことは苦手なので、沙良が気を使って入れなかったのである。

「そもそもね、あなたは昔から――」

　沙良のお説教はまだ続きそうだ。というより、自分が発したセリフで勝手に熱くなっている。このまま説教の無限連鎖が続くのかと思うと、京一郎は泣きそうになってきた。

「まあまあ、沙良さんもそんなに熱くならず。言ってることはわかりますけど、十分を超えたお説教は、ただの八つ当たりになってしまいますよ」

　そよ風のような言葉によって、この場の温度がわずかに下がる。

　生徒会室の奥のほう。まさに、一番偉い者が座る場所といった風格の席に、一人の女性が座っていた。

　中央で分かれた優雅な髪。おっとりとした優しい雰囲気。大人の魅力漂ただよう余裕溢あふれた態度。そして、偉そうな机で偉そうに眠っているトラ柄のデブ猫。

　普段はデブ猫と戯たわむれているだけの生徒会長――古こ城じよう葵あおい。

　選抜校区では数少ない、吸血鬼ではない女子。にもかかわらず、生徒会の会長を務めているという、少し変わった人物であった。

　そんな葵が、怒られ続けている京きよう一いち郎ろうを見かねて声をかけてきた。

「会長……でも、私はまだこれでも言い足りないくらいで」

「まあまあ。それを我慢するのが、優しさというものですよ。相あい崎さきくんの立場にしたら、これ以上言われても消化しきれないでしょうから」

「そうなの？」

　沙さ良らが感想を求めてくる。

　その通りだったのでわかりやすく首を縦に振ると、沙良は露骨に不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。

「だからッ。あなたのそういうところが――」

　文句を言おうとする沙良を、葵がたしなめる。

「はいっ。お説教はそこで終わり。相崎くん。お掃除ご苦労様でした。あなたはこれから、あの部屋を拠点にして活動することになりますから、頑張ってくださいね」

「え？　あそこが拠点になるって？」

「あれ？　言ってませんでしたか？　生徒会役員としてまだ未熟な相崎くんは、あそこでしばらく経験を積むんですよ。そして一人前になったら、私の後を継ぐ生徒会長として、この部屋のこの席に座るんですから」

「一度も聞いたことないですけど」

「じゃあこれが一度目ということですね。相崎くんにしたら突然のことかもしれませんけど、私はずっと前からそう考えていたんですから……生徒会長に相応ふさわしい人物になれるよう、頑張ってくださいね。応援すると共に、期待してますよ」

　期待していると言われたら、悪い気はしない。

　思わず照れてしまった京一郎を、沙良が不愉快そうに見つめていた。

「なに調子に乗ってるのよ。そんなの会長の冗談に決まってるじゃない」

「あら、私は別に冗談で言ってるつもりはないですけど」

「会長は黙っててくださいッ。京一郎は甘やかしたら駄目になるタイプなんですから。だから、少しくらい口うるさく言ったほうが――」

　きりがないみたいだから、相崎くんは逃げちゃってください。

　葵のアイコンタクトを敏感に感じ取ると、京一郎は逃げるように素早く席を立った。

「あ、こらッ。まだ話は終わって――」

「失礼しました」

　会長である葵あおいに向かって挨あい拶さつをすると、京きよう一いち郎ろうは一目散に生徒会室から逃げ出した。

　逃にげ際ぎわ。背中に、剛速球のような沙さ良らの言葉がぶち当たった。



「ったく。なんで俺おればっかり、こんな不幸な目に」

　生徒会室から逃げ出した京一郎。そのままの勢いで校舎を出ると、その足で選抜校区から普通校区に向かうことにした。

　学園の敷地内にある、豪邸のような造りの選抜校区の校舎。いつ見ても、場違いな気分になるほど立派だ。

　選抜校区を出るには、校区専用の門を通らないといけない。選抜校区の人間しか通過できないその門をくぐり、並木通りを抜けてはじめて、普通校区の校舎が見えるようになる。

　吸血鬼を隔離している学校。その本性が垣かい間ま見みえる構内の造りであった。

　大丈夫だよな。怒ってるなんてことはないよな。

　約束よりも少し遅れているので、できるだけ早足で目的地に向かう。

　待ち合わせの相手は、認めていない恋人――鳴なる神かみ菊きくであった。

　生まれて初めて恋人ができた場所なのに、素敵な思い出が一つも見当たらない例のベンチにたどり着く。

　菊はすでに到着しており、退屈そうに足を揺らして待っていた。

「あ、遅いですよ相あい崎さきさん」

　京一郎の姿を確認するなり、菊は立ち上がって声をかけてきた。激怒しているという感じはないが、あまり機嫌がいいという感じでもない。

「ええっと……とりあえず、遅れてごめん。ちょっと用事があったもんだから」

「用事だったら私もあります。今日はその中で暇ひまを見つけて来たんですから、相崎さんも早く来てくれないとフェアじゃないです」

「だからごめんって。鳴神さんも時間がないんでしょ。だったら、早く用件を――」

　ちょっと急せかしたことを言うと、菊はとてもわかりやすく機嫌を損ねた。

　どうやら選択肢を間違えて、好感度を下げてしまったようだ。

「……ふん。いいですよ。私だって好きであなたの恋人になってあげたわけじゃないんですから。そうですね。どうせただの契約なんですから、用件なんてすぐに済ませたほうがいいですね……ふんっ」

　そっか。どんな裏があるとしても、この子が今まで俺を待ってたのは事実なんだよな。だったら、もう少し言葉を選んだほうが良かったかな？

　癖が強い幼おさな馴な染じみに振り回されてばかりだったから、普通の女の子の気持ちに少し鈍感になっている。それに気づき、京きよう一いち郎ろうは素直に反省した。

　ちょっと不機嫌な顔のまま、菊きくがベンチに座る。その横に座ることを促うながされ、京一郎もベンチに腰を下ろした。

「それで用件ってなに？　連絡だけなら、俺おれは別にメールでも大丈夫だけど」

　恋人からのひどい内容のメールは毎日届く。だが、今日に限っては直接会いたいということで、京一郎はこの場に呼び出されたのだ。

　軽く息を吸い、覚悟を決めたかのように菊が頷うなずく。

　不機嫌だった顔が、緊張しているものへと変わった。

「こほん。相あい崎さきさん。私は、色々と考えました」

「何を？」

「どうすれば、もう少し恋人らしくなるかということをです」

「はあ……」

「恋人だからということで、まあ……仕方がないので……毎日あなたと連絡を取り合ってますけど、これくらいのことだったら誰だれにでもできると思うんです」

　くッ、ついに気づいたか。メールのやり取りだけだったら血を吸われる心配がないから、このまま現状維持っていう作戦で行こうと思ってたんだけど……

「だから、私はもう少し積極的に、恋人的なことをあなたにしてあげようと思います」

「な、何するつもり？」

　いきなり噛かみ付いてこないよな？

　いつでも我が身を守れるように、覚悟と準備だけはしておいた。

「恋人といったらやっぱりこれです」

　そう言うと、菊はそばにおいてあった四角形の物体を差し出した。

「これは？」

「お弁当です。あ、あまり料理は作りませんけど……今日に限っては、誰かのために作ってあげました。た、食べさせてあげますから……食べたら、いいんじゃないですか……」

　差し出されたのは二段式の弁当箱。

　差し出す菊の顔は、髪の毛のように赤みを帯びている。

「あ……弁当、作ってくれたんだ。ありがと」

「感謝の言葉より、私はあなたの血が欲しいです……ま、まあそれでも……お礼は受け取ってあげますから……た、食べたらいいんじゃないですか」

　差し出された弁当箱を受け取る。ズッシリとした重量感が、両手に伝わった。

　鳴なる神かみさん。俺のために弁当を？　やばい、どうしよう。ちょっと、嬉うれしいかも。

　乙おと女めの気持ちが心に染み込んでくる。

　でも、今は特に腹が減ってないんだよな……………

　乙おと女めの気持ちには申し訳ないが、それが残念な現実であった。

「わ、わざわざ早起きしてくれて作ってくれたんだ。ありがとう。でも今は……」

「大丈夫です。私は食べてもらうつもりで持ってきたんですから、私のことは気にせず食べてください。そのほうが、食材たちも本望だと思いますから」

　……そうか。苦しくても食べないと許してもらえないのか。どうせだったら、放課後じゃなくて昼休みにくれたらよかったのに。

　昼休みはお互いに忙しかった。しかも、校区が違うのでそう簡単には会えない。

「さ、さすがに私も、それを食べてすぐに血を吸わせろとは言いませんから……遠慮しないでください。そ、それで……感想とかありましたら、う、受け付けてあげますけど……」

　恥ずかしげな仕草で視線を合わせないようにしつつ、菊きくは京きよう一いち郎ろうの様子を窺うかがっていた。

　俺おれのために作った弁当か。鳴なる神かみさんの本音はわかってるけど、それでもやっぱり悪い気はしないな。そういえば、由ゆ良らも昔弁当を作ってくれたことがあったけど、あの時は弁当箱にでっかいおにぎりが一個入ってるだけで……具も、アンコだったんだよな。

　それと比べると、嬉うれしいのは間違いない。

　だとしたら、もう食べる以外の選択肢はない。

　満腹の向こう側が見えるまでは頑張ろうと腹をくくり、京一郎は弁当箱の蓋ふたを開けた。

　上の段の弁当箱に入っていたのは、ぎっしりと敷しき詰つめられた白米だけだった。

　上の段にご飯を持ってきたのか。鳴神さんって、変わってるな。

　そう思って下の段の弁当箱を開ける。下の段に入っているのも、白米だけだった。

　……………こ、これは難しい問題だな。朝早く起きて作ったんだよな。でも、どう見ても白ご飯が敷き詰められているようにしか見えないし。

「ど、どうですか？　慣れない食材とか使ったから、多少は、変な味がするかもしれませんけど……一生懸命作ったのは、間違いないですから」

　慣れない食材が白ご飯か……鳴神さんって、パン派なのかな？

　なんてアホなことを考えている場合ではない。真相を確かめるべく、京一郎は二つの弁当箱を菊に見せることにした。

「あのさ、鳴神さん」

「は、はい何ですか？　お、おかわりとか言われても、今は用意が……」

「これなんだけど？」

　敷き詰められた二つの白米を見せる。菊の顔が、新種の虫を見るような顔つきになった。

「な、何ですかこれは？」

「二つの白ご飯だけど、心当たりは？」

「そ、そんなこと聞かれても、あるわけないじゃないですか。私は、ちゃんとウィンナーをタコさん形に――」

　突然、菊きくの時間が止まる。どうやら、思い当たることを見つけたようだ。

「……た、多分……私のほうのお弁当が、おかず二つになってると思います」

「鳴なる神かみさんのほうの弁当が？　何でわからなかったの？　昼休みに食べたんだったら、そのときに気づくと思うけど？」

「い、委員会の仕事が忙しくて食べれなかったんです。だから、今まで気づかなくて……こ、恋人なんだから、いじわる言わないでください」

「別に意地悪で言ったつもりはないけど……」

　今まで以上に、菊が力いっぱい落ち込む。片手間のお遊びではなく本気で作ったというのが、その落ち込み様ようから伝わってきた。

「あ、大丈夫だよ。ちょうど、俺おれも腹減ってたから。ご飯だけでも食べられたら、それでいいよ」

　悲しげな目をして、京きよう一いち郎ろうの顔を見つめてくる。その顔を更に沈めてしまわないために、京一郎は米の味しかしない弁当に箸はしをつけた。



「ご、ごめん。ちょっと、最近は小食気味になってるから……二つは食えなかったよ」

　隙すき間まなく胃袋に詰め込むことで、何とか一つは空にすることができた。だが、もう一個のほうはさすがに無理だ。これ以上食べたら、確実に吐く。

「せっかく作ってくれたのに悪いけど、今日は一つでいいや。また次があるんだったら、そのときはおかずと一緒に食べさせてもらうから」

　自分の失敗に落ち込んでいた菊だが、京一郎が無理して弁当を食べてくれたことで、わずかにだが元気を取り戻した。

　いつもの尖とがった部分は鳴りを潜め、今はとてもしおらしい顔をしている。

「あ、ありがとうございます。あの、ええっと……食べてくれて、ありがとうございます」

　二回のありがとう。こんなとき、何て言えばいいのかわからないといった顔だ。

「や、優しいんですね、相あい崎さきさんは……こういう失敗をしたら、いつも周りに呆あきれられてて……あの、その……ちょっと、嬉うれしいです……………まあ、ちょっと、だけですけど」

「そう？　それは良かった」

　ああ、お腹なかが痛い。

　菊には悪いが、京一郎には話に集中するだけの余裕がなかった。

「べ、別にこういうのを望んで、あなたの恋人になってあげたわけではないですけど……何だか、悪くない気分です。ま、また作ってきてあげますから……そのときは、また、食べさせてあげてもいいですよ」

　何だか偉そうな言い方だな。でも、まあいっか。泣きそうな顔して落ち込んでるよりは、こっちのほうがこの子らしいし。

　それからしばらく時間が経たったことで、何とか京きよう一いち郎ろうのお腹なかも落ち着いた。

　いい機会だから、京一郎は菊きくについていくつかの質問をすることにした。

「あのさ、鳴なる神かみさんって、何で俺おれの血が欲しいの？」

　ほんの少し、菊は意外そうな顔をする。

「どうして、そんなことを聞くんですか？」

「いや……昔から、俺の血は吸血鬼を惹ひきつけるって、嫌いやになるほど聞かされてきたけど、鳴神さんみたいに、正面から堂々と血が欲しいって言ってきた人は初めてだから」

　本当は二人目だ。だが、京一郎の中では、あの紅あかい瞳ひとみの吸血鬼はないことになっていた。

「それだったら、出会った日に話したとおりですよ。私は、吸血鬼と戦わないといけない家系の人間なんです。だから、それに相応ふさわしいだけの力が欲しいと思っているだけです」

「そんなに力って大事なの？　そんなものなくても、どうにかなるって思うけど」

「確かに、どうにかはなると思います。でも、それが自分の望んだものになるかどうかはわからないじゃないですか。私は、できる限り自分が望んだものにしたいんです。だから、そのために力というものが必要なんです」

　菊の真面目まじめな性格が窺うかがえる、模範的な回答だった。

　だが、正論過ぎて、京一郎にはよくわからない。

　自分が望んだものか。そういえば、あの人もそれに近いことを言ってたけど……

　あの人は、その前になんて言っていたっけ？

「でも、吸血鬼と戦うんだったら、鳴神さんじゃなくて時とき村むらの家が――」

　そういえば、今まで気にしなかったけど……どうしてこの子は選抜校区の生徒じゃないんだろう？

　吸血鬼なのだとしたら、嫌でも時村の監視下にある選抜の生徒になるはずなのに……

「そういえば、鳴神さんは何で――」

　直接本人にそれを聞こうとする。が、菊は京一郎のセリフよりも、京一郎の後ろにいる誰だれかを気にしていた。

「だーれだ？」

　声がした瞬間、視界が真っ暗になった。聞いたことがある声。この声はあの小悪魔だ。

「だぁッ。いきなり何するんだよッ」

　目を押さえていた手を振り払い、声を荒げて立ち上がる。

　いつもみたいに小悪魔っぽく笑う由ゆ良らが、そこに立っていた。

「もう、遅いよ京一郎くん。待ってるだけだと退屈だから、迎えに来ちゃったよ」

「迎えに来たって……俺は別に、そんなこと一言も頼んで――」

　由良は京一郎のセリフではなく、京一郎の後ろ側を気にしていた。

　京一郎の記憶が確かならば、そこにいるのは赤毛の少女のはずだ。

「こんにちは」

　先制したのは由ゆ良ら。いつもの調子で、何をしても許されるような笑顔を見せている。

「ど、どうもこんにちは……」

　応こたえた菊きくは、突然の来客に対し、わずかに緊張しているようだった。

「初めましてですね。京きよう一いち郎ろうくんとお話してたみたいですけど……いつも、ダーリンがお世話になってます」

「京一郎くん？　ダーリン？」

　菊の顔に緊張が走る。

　本能が何となく察した。これはきっと……良くないことが起こる。

「相あい崎さきさん」

　首を掴つかまれ、無理やり顔を寄せられる。

「どういうことですか？　あなたは周りの女性に、ダーリンなんて呼ばれてるんですか？」

「いや、ダーリンなんて呼ばれたことは一度もなくて……こいつは俺おれの昔からの幼おさな馴な染じみで、そうやってふざけてるだけなんだよ」

「ふざけてるのはどっちですか？　ちょっと可愛かわいい子にダーリンって呼ばれてデレデレして……恋人なんですよ、私は……ま、まあ、仕方なくなんですけど……そんな私の前で見せない顔を、この子の前で見せて……どういうことなんですか？」

「ちょっ、ちょっと待ってくれよ。俺がいつデレデレした？　俺がデレデレしたときの顔なんか知らないくせに、勝手なことなんて言わないでくれよ」

「男の人の情けない顔くらいわかりますッ。いいですか？　そういう顔は恋人の前でだけしてください。そうじゃないと、恋人の私に対してフェアじゃないですッ」

「あ、あのさ、いい機会だからここで思い切って言うけど、俺はキミを恋人って認めたことは一度もないからな」

　ムスッとした顔をして、菊が京一郎のほっぺたを思いっきり抓つねる。

「何ですかそれはッ。言うに事欠いて……そんなのは卑ひ怯きようすぎますッ。だったらいいですよ。私もあなたを恋人だなんて思ってあげませんから。だから、今ここで今までの労働に見合うだけの血は貰もらいますからね」

　緊急事態発生。

　混乱の極みに達した菊は、京一郎の首に顔を寄せて噛かみ付いてこようとした。

「あ、こらッ。それこそフェアじゃないだろッ。俺は、一度も血を吸わせるなんて約束はしてないんだから」

　噛み付こうとする菊を必死になって押おし止とどめる。気分は、ゾンビに襲われる一般市民だ。

　その隙すきを縫うかのように、そっと良いい匂においが鼻に届いた。

　京一郎の首に第三者の顔が近づく。

　それが由ゆ良らだと気づいた瞬間、京きよう一いち郎ろうは首筋に軽いキスをされた。

「あぁーッ。ずるいッ。話が違いますッ。私もまだ吸ったことないのに」

　激しく反応する菊きくに対し、由良はどこ吹く風でいつもの笑顔を浮かべている。

「由良もまだ吸ってないよ。ただ、キスしただけだから気にしなくても大丈夫だよ」

「だ、だったらいいですけど……………違う違う、違います。こ、この人は私の恋人なんですよッ。それなのに、いきなりキスするなんておかしいじゃないですかッ」

「そっか。ごめんね」

「え、あ……は、はい……」

　菊の激情は全すべて受け流され、上げた拳こぶしは完全に行き場を失っていた。

　さすが由良だ。誰だれが相手でも、自然と自分のペースにしてしまう。

「あ、相あい崎さきさん……とりあえず私はどうしたらいいんですか？」

「そんなこと俺おれに聞かれても……」

　対応に困った二人が作り出す空白の時。

　入れる隙すき間まがあれば、小悪魔はどこにでも華麗に進入してくる。

「京一郎くん。突然だけどおんぶして」

　流れを無視した一言を発すると、由良は子供のように京一郎の背中に抱きついてきた。

「な、何だよいきなりッ？」

　振り向き、京一郎は背中に乗った由良に文句を言おうとする。だが、背中にくっついているわけなので、振り向いたところで当然そこに由良はいない。

「おいこらッ、卑ひ怯きようだぞ。隠れてないでちゃんと顔を見せろッ」

「隠れてないよ。京一郎くんがちゃんと由良を捕まえてくれないだけだよ」

　尻尾しつぽを追いかける犬状態になっていることに、京一郎は気づいてなかった。

　そんな間抜けな姿を見て、イライラしている少女が一人。言うまでもなく菊である。

「相崎さん」

「あ、鳴なる神かみさん。悪いけど、鳴神さんもこいつを捕まえるのを手伝っ――」

「何デレデレしてるんですかッ」

　開口一番、捻ひねりを加えたパンチが京一郎の心臓を捉とらえた。

「ぐふッ。ちょッ……まっ……心臓は、駄目……」

「知りませんそんなのッ。ああもういいです。相崎さんは一生女性を背負って生きてたらいいんですよ。ふんッ。バカッ。顔も見たくないですッ」

　怒りに任せて吼ほえると、菊はそのまま京一郎に背中を向けた。

「あ、どこに？」

「私にはまだ委員会の仕事が残ってるんです。今は、その合間にちょっと抜けてきただけで……ふんッ。あなたには関係ないじゃないですかッ。バカッ」

　立ち去る前、菊きくは挑戦的な目をして由ゆ良らを指差した。

「ど、どこのどなたか知りませんけど、その人は私のこいびゅとぐぁ……………」

　京きよう一いち郎ろうにもわかる変な空気。どうやら菊は、大切なセリフを見事に噛かんだようだった。

　もう……本当に抜けてる子だな。

　セリフを噛んだ事実は消せない。

　菊は顔を赤くすると、逃げるようにその場を立ち去っていった。

「相あい崎さきさんッ。夜になったらまたメールしますから、ちゃんと返信してくださいよ。バカ」

　そして菊の姿が遠ざかっていく。京一郎の心は、虚むなしさで一杯だった。

「メールするだって。京一郎くん。今の心境はどんな感じ？」

「背中に乗った奴やつが重いと、殴られた心臓が痛いくらいのもんだよ」

「なるほど。トータルすると由良が背中に乗ってて嬉うれしいと」

「思ってないッ」

　とりあえず由良を背中から下ろす。今日こそは力強く文句を言ってやろうと思ったが、何でも受け流す笑顔にやられ、結局、何の文句も言えなかった。



「あの子……真っ赤な髪してたね。可愛かわいかったね」

　帰り支度をした京一郎は、由良と並んで構内を歩いていた。

　学園を出入りするための唯一の手段、正門。そこに向かって二人は歩いている。たまに、部活をしている普通校区の生徒とすれ違ったりした。

「そうだな。赤い髪だけど……そんなのどうでもいいだろ？　お前には関係ないんだから」

「残念だけど、由良にもちょっと関係あるんだ。赤い髪をした小さな子……あの子、京一郎くんに向かって血を吸いたいって言ったんだよね？」

　由良を相手に隠しきれる自信がなかったので、京一郎は菊との関係を素直に話した。

　血を吸わせろと主張する押しかけ恋人。

　話を聞くと、由良はなぜか神妙な態度を取るようになってしまった。

「そうだけど……大丈夫だよ。沙さ良らに嫌いやっていうほど言われてるから、血は一回も吸わせてないし、吸わせるって約束したこともないから」

「うん。そうだよね。由良は京一郎くんを信頼してるから、そこはもう完かん璧ぺきに信じてるよ。ただ、それだけじゃ済まない理由があるんだ」

　由良に憑ついてる小悪魔はどこにいったのだろう？　何だか、さっきから怖いくらいに大人しくて乙おと女めチックだ。

　そうか。これがあの悪魔の経きよう典てんで覚えた新しい手法か。油断しないぞ。もう高校生なんだから、由良になんか振り回されてたまるか。

　思えば何度、こんな感じの決意をしてきただろう。

　今まで連戦連敗で、今日に至ったというのに……

「何だよ理由って？　隠してないで俺おれにも教えろよ」

「うん。それはいつかわかるよ。だから、この話はここでやめよう。由ゆ良らはもっと、ずっと忘れられないような話を、キミとしたいよ」

「ど、どんな話だよ？」

「そうだね？　じゃあ、京きよう一いち郎ろうくんに会えなくて寂しかったっていう話をしてあげるよ」

　周りを取り巻く甘い空気を感じた。これではまるで、一緒に帰っている恋人のようだ。

「中学が別々で、由良は寂しかったんだよ。だって、由良と京一郎くんはずっと昔から一緒にいたんだもんね。京一郎くんはどうだった？　寂しかった？」

　小悪魔がいない日々は、自由で楽しかった……

　何をどう間違っても、その言葉は口にしてはいけない。そんな雰囲気だ。

「お、俺は……」

　当たり障りのないことを言おうとした京一郎の唇くちびるを、由良の人差し指がそっと塞ふさぐ。

「だめ。何も言わないで。由良はわがままだから、一番嬉うれしい言葉以外は聞きたくないよ」

「あ、う、お……」

　間違いなく、昔よりもパワーが上がっていた。

　昔はわがままなだけで、こんな雰囲気なんて持ってなかったのに……

「京一郎くん。あのね、昔……キミと由良と沙さ良らちゃんの三人で、写真撮ったの覚えてる？　小学生の頃ころに撮った写真で……あの頃が一番楽しくて、あれが由良の一番大切な思い出なんだけど……京一郎くんは、覚えてるかな？」

「いや、そんな昔のこと……覚えてないけど」

　少し、由良は寂しそうな顔をした。だけどいつものように、愛あい嬌きよう一杯の顔で笑う。

「そっか……そうだよね。二人とも、あの頃とは違うんだから、覚えてなくてもしょうがないよね」

　嘘うそでも覚えてるって言えば良かったかな？

　寂しげな由良を見ていると、少し心が痛んだ。

「ねえ、京一郎くん」

　正門が近づいてくる。

　吸血鬼を統すべる一族にして、超大富豪のお嬢様――時とき村むら由良が自由に行動できるのもここまでだ。

　人工島である学園と陸地は、数百メートルといった長さの橋で繋つながっていた。

　由良と沙良は、そこを歩くことすら許されない。

　正門に止まっている迎えの車に乗ると、そのまま監視付きで家に帰ることになるのだ。

　小悪魔に許された自由は――

　吸血鬼を閉じ込めておくために造られた、学校の中だけだった。

「由ゆ良らが――時とき村むら由良で、ごめんね」

　何とも応こたえにくい、一言だった。

　そして正門にたどり着き、由良はいつものように迎えの車に乗り込んでいく。

「じゃあね京きよう一いち郎ろうくん。世界で一番、愛してるよ」

　そう言って、窓から顔を出して手を振ったまま、由良は遠ざかっていった。

　急に何だよ？　らしくない顔して。いきなりごめんねって、お前はもっと他ほかの部分で、俺おれに謝らないといけないことがたくさんあるのに……

　その真意がわかったのは、次の日のことだった。

　吸血鬼を統すべる一族にして大富豪。

　そして自身も吸血鬼という時村には、時村の事情があるということだった。



　ちなみに、夜になるといつもどおり菊きくからメールが届いた。

『怒ってます。やっぱり私のほうがおかず二つでした。心臓を殴ってごめんなさい。次はダメージが残らない顔にします。浮気者は地獄に落ちます。

　でも、仕方なくですが許しますから、また明日いつもの場所に来てください』

　意味不明なのはいつも通りとして、ほんの少しだけ――距離でいえばミリ程度のことだけど、恋人に送るメールとしては進歩した内容だった。



    

  
    
      


２　「目の前にある選択肢」



　放課後。拠点となっている部屋に荷物を置くと、京きよう一いち郎ろうは急いで菊きくと約束している場所に向かった。

　幸い、今日はまだ由ゆ良らと顔を合わせていない。なので、菊との用件を素早く済ませれば、昨日のような混こん沌とんに巻き込まれることはないはずだ。

　約束の場所にたどり着く。

　今日は比較的穏やかに用件を終わらせるつもりだった。だが、待ち合わせの場所にあったのは、混沌よりも厄やつ介かいな、修しゆ羅ら場ばだった。

　待ち合わせのベンチ。昨日と同じように、菊のほうが先に到着していた。

　昨日はベンチに座って退屈そうに京一郎を待っていたのだが、今日は違う。

　立ったまま、一目でわかる攻撃的な気配を発し、目の前の少女と対たい峙じしていた。

　沙さ良ら……

　双子だが、髪形が違うので間違えようがない。同じような攻撃的な気配を発し、なぜか沙良が菊と対峙していた。

　何してんだ？　沙良の奴やつ、鳴なる神かみさん相手に今にも殴りかかりそうな顔してるけど……

　近づいたら火傷やけどしそうな二人の気配。

　それを察した京一郎は、並木に隠れて二人の様子を窺うかがうことにした。

「実際に目にするのは初めてだけど……本当に下品なほど、赤い髪ね」

　挑発的なセリフは沙良が発したもの。「喧けん嘩か売ってます」というのが、嫌いやでもわかる。

「髪の毛の色は関係ないじゃないですか。私に言わせれば、そんな言葉遣いをするあなたの方がよっぽど下品です」

「気に触った？　だったら訂正するわ。下品じゃなくて、くそ下品な赤い髪ね」

　く、くそ下品って……

　沙良の発言を盗み聞きしている、京一郎のほうがドギマギするセリフだった。

「むっ。く、くそ下品なのは、そんな言葉を口にできるあなたの思考と性格のほうですッ。何ですか、さっきから……文句があるんだったら、はっきり言えばいいじゃないですか？」

　そのセリフから察するに、どうやらまだ本題についての話はしていないようだ。

　お互いに相手を威い嚇かくし、火花を飛ばし始めたばかりといったところだ。

「そうね。下品な赤毛と無駄に話をしても意味がないから、はっきりと用件を言ってあげる――京一郎には近づかないで」

　お、俺おれ？

　この雰囲気の中。自分の名前が出たことで、京一郎の緊張感は一気に跳ね上がった。

「京きよう一いち郎ろう……………あなたの双子だっていう、昨日の変な人だけじゃなくて、あなたも名前で呼んでるんですね……」

「は？」

「あぁッ、いや、あの……そうじゃなくて……」

　間まを取り直すため、菊きくが咳せき払ばらいをする。

「こほん。近づくなって言いますけど、それは私の勝手じゃないですか。『赤の極点クリムゾン・ブラツド』――相あい崎さきさんの血は、時とき村むらの所有物じゃないんですから」

「そうね。それは素直に認めてあげるわ――で、それがどうしたっていうの？」

「ど、どうしたって……」

　ほんの少し、菊の旗色が悪くなった。

「あ、相崎さんが誰だれに血を吸わせるかなんて、相崎さん自身が決めることじゃないですか。だからあなたに、近づくななんてことを言う権利は――」

「あるのよ。だって私は、時村なんだから」

　時村だから許されるって……凄すごい理由だな。でも、沙さ良らが言うとなぜか説得力が……

「お前たちみたいに……吸血鬼を殺すことしか考えてない、下品な鳴なる神かみとは立場が違うのよ。私たち――時村には、吸血鬼に関する全すべてのことを理解し、監視する義務があるの。だから、吸血鬼に力を与える『赤の極点』を、鳴神みたいなくそ下品な一族に渡すわけにはいかないのよッ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ムカッとした態度で、菊きくが言い返す。

「それは時とき村むらの勝手な言い分じゃないですかッ。下品だとか、殺すことしか考えてないとか……………何も知らないくせに、一方的な決め付けでものを言わないでくださいッ。私に言わせれば、時村のほうがやり方が汚いです。本心では助ける気なんてないくせして……支配者の立場が崩れるのが嫌いやだから、形だけ救おうとして……そっちのほうがよっぽど偽ぎ善ぜんです」

「そうね。そうかもしれないわね。で、それがどうしたっていうの？　偽善と人殺し一族……どっちが下品かもわからないくらい、鳴なる神かみの人間は頭が悪いの？」

「違いますッ。私たちは……私は、吸血鬼を殺したいから力が欲しいんじゃなくて……私はッ、私はッ――」

　強く奥歯を噛かみしめると、菊は口にしたい言葉をグッと我慢した。

　言ったってわからない。わかってもらおうとも思わない。だけど言いたい。でも言ったところで、また何か言い返されるだけだから……

　菊の心の葛かつ藤とうが、音になって聞こえてくる。

　悔しそうな顔のまま、菊は言い返すための言葉を考えていた。そして、考え抜いた末に思いついた、会心の一言を沙さ良らにぶつける。

「時村の――バカぁッッ」

　タメにタメた会心の一言が、その程度のものだった。

　バカって。子供じゃないんだから。

　呆あきれる京きよう一いち郎ろうの気持ちも知らず、更に菊は攻撃を続ける。

「バカ、バカ、バーカ。時村のバーカ。スカポンタンのアンポンタン。勝手で偉そうなことばかり言って……………いいですよッ。どうせ私は最初から、時村のことなんて相手するつもりはなかったんですからッ。バーカ。勝手に偉そうにしてたらいいんですよ」

「ふん。見た目だけじゃなくて、中身まで下品ね。いいわよ別に。こっちも最初から、鳴神の相手をするつもりなんてなかったんだから――ただ、はっきり言っておくわよ。仮に時村のものじゃないとしても、『赤の極点クリムゾン・ブラツド』には……京一郎には近づかないで。じゃないと、鳴神だとか関係なしに……ぶっ殺すわよ」

　冷たい殺気が、京一郎のほうにまで伝わってきた。

　二人が憎しみ合う理由。それは全くわからない。ただ、二人が発する言葉から読み解とくに――沙良と菊ではなく、時村と鳴神が、激しく対立しているようだった。

「本性を現したあなたのほうが、よっぽど下品です。ふんッ。そんなこと言われたって、私には全然関係ありませんからッ。どうせ、どうせ……あの、その……」

　突とつ如じよとして、菊の様子が虎から猫へと変貌する。

「わ、私とあの人は恋人なんですから……と、時とき村むらの思い通りになると思ったら、お、大間違いです……………から……」

　そして顔を赤らめて、沙さ良らに向かってそう言った。

「恋人？　なにそれ？　どういう意味？」

「べぇー。あなたには関係ありませんから。もういいです。あなたの顔を見てても不ふ愉ゆ快かいになるだけだから、私はもう帰ります」

「あっそ。じゃあさっさと帰ってよ。京きよう一いち郎ろうには私から言っておくから。その顔、二度と見せないでよ」

「あっ、京一郎って……また名前で呼んで……」

　的外れなことで菊きくが落ち込む。だが、すぐに立ち直り沙良に向かって吼ほえる。

「わ、私だって、あなたの顔なんて二度と見たくないですッ。でも、はっきりと言っておきますから。私には相あい崎さきさんの血がいるんです。だから、絶対に諦あきらめませんからッ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残すと、菊は怒った顔のまま、この場を立ち去っていった。

　それとは対照的に、冷静な態度で立ち尽くす沙良。

　菊の姿が見えなくなるまで、沙良はその場から一歩も動かなかった。

「京一郎」

　唐突に名前を呼ばれ、京一郎の体がビクンと震える。

「いるのはわかってるのよ。どの辺りから聞いてたのかは知らないけど……いいわ。いい機会だから、あなたが知らないことを教えてあげる」

　その言葉に誘い出されるように、京一郎は並木の陰から姿を現した。

　冗談なんか通じない。

　正面から見る沙良は、そんな顔をしていた。



　移動中はお互いに無言で、沙良は行き先すらも教えてくれなかった。だが、迷うことなく校舎内を突き進んでいく姿から、生徒会室に向かっているということはわかった。

　予想通り、生徒会室の前にたどり着く。その部屋の住人らしく、沙良はノック一つせず部屋の戸を開けた。

「何であたしがそんなことしないといけないのよ？　そういうのは生徒会の……つまりはあんたの仕事でしょ。仮に理由があって手が回らないって言うんだったら、風紀委員なり何なりにやらせればいいじゃないッ」

「はい。ですから私は、かねてからの大親友である翼つばささんにお願いを……」

「だから、やりたくないって言ってるでしょッ。あたしは色々と忙しいのよ。わかる？　この世に暇ひまな美人なんて一人もいないの」

「具体的にどんな用があるんですか？　デートは一人じゃできませんよ」

「デートの誘い待ちは一人じゃないとできないのよッ。とにかく、あたしはやりたく――」

　生徒会室では、生徒会長である葵あおいと見知らぬ女生徒が言い争いをしていた。

　長く艶つややかな黒髪。男性と比べても見劣りしない長身と、それに見合うだけの凛り々りしい大人の雰囲気。

　何も聞かなくても、先輩だということが一目でわかった。

　雰囲気や言葉遣いから察するに、二人の関係は友人といったところのようだ。言い争いの中にも和なごやかな雰囲気があり、先ほどの沙さ良らと菊きくのような刺とげ々とげしさはない。

「あら？　お帰りなさい沙良さん。ちょっと取り込んでますけど、気にしないでくださいね。私の親友が、私のお願いを真しん摯しに聞いてくださってるだけなので」

「誰だれがいつあんたの親友になったのよ。この口はいつもいつも、勝手なことばかり……」

　女生徒が、葵の頬ほおを両側から引っ張り上げる。

　生徒会長に対する暴挙を目まの当あたりにして、京きよう一いち郎ろうは素直に戸と惑まどった。

「いふぁいですよ、つばふぁふぁん」

　一方で葵は、頬を抓つねられても笑顔のままだった。その顔と態度が、相手に対する信頼の深さをうかがわせる……いや、もしかしたら、葵の性格の問題かもしれない。

　抓っていた頬から手を離し、翼つばさと呼ばれている女性が髪をかきあげる。

「とにかく、あたしはそんなことする気はないから。あんたの口車に乗って面倒な思いをしたのは一回や二回じゃないのよ。だから、今回はあんたが自分でどうにかしなさい」

「そんなこと言って、結局私が困ったらいつも助けてくれるじゃないですか。翼さんがツンデレなのは知ってますけど、私はツンの部分に興味がないですから、普段から徹底してデレの状態で……」

「誰がツンデレよッ。あたしは、そういう記号扱いが一番嫌いなのよッ」

「ふぁあ……ごめんなふぁーい」

　再び、笑顔の葵を翼が抓る。喧けん嘩かとは程遠い、和やかな雰囲気が辺りに漂ただよっていた。

　会長があんな間抜けな顔を見せるなんて……どんな人なんだ？　この人。

　翼に対する興味が湧わき上あがる。

　普段から頼りない感じの葵だが、実は意外に隙すきというものを見せない。簡単な失敗もほとんどしないし、無ぶ様ざまと呼べるような姿も一度も見たことがない。

　そんな葵の裏を自然に引き出せる、翼という人はいったいどんな人なんだろう？

　抓り攻撃をやめ、自分の髪をかきあげる翼。露骨に冷たい態度を見せると、別れを告げるため、葵に背中を向けた。

「それじゃあ、あたしはサヨナラさせてもらうから。後はそっちで好きに――」

　不意に、翼と目が合った。

　翼の視線に込められた強い自信に、京一郎は萎い縮しゆくしてしまう。

「あの子は？」

　そばにいる葵あおいに尋ねる。

「前にお話したじゃないですか。彼が私の後を継ぐ、次期生徒会長の相あい崎さきくんですよ」

「ああ、この子が例の……」

　ため息のように言葉をこぼすと、翼つばさは力がある視線のまま、京きよう一いち郎ろうのそばにやってきた。

　そして、逃げられないくらい真正面から瞳ひとみを見つめてくる。

「あ、あのぅ……………」

　気分は、ヘビに睨にらまれたカエルだった。

　それくらい、瞳の奥に込められた――情熱、欲望、執しゆう着ちやく、正しい名前はわからないが――感情の強さが、半端ではなかった。

　あ、何となくわかったぞ。この人、思いっきり俺おれの血を吸いたがってる。

　人生において、それっぽい雰囲気は何度か味わったことがある。だが、ここまで露骨なものは、これが初めてだった。

　息が詰まりそうな緊張感。原因となっている翼も、少し頬ほおを赤らめていた。

「すいません、四し方ほう堂どうさん。これからちょっと大事な用があるものですから。会長とのお話が終わったんだったら、席を外してくれませんか？」

　冷や水のように、抑制のきいた沙さ良らの言葉が二人の温度を下げる。

　赤くなった顔を元に戻すと、翼は優雅な態度で髪をかきあげた。

「ニャン子。いいわ。気が変わったから、それなりにだけどあんたに力を貸してあげる」

　昔ながらの友人らしく、翼は葵のことをニャン子というあだ名で呼んだ。

　そんなあだ名をつけた理由は、葵が普段からデブ猫と戯たわむれているからだろう。

「あらあら、突然どうしたんですか？　私に対するデレスイッチでも入ったんですか？」

「うっさいわねッ。あたしにはあたしの考えがあるの。嫌いやだって言うんだったら、やめてもいいのよ」

「いえいえ、私にしたら有難いの一言ですから。それじゃあよろしくお願いしますね」

「オッケー。それじゃまたね」

　立ち去っていく翼と目が合う。

　なぜか、昔の彼氏を見るような、変な気まずさを感じさせる目をしていた。

「四方堂翼っていう、三年の先輩よ。会長とは昔から仲がいいみたいで、生徒会の人間じゃないのに、今みたいにたまに生徒会室に顔を出すの。どんな人なのか詳しくは知らないけど……今見てわかるとおり、会長には凄すごく信頼されてるみたい」

　沙良が、翼に関する簡単な説明をする。補足を求めて葵を見つめるが、葵はいつもののんびりとした顔で笑うだけだった。

「四方堂さんのことはもういいでしょ。あなたにはもっと、大切な話があるんだから」

「え、ああ、それはわかってるけど……」

　いつものように、葵あおいは机の上に寝そべっているデブ猫と遊んでいる。翼つばさと違い、部屋を出て行くという素振りは全く見せない。

「会長のことだったら気にしないで。この学校の生徒会長として、今からする話は全部知ってるから」

　緊張感溢あふれる雰囲気のまま、沙さ良らがソファーに腰を下ろす。

　京きよう一いち郎ろうはその対面のソファーに腰掛けた。

「無駄に気を使っても意味がないから、わかりやすく一言で言うわ。鳴なる神かみっていう家……つまり、あの赤毛のチビの家は、私たちの敵てきなの」

　本当に、何のフォローもできないほど、沙良は強い口調で辛らつな言葉を吐いた。

「……敵って言われても、よくわからないけど」

　少しきつめの視線が向けられる。ただ、京一郎に向けたものなので、若じやつ干かんの柔やわらかさがあった。

「そうね。唐突にそう言っても、あなたにはよくわからないでしょうね。いいわ。まずはあの家と私たちの関係から教えてあげる。私たち時とき村むら家が、吸血鬼とどう接してるかはあなたも知ってるでしょ？」

「まあ、俺おれも当事者だから、それくらいのことは知ってるけど」

　呆あきれたように、沙良がため息をつく。どうやら曖あい昧まいに答える京一郎の態度が気に入らないようだ。

「今更教えるのも時間の無駄だから、知ってるってことで話すけど……本当に大丈夫なんでしょうね？」

「も、もちろん」

「はぁ……だったら、もっと胸を張って答えてよね。男でしょ？　女の私に頼りないとか思わせないでよ」

「そ、それはよくわかってるけど、今はそんな話してる場合じゃないだろ？」

「はぁ。そうね。いつものことだからつい言っちゃったわ。ごめんなさい。本題に戻すわ」

　チラッと横目で、京一郎は葵の様子を窺うかがった。

　仰あお向むけにしたデブ猫の腹に顔を埋うずめ、葵は一人で楽しそうに遊んでいた。

　いいな。一人だけ幸せそうで……

　葵を羨うらやましがりつつ、京一郎は意識を沙良のほうに戻した。

「あなたも知ってる通り、私たちの家、時村家は吸血鬼の面倒をみてるわ。といっても、主人が従者の面倒を見るような支配的な面倒のみかたじゃないわ。もっとちゃんとした対等な感じの……そうね。たとえるなら、仕事をする代わりに給金を与えるって感じの関係かしら？　そんな関係を維持しつつ、私たち時村は吸血鬼の面倒をみているの」

「仕事をするって……そんなこと、させてたっけ？」

「それはまだ学生のあなたには関係ない話よ。理由はわからないけど、吸血鬼としての体質を持っている人間は、能力的に普通の人間よりも優れてるってことが多いの。そして時とき村むらは、そういう優れた人間を自分たちの息がかかった世界に送り込んで、それ相応の仕事をさせてるの。その結果、私たち時村がどれだけの財を成したかは、説明するまでもないでしょ？」

　吸血鬼のための学校、プラス、そのための人工島まで作れるほどの財力。

　それがどれだけ凄すごいものか？　わからないほうがおかしい。

「そういう具合に、時村と吸血鬼はお互いに利益が出るように付き合ってるの。私たちは、吸血鬼という体質のせいで生じる不都合を引き受けてあげる。代わりに、吸血鬼は持っている能力を時村のために使う。どう？　ひねくれた見方でもしない限り、公平な関係って呼べるでしょ？」

「それは、よくわかるけど……」

　違う見方をすれば、吸血鬼は時村の監視の中でしか生きられないということだ。そしてそのシステムを作り上げたのは、他ほかならぬ時村だ。

　それが本当の意味で公平かどうかは、少し難しい問題になってくる。

　まあ、そうやって見ることが、沙さ良らの言うひねくれた見方になるのだろうが。

「沙良の話はわかったけど、じゃあ何で、鳴なる神かみさんは時村の監視を受けてないの？　あの子って、普通校区の生徒だろ？　吸血鬼としての体質を持ってる人間は、全員選抜校区のはずじゃあ……」

　沙良が怖い顔で睨にらんでくる。思わず、「ごめんなさい」って言いそうになった。

「あの家は吸血鬼のくせして、時村の言うことをきかないのよ」

　忌いま々いましそうに、沙良はそう言った。

「きかないって、何で？」

「知らないわよッ。何の特にもならない、誰だれも救えない、つまらない意地や誇りでも持ってるんじゃないのッ」

　幾度となく沙良の説教を受けてきた京きよう一いち郎ろうだが、こんな風に怒った顔を見るのは初めてだ。いつも怒られているわけだが、どうやらあれでも手加減してくれていたみたいだ。

「鳴神って家は、私たち時村と違ってずっと昔からこの土地に住んでた吸血鬼なのよ。だから、私たちの言うことなんて一切聞こうとしないし、挙あげ句くの果てに、時代錯さく誤ごの吸血鬼狩りなんて馬ば鹿かげたこともやってるみたいだし……」

　その言葉は、本人である菊きくも口にしていたものだった。

『私の名前は鳴神菊。吸血鬼と戦う家系に生まれた者で、私自身も吸血鬼です』と。

　吸血鬼狩り――あの時は対して気にしなかったが、こんな調子で沙良が口にしたとなると、嫌いやでも気になってくる。

「あ、あのさ、吸血鬼狩りって、具体的にどんなことするの？」

　見つめてくる沙さ良らの目が怖い。恨みはないが、紛まぎれもない怒りがある。

「そのままの意味よ。あなたは知らないでしょうけど、吸血鬼としての力が強い人間は、『血の共鳴ブラッドシンパシー』っていう特別な力が使えるのよ。あいつらはそれを使って、吸血鬼としての本能が強くなりすぎた人間を――」

「『血の共鳴』？」

　らしくない態度で、沙良は露骨に「しまった」という顔を見せた。

「そ、それは京きよう一いち郎ろうには関係ないわよ。名前だけ知ってればそれでいいから……あんまり気にしないで」

　そう言われたら気になるのが人間の本能というものだ。

　京一郎は記憶を探り、それらしいものを思い出してみた。

　そして思い出したのは――初めて出会ったときに菊きくが身に纏まとっていた、赤い羽は衣ごろもだった。

　あれが、『血の共鳴』ってのと関係あるのかな？　そういえば、鳴なる神かみさんはあれを使って実力行使に出ようとしてたみたいだけど。

　結果。勝手に転んで頭を打って気絶してしまった。

　そんな少女と吸血鬼狩りという言葉を頭の中で一つにするのは、中々難しい。

「とにかく、鳴神っていうのはそういう家なの。私たちだったら絶対にそんなことはしないわ。吸血鬼の本能が強くなりすぎた人間でも、時とき村むらはそれ相応の施設を用意して、そこで病気を治すみたいに………………」

　自分で話していたセリフなのに、なぜか、沙良はそこで言葉を詰まらせてしまった。

　自分は矛盾を口にしている。だけど、絶対に認めるもんか。

　それなりに付き合いが長いから、沙良が思っていることがわかった。

「沙良さん。そういう細かい点は、省はぶいてもいいんじゃないですか？　この先、相あい崎さきくんにどうしてほしいのかを伝えることが大切だと思いますよ」

　自身の感情に苦しめられている沙良を救ったのは、意外にも、猫と戯たわむれているはずの葵あおいだった。ただ、お遊びの最中だったようで、前髪はだらしなく乱れている。

「会長……そうですね。これは、京一郎には関係ない話ですし」

　沙良が口にした『これ』という出来事。それがどんな出来事だったのか、今の京一郎にはわからない。

「とりあえずだけど……京一郎。時村と鳴神の立場の違いは理解してくれた？」

「まあ、大体なら理解したけど……要は、時村は吸血鬼の面倒を見てる家で、鳴神はそんな時村の言うことをきかないで、自分たちで吸血鬼と戦ってるってことだろ？」

「そうよ。そこまで理解したんだったら、それで充分よ。もっと他ほかに細かい話もあるんだけど……その辺は京きよう一いち郎ろうには関係ない話だから」

　沙さ良らが口にした、もっと細かい話。それこそが、一番大切な話のような気がした。

　だけど聞けない。関係ないと断言されたら、京一郎はもう前に出れない。

『赤の極点クリムゾン・ブラツド』を持つ京一郎は、そうやってずっと時とき村むらに監視されて生きてきたのだから。

　沙良がソファーに座り直す。

　京一郎を見つめる瞳ひとみは、火傷やけどしそうなくらい命令的だ。

「私も今日初めて、実際にこの学校に通ってる鳴なる神かみを見たんだけど……聞いてた通りの赤毛で、思ったとおり、下品で嫌いやな感じのする奴やつだったわ。そんな鳴神が、あなたの血のことを知ってるとは思わなかったけど……知ってて、それを目当てにあなたに近づいてるっていうんだったら、私が取るべき行動は一つよ。京一郎。あの赤毛のチビにかかわるのはやめなさい。これは時村としての、『赤の極点』を持つあなたへの命令よ」

「め、命令って、そんな大げさな言い方しなくても……俺おれは別に、あの子に血を吸わせるつもりなんてないし、第一、吸ったところであの子に吸血鬼狩りなんて大それたこと、できるわけ――」

「言ったでしょ。時村と違って、鳴神は人の手に負えない吸血鬼を殺す一族なの。そんな、全部の吸血鬼を敵てきに回しても構わないって思ってる一族が、一番警戒しないといけない存在は何なのか？　もう、説明しなくてもわかるでしょ？」

　鳴神は吸血鬼を敵とみなしている。そして、時村はそんな吸血鬼を支配している。

　立場が作り出した敵対関係。相性の悪さは、さっきの二人を見ていればわかる。

「鳴神は力を欲しがってるのよ。もちろん、吸血鬼を殺すための力を――」

「でも、力を手に入れたからって、吸血鬼を殺そうとするとは……」

「鳴神はそういう家なの。それは、時村である私が一番よく知ってるわ。あいつらの外そと面づらしか知らない、あなたの何倍もね」

「……」

　反論はそこで終わり。いや、頑張れば、もっと何か別のことを言えたかもしれない。ただ今の京一郎は、それ以上踏み込んで、もっと深く別の何かを言おうとは思わなかった。

　ずっと――そうやって生きてきた。

『赤の極点』を持って生まれ――流されるまま――時村の保護を受けて生きてきた。そして、時村と敵対している鳴神家の少女と出会い――流されるまま――今という状況に陥おちいっている。

　ずっとそうやって、流されるまま生きてきた。

　だから今も、京一郎は沙良の言葉に流されようとしていた。

　突とつ如じよとして、沙良の態度が変わる。命令的な雰囲気は鳴りを潜め、悲しげな色が顔に浮かんだ。

「鳴なる神かみが一番敵視してるのは、間違いなく時とき村むらよ。そんな鳴神が力を手に入れたとき……あいつらが本気で吸血鬼を殺そうとしたとき……あなたは由ゆ良らを守れるの？」

　吸血鬼を支配する一族、時村。

　そんな時村家の双子は、紛まぎれもなく吸血鬼だ。

「由良は私と違って弱いの。だから、誰だれかが守ってあげないといけないのよ」

　沙さ良らが鳴神家の人間に見せた、刺すような敵意。初対面にもかかわらず、それだけの敵意を見せた理由が何となくわかった。

　沙良は――由良を含め、自分が守らないといけないもの全すべてを守るために、あれだけの感情を心に秘めているのだ。

「吸血鬼には、吸血鬼にしかわからない悩みや苦しみがあるの……いい機会だから言っておくけど、あなたには感謝してるわ」

「……」

「口にこそ出さないけど、由良はきっと、あなたの存在を支えにしてるはずよ。吸血鬼としておかしくなってしまったとしても、あなただけは自分の味方をしてくれる……そう、思ってるはずよ」

「かいかぶりだよ。俺おれは、そんなに頼りになる人間じゃないし……」

「情けないこと言わないでよ。男でしょ？　女の前では、いつでも格かつ好こつけていてよ」

　偽りではない正直な気持ちを口にすると、沙良は体の力を抜くようにため息をついた。

「最近は、遅くまで由良と一緒に遊んでるんでしょ？　そのことについては何も言わないわ。ただ、由良があなたを頼りにしてるってことだけはちゃんと自覚して。お願い。時村としてじゃなくて、由良の姉としての……私の気持ちだから。あの子を大切にしてあげて」

　遅くまで一緒に遊んでいると言われたが、京きよう一いち郎ろうにはその心当たりがなかった。

　確かに昨日は一緒に帰ったが、それはあくまでも昨日だけのことだ。普段は京一郎が先に帰って、由良がそれを見送っている。

　沙良は何か勘違いしているようだが、京一郎がそれを訂正することはない。

　とてもじゃないが、訂正できるような雰囲気ではなかった。

「だから、約束して。もう、鳴神とはかかわらないって。あの赤毛は――鳴神って家の人間は、いつかきっと時村に災いをもたらすわ。そのとき、あなたの血が利用されてたら、どうしようもないくらい困るの。だから――約束して。もう、鳴神とはかかわらないって」

　沙良が身を乗り出す。そしてそのまま、キスするつもりなんじゃないかと思うくらい、京一郎に顔を近づけてきた。

　大きな瞳ひとみが、正面から完かん璧ぺきに、京一郎の瞳を捉とらえる。

　威圧されるとかいう前に、ただひたすら戸と惑まどった。

「お、俺は…………………」

　そして瞳ひとみに気け圧おされるがまま、京きよう一いち郎ろうは沙さ良らの望む答えを口にしてしまった。



　心の中で、よくわからない感情がグルグルと円を描いて回っていた。

　気分はあまりよくない。といって、吐きそうな不快感があるわけでもない。

　この感覚は、自分でもどう説明していいのかわからない。

　ただはっきりしてることは――自分はどこかで何かを間違えてしまったという、後悔にも似た、嫌いやな感情が心の中にあるということだけだった。

　しょうがないよな。これは、俺おれなんかがどうにかできる問題じゃないし。それに、沙良の話が本当だとしたら、鳴なる神かみさんは、立場的には俺の敵てきってことになるんだから。

　どうにかして自分を納得させようとした。だけど、完全に納得させるのは無理だった。

　何かを間違えた。

　それはわかっている。だけど、どこで何を間違えたのかがわからない。

　それが――心で渦巻く、嫌な感情になっていた。

　生徒会室を出た京一郎は、寄り道することなく拠点としている例の部屋に向かった。何か用事があるというわけではない。そこしか、行く当てがなかったというだけだ。

　途中、携帯をチェックした。

　形として約束を破ったことになるのだが、そこに菊きくからの連絡はなかった。

　本音がばれたから、もう俺には近づかないつもりなのかな？　でも、あの子にそんな、駆け引きみたいなことができるとは思えないし。

　結局、鳴神菊という少女は、何が目的で自分の血を求めてきたんだろう？

　考えてもわからない。そして沙良に返事をしてしまった以上、もう考える意味がない。

　説明できない嫌な感情を心に抱いたまま、京一郎は拠点としている部屋の戸を開けた。

　部屋の中には誰だれもいない。いつもだったら我が物顔でくつろいでる由ゆ良らがいるのだが、今日に限っては姿が見えない。

　由良の奴やつ、今日は来ないつもりか？　まあいいや。どうせ顔を合わせたって話すようなことは何もないし、それに、さっきの今であいつの顔を見る気にはならない――

　手紙が置いてあることに気づいた。

　長机の上。何かあって飛ばされたりしないように、手紙の上には猫の形をした消しゴムが置いてあった。その消しゴムは、由良がよく使っている物と同じだった。

　……この部屋に置いてあるってことは、俺宛あてだよな。

　手紙を手に取り、内容を確認する。筆跡は、間違いなく由良のものだった。

『京一郎くんへ。

　昨日は、彼女さんとのデートを邪魔してごめんね。由良も反省してるんだけど、そうしないといけない理由があるんだ。

　京きよう一いち郎ろうくんには、幸せになってほしいと思ってるよ。だけど、赤い髪の毛のあの子とだけは、一緒になったらいけないから……

　邪魔して、ごめんね。

　ちゃんと謝らないといけないのはわかってるけど、キミの顔を見たらちゃんと言えなくなると思うから、お手紙で謝ることにするね。

　京一郎くん。ごめんなさい』

　すぐには、書いてあることの意味がわからなかった。だが、生徒会室で沙さ良らに言われたことを組み合わせることで、謎なぞが解とける。

　そうか。沙良が鳴なる神かみさんとの約束の場所にいたのは、そういうことか。

　時とき村むら家の人間として、沙良と由ゆ良らは鳴神家の少女のことを知っていた。多分、詳しい人柄などは知らないのだろうが、普通校区に通っている赤毛の少女として、その存在はちゃんと認識していたはずだ。

　その少女と由良は出会った。他ほかでもなく、京一郎の目の前で。

　そこで鳴神家の人間が、『赤の極点クリムゾン・ブラツド』目当てに京一郎に近づいていることを知った。そしてそのことを、由良は沙良に話したのだ。

　くそッ。何だよ、結局は由良のせいってことかッ。あいつが鳴神さんのことを沙良に話したから、二人が喧けん嘩かすることになって、そのせいで俺おれはしなくてもいい苦労をする羽目になって――

　怒りがこみ上げてきて、頭と体が熱くなる。だけどその怒りはすぐに消えて無くなり、心の中をグルグルと回る正体不明の嫌いやな感情へと形を変えた。

　……って、由良に八つ当たりしてもしょうがないよな。どうせどこかでバレて、今日みたいなことになっただろうし。第一、由良は時村家の人間なんだ。あいつはあいつがしないといけないことをやっただけで、特別悪いことをしたわけじゃないんだから。

　由良の立場に立って考えることで、怒りの感情は自然と消えて無くなっていった。だけど、気が晴れたというわけではない。

　心の中にある嫌な感情。

　誰だれの立場に立ってどう考えたとしても、その感情だけは消えてくれない。

　それどころかその正体すら、今の京一郎にはわからなかった。

　なんだろうな？　この感覚。俺は、何か間違えたことでもしたのかな……

　嫌な感情が心に広がり、京一郎は自然と肩を落としてしまっていた。

　トントン。

　ふと、扉を叩たたく音が聞こえる。

　京一郎が返事をする前に戸が開くと、そこから大きな体のデブ猫が入ってきた。

「こんにちは。突然失礼しますね」

　デブ猫に続き、葵あおいが顔を出してくる。京きよう一いち郎ろうの気持ちに反し、葵はいつものように何にも考えてないような顔で、のん気に微笑ほほえんでいた。

「どうもこんにちは、相あい崎さきくん。お一人のようですが、何か用事の途中だったりしますか？」

「会長。いえ、別に用事とかは何もないですけど……何か用ですか？」

「はい。沙さ良らさんに手て酷ひどく注意された相崎くんがどうなっているのか、ちょっと様子を見に来たんですけど」

　落ち込んでる俺おれを見物に来たのか。ちぇ、案外酷い人だな、会長って。

　そんな気持ちをなるべく表に出さないように、京一郎は平静を装って答えた。

「だったら、心配してくれなくても大丈夫ですよ。沙良に小言を言われるのは、昔からのことで慣れてますから。こんなことで、いちいち落ち込んだりなんか――」

　予告もなくいきなり、葵が京一郎の顔を覗のぞき込んでくる。その距離がハンパじゃなく近い。数センチ顔を前に出せば、鼻と鼻がくっついてしまう距離だ。

「え、あ、お……か、会長？」

「うーん。そう言うわりには、心にモヤモヤが残っているような目をしてますけど……」

　ドキッとした。

　心の中に嫌いやな感情があることを、葵はあっさりと見抜いてきた。

　葵の顔が離れていく。

　葵の顔がすぐそばにあったことで、京一郎は少しドキドキしていた。

「わかりました。相崎くんは落ち込んでいるようなので、私が励はげましてあげましょう」

「え、励ますって？」

「この部屋だと、いつ誰だれが来るかわかりませんからね。はい、相崎くん。ちょっと場所を変えますよ」

　のんびりとした口調でそう言うと、葵は京一郎の手を掴つかんで引っ張ってきた。

「え、ちょっと会長。意味がわかんないんですけど」

「大丈夫です。年上のお姉さんで生徒会長なんですから、私を信じてください」

「いやそうじゃなくて、俺は何が何だかわからないって言って――」

　手を引く葵を助けるように、後ろからデブ猫が足を押してくる。

　一人と一匹の見事なコンビネーションにやられ、京一郎は抵抗むなしく部屋から連れ出されてしまった。



「よし。とりあえず、ここにしましょうか」

　葵が立ち止まったのは、校内の片隅にある人ひと気けがない静かな階段の前だった。

　位置の関係で、この階段を訪れる人間は極端に少ない。人目を逃れ、秘密の話をするには絶好の場所だ。

　何だよ。こっちの話も聞かないで、こんな所に無理やり連れ出してきて……悪い人じゃないけど、やっぱり会長も女なんだな。こっちの都合なんて、まるで考えてくれない。

　京きよう一いち郎ろうの中にある、女性不信の面が顔を出す。だが、先輩なので強く抵抗することができず、されるがまま付き従うだけだった。

　階段に腰を下ろす葵あおい。並んで座るのもおかしいと思い、京一郎は立ったまま話をしようと思った。

「ほらほら。相あい崎さきくん。立ったままだと話がしにくいですよ。だから、相崎くんも座ってください」

　そんな京一郎に対し、葵が座ることを促うながす。断ろうとも思ったが、葵の笑顔を見ていると断るのも悪いような気がした。

　なので、先輩の顔を立てるという意味もあり、京一郎は葵の横に座ることにした。

「はい、相崎くん。そのまま大人しくしててください」

「え？」

　座った瞬間だった。

　葵が京一郎の頭を掴つかみ、自身の膝ひざの上に乗せる。そして流れるような動きで、ポケットから白いポンポンのついた耳みみ掻かきを取り出した。

「え……か、会長？」

「駄目ですよ、動いたら。大丈夫。ただの耳掻きですから心配しないでください」

「いや、そういう心配じゃなくて……何で、会長が俺おれに耳掻きを？」

「今まで黙ってましたけど、私は人の耳を掃除するのが好きなんです。だから、遠慮なく甘えてくださいね」

「いや、甘えてくださいねじゃなくて……」

　会長についてきたデブ猫が、横になっている京一郎の上に乗る。それでロックは完成。完かん璧ぺきな耳掻きフォーメーションにより、京一郎は動けなくなってしまった。

　何だ？　この人、耳掻きするためだけに俺を呼び出したのか？　変わった人だっていうのはわかってたけど、今は、こんなことしてる場合じゃないのに。

　京一郎の女性不信レベルが上がる。

　もはや全すべてを諦あきらめ、されるがまま耳をいじられていた京一郎に、葵の優しい声がそっと届いた。

「どうですか？　知らなかったことを知った気分は？」

「――」

「相崎くんにとってはショックなことかも知れませんけど、あれが沙さ良らさんにとっての現実ですからね。どんな理由があっても、相崎くんはそれをちゃんと受け止めてあげないといけませんよ」

「会長……」

　邪魔をしないように座ったまま、話も聞かずに猫と戯たわむれているだけだと思っていたが……葵あおいはちゃんと、後輩のことを気にかけてくれていたようだ。

「で、今はどんな気分ですか？　極端な言い方をすれば、相あい崎さきくんは騙だまされていたということになりますけど」

「俺おれは……」

　不思議な感覚だった。葵の一言一言が、水のように心に染み込んでいく。

　そんな感覚に反応するように、女性を信じられないという面が鳴りを潜めていく。

　今は、素直な気持ちで葵の言葉と向き合えるような気がした。

「騙されたって言われても、俺には、そんな裏切られたような感覚はないんです。あの子、鳴なる神かみって子は、そんなことができるような子には見えなくて。でも、沙さ良らがあそこまでムキになるってことは、二つの家の間には、それなりのことがあったんだと思うし……俺は、正直、どうしたらいいのかわからなくて」

「どうしたらいいかなんて、誰だれにもわかりませんよ。だって、人の行動に正解なんてものは存在しないわけなんですから。大切なことは、それで自分が納得できるかどうかなんじゃないですか」

「納得？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「はい。納得できるんだったら、そこで区切りをつける。できないんだったら、もう少しだけでもと思って頑張ってみる。生きるってことはそれの繰り返しですよ。だから、相あい崎さきくんが現状に納得していないんだったら……もっと、もう少しだけでも、頑張らないといけないと思いますよ」

「でも、俺おれが頑張ったところで、できることなんて……あっ……」

　フウッと、葵あおいが耳に息を吹きかけてきた。もちろん、耳掃除の一環としての行為だが、不意をつかれたことで思わず体が反応してしまった。

「ふふ。可愛かわいらしい反応ですね」

　それを見て、葵が嬉うれしそうに笑う。弄もてあそばれているようで面白くないが、今は気持ちを切り替え、話に集中することにした。

「どうして、何もできないって決めつけるんですか？　まだ、相崎くんは何もしてないじゃないですか？」

「何もしなくてもわかるんですよ。だって、俺はずっとそうだったわけなんですから」

「どうだったんですか？」

「どうって言われたら、説明しにくいですけど、『赤の極点クリムゾン・ブラツド』なんて変な血を持って生まれてきて、そのせいで、時とき村むらなんて大きな家に監視されてきて……俺は、ずっと、よくわからない運命みたいなものに流されて生きてきたんです。だから今更、何かをしようと思っても、無駄に終わるのがわかってるから」

　弱音、不満、諦あきらめ。

　ずっと昔から抱えてきたものを吐き出すと、何だか心が軽くなったような気がした。

　だけど、依然として嫌いやな感情だけは消えてくれない。その正体すら、まだ京きよう一いち郎ろうはつかめていない。

「はい。こちらの耳は終わりました。次は反対側ですよ」

　聞いていなかったかのような態度で、葵は反対側の耳を求めてくる。抵抗する気が無くなっていた京一郎は、言われるがまま体に乗っていたデブ猫を下ろし、体勢を入れ替え反対側の耳を差し出した。

　すると、すぐ目の前に葵の腹部がやってきた。

　あ、あ、あ……会長のお腹なかが……ちょっとこれは、近すぎるような……

　今更ながら、自分が置かれている状態を理解し、気恥ずかしくなってきた。誰だれが通ってもおかしくない廊下で、先輩に膝ひざ枕まくらをされ、密着しながら耳みみ掻かきをされているなんて……色分けしたら、間違いなくピンクに分類される思い出だ。

　さっきまで気にならなかった、葵の良いい匂においも気になってきた。

　一方で、そんな後輩の心中など気にせず、葵は柔やわらかな物腰で話を続けた。

「相崎くんの気持ちはわかりました。結局、周りで決めたことに流されている自分には、何もできないって言いたいんですね。その気持ちはよくわかりますよ。私も、似たようなことを経験したことがありますから」

　膝ひざの感触が柔やわらかい。たまに顔に当たる、腹部だか胸部だか……はっきり言ってしまえば、胸の感触も柔らかい。

　だけどそれ以上に、心に触れる葵あおいの言葉が優しくて柔らかかった。

「それで、そのときの私も相あい崎さきくんと同じことを思っていたんです。私は無力で弱いから、何もできない。しても、何の意味もない……………そう言って甘えて、逃げてたんです」

　温かな吐息が耳に触れる。話に集中してたから、今度は反応しなかった。

「だけど、ある日言われたんです。とても偉そうで、いつも自信満々な私の友達に。『何もできないとしても、選ぶことくらいはできるでしょ？　だったら、選びなさい。そして選んだんだったら、最後まで自分の責任でやっていきなさいよ』って」

「……」

「言われて、私は何も言い返せませんでしたよ。そうなんですよね。どんな状況で、どれだけ選択肢が限られていたとしても……その選択肢の中から道を選ぶのは自分なんです。友達にそう言われるまで、私は、それすらもやってこなかったんです」

「……」

「弱音を吐くのが、逃げ出そうとするのが……一歩も二歩も早かったんですよ、私は……流されて生きていくのも、一つの選択肢だと思います。でも、それが自分で選んだ答えでなかったのだとしたら……そのことについて、文句を言う資格なんてないんですよ。どんな運命を背負っていたとしても、目の前にある選択肢を選ぶのは、いつだって自分なんですから」

「……」

「相崎くん。あのときの私の友達になって、今は私があなたに言ってあげます――」

　心の中にあった嫌いやな感情の正体が、やっとわかったような気がした。

「――選ばなかったのはあなたですよ。まだ、弱音を吐くのは早いんじゃないですか？」

　気がつくと、京きよう一いち郎ろうは奥歯を噛かみしめていた。

　手にも力が入り、無意識のうちに拳こぶしを握り締める。

　そうだ。俺おれはまだ、何もやってない。何もやってないくせして、文句だけはちゃんと言って、納得できないなんて偉そうな気持ちを持ってて――

　心にあった嫌な感情。

　それは結局、何もしていない自分に対する不満でしかなかった。

　俺はまだ……あの子と話をしていない。

　この先歩むべき道を決めるために、しなければいけないことがある。

　それに、やっと気づいた。

「会長」

　やるべきことがわかった京きよう一いち郎ろうは、反射的に立ち上がろうとした。

「だぁッッ。痛い痛い痛いッ」

「あっ。駄目ですよ相あい崎さきくん。耳みみ掻かきの途中で急に立ち上がったら、危ないですよ」

　耳掻きが耳の奥深くに突き刺さる。激痛に襲われるが、自業自得なので文句も言えない。

「あ、がッ……すみません。それよりも、もう耳掻きはいいですから」

「はい。ちょうど私のほうも終わりましたから、もう動いても大丈夫ですよ」

　最後に、葵あおいが耳に吐息をかけてくる。

　背中を走るむず痒がゆさで、思わず体がビクついてしまった。

　柔やわらかかった葵の膝ひざから顔を起こし、京一郎が立ち上がる。状況は何も変わっていないが、気分だけはかなり軽くなっていた。

「ど、どうもありがとうございました。まだ、どうしたらいいのかよくわからないですけど……このままじゃあ駄目だってことだけはわかりました。とりあえず自分が納得できるように、やれることはやってみようと思います」

　階段に座ったまま、葵は笑顔で京一郎の顔を見上げていた。

「ふふ、それでこそ男の子ですよ。どうなるんだとしても、後悔だけはしないように頑張ってくださいね。私も、相崎くんの先輩として、貸せる力は全部貸しちゃいますよ」

　エッヘンと胸を張り、両腕の力こぶを見せつけるようなポーズをとる。もちろん、力こぶなど見えるわけがなく、隣となりで寝転んでいるデブ猫が大きくあくびをするだけだった。

「はぁ……でも、こうやって自分の意思で相崎くんを励はげましたわけなんですけど……男の子が成長する場面を目まの当あたりにすると、少し寂しいものですね。相崎くんくらい、お世話しがいがある駄目な男の子なんて、そうそういないものなのに……」

「え？　それってどういう意味で？」

　突とつ如じよとして、葵は寂しげに息を吐ついた。その姿は、子供の成長を寂しがる母親のようだ。

「私が面倒を見なかったら、この子は絶対に駄目になるって思わせてくれる人なんて、滅めつ多たにいないのに……お世話をしたらしたで立派に成長しちゃって……そうやって相崎くんはいつか、私のことを必要としなくなるんでしょうね。そうなったら寂しいです。私としては、いつまでも駄目男な相崎くんの面倒見てあげたいのに……はぁ……」

　寂しげに呟つぶやくその姿は、心の底からそう思っているからこそのものだった。

　……この人、相手を甘やかしすぎて駄目にするタイプの人だな。そうか、猫にしてはかなり太ってると思ってたけど、この人が甘やかしまくったからこんな姿になったのか。

　威い風ふう堂どう々どう、だけど面倒くさそうに体を動かすデブ猫を見て、京一郎は少し同情した。

「まあ、仕方ないですね。相崎くんには相崎くんの人生があるわけなんですから」

　気持ちを切り替え立ち上がると、葵は自分のお尻しりを軽く叩たたいた。それに続き、デブ猫も面倒くさそうに立ち上がる。

「それじゃあ、もう大丈夫そうですから、私は行きますね」

「はい。どうも、ありがとうございました」

「ふふ、お礼なんていいですよ。感謝してるんだったら、行動で示してくださいね」

　そう言い残し、葵あおいがこの場を立ち去ろうとする。

「ほら、シュナイダーも行きますよ。たまには自分の足で歩かないと、ますます太っちゃいますよ」

　そして葵は立ち去っていった。名前を呼ばれたデブ猫は、素直にその後をついていく。

　あいつ、シュナイダーなんて格かつ好こいい名前だったのか。不思議な人だっていうのはわかってたけど……会長のセンスって変わってるな。

　不思議な先輩に対する評価はさておき。するべきことが何となく見えてきた京きよう一いち郎ろうは、今この状況からできる何かをしようと思った。

　まずは鳴なる神かみさんと話をしないと。沙さ良らの言ってたことがどれだけ真実なのかはわからないけど、俺おれが答えを出すには、まだ知らないことが多すぎる。

　結果が変わらなくても良かった。ただ、納得していない結末を受け入れるフリだけは、もうしたくなかった。

　一人になった京一郎は、選抜校区を出て普通校区に向かうことにした。

　目的はもちろん、菊きくと会って話をすることだ。どんな話になろうが、とにかく彼女と話をしないことには先に進むことができない。

　移動を開始した京一郎は、途中誰だれにも会うことなく、選抜校区と普通校区を区切っている門を抜けた。この先にある並木通りを抜ければ、普通校区にたどり着くことができる。

　菊がどこにいるのかはわからない。だが、携帯で連絡を取ることもできるので、その気になって捜さがせば案外簡単に見つかるだろうと京一郎は思っていた。

　その予想を、いい意味で裏切る出来事が起こる。

　並木通りの向こう側。普通校区のほうから、髪が赤い小さな少女が歩いてきた。

　その少女は鳴神菊で、京一郎の姿を見つけると、京一郎と同じように驚いた顔を見せた。

　お互いに声をかけることなく、黙々と歩み寄り距離を縮める。話すのにちょうどよい距離になると、二人とも無言のまま立ち止まった。

　鳴神さんを捜して、話をするつもりだったんだけど……いきなりだと、何を話していいのかわからないな。さっきの沙良とのやり取りもあるし、変なこと聞いたら、鳴神さんを怒らせちゃうかもしれないし。

　妙な気まずさを感じつつ、京一郎は菊にすべき質問を考えていた。

　そのせいで、二人の間に奇妙な沈黙が漂ただよう。

　菊はつまらなそうに口を尖とがらせ、下を向いて視線を遊ばせていた。

「約束……ちょっと破ったかもしれませんけど、謝る気はないですから。私のせいじゃないです。あなたとも関係がある、時とき村むらのせいで約束を守ることができなかったんです。だから、文句があるんだったらあの目つきが悪い人に言ってください」

　先に口を開いたのは菊きくだった。視線を遊ばせたまま、不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやく。

「約束？　何か、あったっけ？」

　菊が口にした約束という言葉の意味が、京きよう一いち郎ろうにはよくわからなかった。

　そんな京一郎の態度に、菊は敏感に反応する。一気に体の温度を上げると、今にも噛かみ付きそうな目で京一郎の顔を見つめてきた。

「約束してたじゃないですかッ。今日の放課後、いつもの場所で会おうって。そこで私は、昨日のことを謝る相あい崎さきさんを許してあげようって思ってたのに……いいですよ。ふんッ。相崎さんにとっては大した約束じゃなかったみたいですから。一生忘れてたらいいですよ。バカ」

　そこでやっと、菊が口にした約束という言葉の意味がわかった。

　京一郎としても、忘れていたわけではない。ただ、重要度が低かったからピンと来なかっただけだ。

「ああ、そのことを言ってるんだ。だったら、俺おれは別に気にしてないし、鳴なる神かみさんが謝るようなことじゃないから」

　無神経に発したその一言で、菊の温度が更に上がってしまった。

「何ですかッ、その態度はッ？　私は、あなたに謝ることなんてこれっぽっちもないんですよッ。ただ、相崎さんが謝らないといけない立場だから、私は……恋人として仕方なく……話を聞いてあげようと思ったんです。だけど、ちょっと不愉快な出来事があって、待ち合わせの場所に来るのが遅れたから……それについてはほんの少しだけ、悪かったかなって思って……だから、ちょっとそんな感じのことを言ってあげようかなって思ったのに……いいですよ。そっちがその気なら、私だってもう話なんて聞いてあげません。ふんッ。もう絶対許してあげませんから。浮気者は地獄に落ちたらいいんですよ。バカッ」

　かすかに謝罪っぽいことを口にしつつも、菊は思いっきり怒っている。

　いつもと同じ調子で、深刻な話がとてもしにくい。

　しかしそれでも、聞かなくてはいけないことがあった。

「鳴神さん。その話は、また今度するとして――」

「今度って何ですかッ？　私は許さないって言ってるんだから、今度があるなんて思わないでくださいッ。ふん」

　プンスカ怒っている菊を無視して、京一郎はあの名前を口にする。

「俺、鳴神さんと沙さ良ら――時村沙良が、話してるところを見たんだ。それで、そのことで鳴神さんと話がしたいと思って」

　京きよう一いち郎ろうが時とき村むらという名前を口にしたことで、怒り絶頂だった菊きくの温度が一気に下がった。

　病気を宣告されたかのように、真面目まじめな顔で京一郎を見つめる。

「あっ……さっきの、私の不ふ愉ゆ快かいな出来事、見てたんですか？」

「うん。正確には、聞こえてくる声を聞いてたって感じなんだけど」

「それだったら話が早いです。あの、目つきが悪い人との会話で気になったことがあるから、それを相あい崎さきさんに聞いてもいいですか？」

「うん。俺おれが答えられることだったら、何でも答えるけど」

　あなたはどちらの味方なんですか？

　時村という一族の怖さを知っているんですか？

　そんな、答えにくい深刻な質問をぶつけられると思った。

　だが、菊が口にしたのは――

「何であの双子は、あなたを京一郎って呼んでるんですか？」

　という、どうにも的外れな質問だった。

「うん？」

「うん？　じゃないですよッ。おかしいです、意味がわかりません。時村が昔からあなたの血を保護していたことは知ってます。それで、顔見知りでもおかしくないっていうのはわかりますけど……何で苗みよう字じではなく名前で呼んでるんですか？　そんなのおかしいです。そんなことしてもいいのは、恋人同士だけのはずなのに」

「いや、今はそんなことはどうでもよくて、俺はそのことでもっと深刻な話を――」

「私にとったらそれなりに深刻な話ですッ。恋人になってあげますって言って、相崎さんもそれを受け入れたはずなのに……私は裏切られてばっかりですッ。恋人でもない人に名前を呼ばれて喜んでるなんて、そんなのフェアじゃないですッ」

「フェアとか恋人とか、今はそんなのどうでもいいだろ。俺は、時村と鳴なる神かみの関係について話がしたいんだよ」

「ほら。すぐそうやって話を逸そらす。私だって時村についての話をしたいと思ったから、不愉快な思いをする覚悟でこっちに戻ってきたのに……あなたが私を怒らせてばかりだから話が全然先に進まなくて……恋人だったら、もっと私を大切にしてくださいッ」

「もっと大切にしろって言われても……俺は、別に鳴神さんを恋人だとは思ってなくて、そんなの全部、鳴神さんが勝手に言い出したことだろ？　そんなことよりも、時村のことで話があるんだったら、早くそれを聞かせてくれよッ」

　思い通りに話が進まず、つい京一郎も熱くなってしまった。それに反応する形で、菊の口調が荒くなっていく。

「早くしろって何ですかッ？　私がいつ、相崎さんのいいなりになるって言いました？　私がなってあげたのは恋人ですッ。だから、そんな言い方をするのはおかしいじゃないですか？　恋人だったら恋人らしく、頭を下げてお願いしてくださいよッ」

「な、何で恋人だったら、頭を下げないといけないんだよッ？　そっちのほうがおかしいだろ。そもそも、何度も言ってるけど、俺おれは鳴なる神かみさんを恋人だとは思ってないんだよッ」

「何ですかその言い方はッ？　ああいいですよッ。相あい崎さきさんがそう言うんだったら、私だってもうどうでもいいですからッ。時とき村むらのことであなたと話がしたいと思ってましたけど、もう知りませんッ。関係ありませんッ。相崎さんのバカッ。前から思ってたことがあるんで、この際だからはっきり言ってあげます」

「な、何だよ？　思ってたことって？」

「恋人である私がはっきり言ってあげます。相崎さんは――男としてつまんないです」

「つ、つまんない……」

　なぜかはわからないが、心の奥にグサっと刺さる言葉だった。

「そうですよ。恋人である私に対して良いいことなんて何もしてくれないし、いつも優柔不断な感じで歯切れも悪いし……男として、つまんないです」

「な、な、な……何言ってんだよッ。俺は男としてつまんないことなんて――」

　らしくないくらい、京きよう一いち郎ろうはその一言で熱くなってしまった。

　京一郎にとって、「男としてつまらない」という言葉は、思わずカッとなってしまう禁句であった。

「だったら、俺だって言ってやるよ。鳴神さんは自分勝手でわがままでドジなんだよッ。だから何やっても上う手まくいかないで、空回りしてばっかりなんだよ」

「あーッ、あーッ。言ったらいけないことを言いましたね。もういいですッ。金こん輪りん際ざい、あなたのことを恋人だなんて思ってあげませんからッ。バカッ、バカッ。相崎さんのアンポンタンのスカポンタン。この先も時村に見張られながら、つまんない男のまま生きていったらいいんですよッ。ふん。バカぁッ」

「だ、だから、俺はつまんない男なんかじゃ……」

「ふんッ。もう知りません。時村のことで聞きたいことがあったんですけど……もういいです。絶交ですから、もう二度と私を恋人だと思わないでくださいッ」

　吐き捨てるように絶交宣言をすると、菊きくは小さな背中を京一郎に向け、スタスタと来た道を引き返していった。

　呼び止めようとは思わない。喧けん嘩かの火がまだ残っていたので、京一郎は苦々しくその背中を見つめるだけだった。

　残り火が消えたのは、菊の姿が完全に見えなくなってからだった。

　そして時間と共に、後悔の念が押し寄せてくる。

　違う……そうじゃない。俺は、鳴神さんと喧嘩なんてする気はなかったのに。それに、あっちも時村のことで何か言いたいことがあったみたいだし、上手くやれば、俺が聞きたいことは全部聞けたかもしれないのに。

　由ゆ良らが相手だったら、熱くなる前に笑顔にやられて喧けん嘩かにならない。

　沙さ良らが相手だったら、熱くなってもそれ以上の業ごう火かに焼かれて何も言えなくなる。

　だけど菊きくは、良いい意味でも悪い意味でも京きよう一いち郎ろうに近いレベルの人間だから、無駄に意地を張って、しなくてもいい喧嘩をしてしまった。

　駄目だ。これじゃあ、会長に励はげまされる前と何も変わってないじゃないか。せっかく、自分で判断して行動するって決めたのに……

　熱くなってしまったことを反省する。

　後悔のため息が口からこぼれそうになった瞬間、誰だれかが京一郎の肩を軽く叩たたいた。

　反応して振り向くと、頬ほおに細い指先が突き刺さった。

　そんなイタズラをするのは、もちろん由良だ。

「……何すんだよ？」

「振り向く顔に指が刺さるっていうイタズラだよ」

「いいよ、そんなわかりきった説明は。そうじゃなくて、お前はここで何してるって意味で聞いて…………そっか。俺おれと鳴なる神かみさんが会ってるんじゃないかって、監視にきたんだな」

「監視だなんて……そんな、由良と京一郎くんの友情にヒビが入るようなことは、言わないでほしいな」

「そんなこと言ったって、お前は結局それが目的なんだから――」

　悲しげにうつむく由良の顔を見ていたら、何も言えなくなってしまった。

　怒って言い返されるより、このほうがずっと厄やつ介かいでやりにくい。

「京一郎くん。何があったのかは知らないけど、恋人さんは大切にしないといけないよ。やっぱり、男の子が優しかったら、女の子は嬉うれしいものなんだよ。だから、ちゃんと謝って仲直りしないと、駄目だよ」

「駄目だよって。そもそも、お前が鳴神さんのことを沙良に話したから、こんな風にややこしくなって――？」

　さりげなく、だけどよく見えるように、由良が手の平をチラッと見せる。そこには、何度か見たことがあるＵＳＢメモリーがあった。

「お、お前。それは……」

「ごめんね京一郎くん。謝るから、許して」

『許してくれないと、色んな人にキミの恥ずかしい秘密を見せまくっちゃうぞ』

　悲しげな顔の向こう側で、由良の本音がそう言っている。

　京一郎の恥ずかしい秘密がつまったＵＳＢメモリー。これがある限り、由良に逆らうことはできない。

「くッ……わかったよ。許してやるから、もう変なことはするなよ」

「うん。由ゆ良らは良い子だから、もう二度と京きよう一いち郎ろうくんを困らせるようなことはしないよ」

「そんなこと全然思ってないだろ？」

「うん。全然思ってないよ」

　悪びれることなくそう言うと、由良はスカートを揺らし、京一郎の横を通り抜けていった。

「じゃあ、由良はもう帰るね。本当は京一郎くんと一緒に帰ろうと思ってたけど……何だか、そんな感じじゃないから」

　軽い歩調で、由良が離れていく。

　なぜか、手を伸ばしても触れられないような気がした。

「ばいばーい、京一郎くん。宇宙で一番、愛してるよ」

　そう言って由良は、京一郎の前から立ち去っていった。

　声をかけないといけないような気がした。だけど、かける言葉が見つからなくて――

　京一郎は黙って由良の後ろ姿を見守っていた。

「何だよあいつ。最近、変なタイミングでらしくない顔見せて」

　どうせ、全部由良の作戦なんだろう。

　そう思った京一郎は、意識を由良から、本題である菊きくに戻すことにした。

　どうしたもんかな？　あの子の性格上、すぐに謝っても許してくれないだろうし。かといって、このままじゃ話が先に進まないし……仕方ない。また日を改めて連絡することにするか。

　そう思った京一郎は、今日は素直に家に帰ることにした。



　こっちから連絡すれば、話をする時間くらいは作ってくれるだろう。そのとき、聞きたいことを聞けばいい。

　京一郎はそう考えていた。しかし、それを裏切る形で、夜になると菊のほうからメールが送られてきた。

『私が謝ることは何もありません。悪いのは、時とき村むらとあなたです。だけど、全然私は悪くないですけど、ちょっと、言い過ぎてしまった感はあるかもしれません。つまんない男って言ったのは、半分、嘘うそだったような気がしないでもないです。だから、謝ってほしいと頭を下げるのであれば、謝ってあげないこともないです。

　とりあえずここまでが、私が個人的に言いたいことです』

　相変わらず偉そうだな。

　謝ってほしいと頭を下げたら、謝ってあげてもいい。言ってることが支離滅裂なような気がするけど。

　そんな前半部分は軽く読み流す。京一郎が気になったのは、残りの後半部分だった。

『この先は、私とあなたにとって、とても大切なことを書きます。

　今まで黙っていましたが、私は風紀委員に所属しています。風紀委員では、普通校区で起こった吸血鬼に関する問題も取り扱っています。

　そのことで、相あい崎さきさんと大切な話がしたいです。

　今普通校区で起こっている、吸血鬼に関する重大な問題のことです。

　本当は、今日話したかったんですけど、誰だれかさんのせいで話すことができませんでした。

　だから、明日また会って、話をしたいと思います。

　もしかしたら間違いかもしれませんが、相崎さんにとっても大事な話になると思うので、明日の放課後、人ひと気けがなくなってきた頃ころに、普通校区の第一校舎に来てください。

　私たちにとって、とても大切な話だと思います。

　だから、来てくれるまで待っているので、必ず来てください。

　最後に、今回は恋人らしいことを何も書いてないので、喧けん嘩か中ちゆうですが、しょうがないから恋人らしいことを書いてあげます。

　何だか無性にたこ焼きが食べたい気分です。お付き合いしてあげますから、今度、たこ焼きを食べに連れて行ってください。さようなら』

　深刻な感じが伝わってくる、重たい雰囲気のメールだった（最後を除いて）。

　貰もらったことはないが、別わかれ際ぎわの恋人というのは、こんな雰囲気のメールをやり取りするんだろう。

　鳴なる神かみさん、風紀委員なんてものに入ってるんだ。普通校区で起こった、吸血鬼に関する問題を取り扱ってるって書いてあるけど……

　重い雰囲気で吸血鬼という言葉を聞くと、どうしてもあの日のことを思い出してしまう。

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼。

　頭を過よぎるあの日の記憶。

　そんな記憶を振り払い、京きよう一いち郎ろうは明日のことを考えることにした。



    

  
    
      


３　「紅あかい宿命と、蒼あおい運命」



　次の日の放課後。京きよう一いち郎ろうは普通校区の校舎を、先輩の女子と一緒に歩いていた。

　菊きくとの約束があるので、できることなら一人でここを訪れたかった。だが、生徒会長である葵あおいが、彼女と一緒でなければ普通校区に行くことを許さないと言ったので、仕方なく、京一郎は彼女と行動を共にすることになった。

「吸血鬼が血を欲しがる理由っていうのは、大たい抵ていは吸いたいって欲求を本人が持ってしまったからで、それ以上の特殊な理由なんてものはないのよ」

　見慣れない普通校区の校舎。

　全くと言っていいほど、人の気配がない放課後の校内。土地勘がない京一郎たちは、探り探り歩きながら、校内の構造を確認していた。

　前を歩いているのは、ほぼ初対面と言っても過言ではない三年の先輩。

　生徒会長である葵いわく、ヘッポコな人――黒髪が艶つややかな、四し方ほう堂どう翼つばさであった。

「だから、お酒やタバコが欲しくなるような感覚で、吸血鬼は血を吸いたくなると思ってくれていいわ。ただ、吸血鬼が血を吸うことで、お酒やタバコ以上に被害が出る可能性があるから……この学校にいる吸血鬼の間で、吸血行為はタブーとされているの。それでも構わず血を吸ってる人間がいるんだとしたら、ニャン子が言ってたとおり、見過ごせない問題でしょうね」

「あの、ニャン子って？」

「ああ、ごめんなさい。あたしが呼んでる葵のあだ名よ。デブな猫に懐なつかれてるみたいだからあたしが勝手にそう呼んでるだけで、特に深い意味はないわ」

　そのセリフが、二人の関係の深さを表していた。

　前を歩く翼は、年上特有の妖あやしい魅力を放っている。

　由ゆ良らや沙さ良ら、それに菊とは違う。高校一年の男子には眩まぶしい、先輩だけが持てる、手が届きそうで届かない大人の雰囲気。

　会長はヘッポコだって言ってたけど……そんな感じは全然しないよな。何ていうか、いつもそばにいる女の子たちとは違ってて、大人って感じで格かつ好こいい人だな。

　軽い女性不信の気けがある京一郎でさえ、翼の雰囲気に魅了されそうになっている。

　そんな先輩の後ろ姿を見ながら、京一郎は翼を紹介してもらった経けい緯いを思い出していた。



　放課後になってまだ間もない時間。生徒会室前の廊下。

　京一郎は中にいる人物に気づかれないように、ちょっとだけ開いた扉から中の様子を窺うかがっていた。

　室内にいるのは、沙さ良ら一人だけだ。

　机に広げられた数枚のプリントに目を通しており、周りには誰だれの姿もない。他ほかの人物に対する気遣いも見られないので、どうやら生徒会室にいるのは沙良一人だけのようだ。

　沙良の奴やつ、何読んでんだ？

　夫が作った借金の督促状を見るような目で、沙良はプリントを黙読している。

　幼おさな馴な染じみとして、付き合いが長い京きよう一いち郎ろうは直感で理解した。

　今日の沙良は、とてつもなく機嫌が悪い……と。

　覗のぞき見するために近づいていた扉から、顔を離す。存在が気づかれないように呼吸を止めていた京一郎は、そこでやっと一息つくことが出来た。

「はあ……どういう状況かわからないけど、今の沙良には近づかないほうがよさそうだな」

　沙良に気づかれないよう、細心の注意を払いながら生徒会室から離れていく。気分は、警察官を見つけた泥棒のようだった。

　放課後になり、まだそんなに時間は経たってない。なので、菊きくが指定してきた待ち合わせの時間まで、それなりの余裕があった。

　それまでの時間を利用し、京一郎は菊が言っていた「普通校区で起こっている吸血鬼に関する問題」の情報収集をしようと思った。そのために、吸血鬼に関する情報が集まってくる生徒会に近づこうとしたのだが……

　結果は今見たとおり。

　不機嫌そうな沙良を警戒し、気づかれないように逃げていくだけだった。

　そういえば、俺おれも生徒会の役員なんだよな。それらしい仕事は何もしないで、部屋掃除ばっかりしてたから忘れてたけど。だったら、沙良のご機嫌なんて探ってないで、堂々と真正面から、「生徒会が知ってる吸血鬼の情報を教えろ」って言っても何の問題もないわけなんだけど……

　さっき見た沙良の顔を思い出す。

　あれに向かって教えろって言うのか……………生きて帰れるかな？　俺。

　質問するだけでどんな痛い目にあうか？　想像したらどうしても怖おじ気けづいてしまう。

　だがそれでも、京一郎は逃げないで一歩を踏み出す覚悟であった。

　何も知らないで、何も考えないで、ただ結果だけを受け入れる。そんな無ぶ様ざまなことにならないように、京一郎は今の自分に出来る何かをやっておきたかった。

　気合を入れるため、京一郎は自分の頬ほおを軽く叩たたく。

「よしッ。普段どれだけ勝気だとしても、沙良も所しよ詮せんは女なんだ。男の俺が強気に出れば、ぐうの音も出ないくらい大人しくなって、聞いたことを教えてくれる……………」

　わけがない。

　時とき村むら沙良は狼おおかみだ。躾しつけようと鞭むちを振るえば、素早く喉のどを噛かみ切ってくるに違いない。

　それがわかっていても、京きよう一いち郎ろうは自分自身のために、勇気を振り絞って生徒会室に戻ることにした。

「にゃあ」

　そんな京一郎の足元に、大きな体の猫が擦すり寄ってきた。

　生徒会の人間にはおなじみの猫で、会長が面倒を見ているデブ猫、シュナイダーだ。

　聞こえてきた「にゃあ」という声は、このデブ猫のものだと思った。

　だが、声質に若じやつ干かんの違和感があった。猫が発した天然物ものというよりは、人が発した人工物という感じの声だ。

　背中に気配を感じ、京一郎はそちらを向く。

　そこには、頭に猫耳を乗せた葵あおいが立っていた。

「こんにちは、相あい崎さきくん。どうしたんですか、こんなところで？　廊下に何か面白いことでもあるんですか？」

「か、会長……」

　猫耳生徒会長は、いつもと同じのん気な顔で微笑ほほえんでいた。

「いえ、廊下には特に面白いことなんて何もないですけど……会長こそどうしたんですか？　頭に変なものがついてますよ」

　指摘されたことを喜び、葵は笑顔で頭の猫耳を触る。



    

  
    
      



    

  
    
      

「これですか？　特に意味はないですけど、今日はこんな格かつ好こうでもしてみようかなって思って……どうです？　年とし甲が斐いもなく頭に猫の耳を生やしてみましたけど、可愛かわいいですか？」

「はいとっても可愛いですよ。良かったですね。頭に生えたのがキノコじゃなくて猫耳で」

「あらあら、全く心がこもってないお褒めの言葉。完かん璧ぺきに何の意味もない私の悪ふざけなんですけど……あっさりと受け流されると、ちょっと悲しいものですね」

　完璧に意味がない悪ふざけって……この人、正真正銘、この学校の生徒会長なんだよな。会長がこんな人で、この学校の生徒会は本当に大丈夫―――

　とても素敵なことに気づき、京きよう一いち郎ろうは思わず自分の手を叩たたいた。

　そうだ。普段が普段だから気づかなかったけど、この人はれっきとした生徒会の会長なんだ。だったら、生徒会が持ってる情報は当然この人も知ってる……は、ず……

　葵あおいは頭に乗せていた猫耳を瞳ひとみの位置までずらす。そして一言、「遺伝子操作に失敗して、目が猫耳になってしまった残念な人」などという、残念極まりないギャグを披ひ露ろうした。

　強い不安感を覚えつつも、京一郎は葵に聞きたいことを尋ねることにした。

「あの、ちょっと聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」

「はい、それは別に構いませんけど……場所は、こんな廊下でいいんですか？　生徒会室だったら、もっと落ち着いて話が出来ると思いますよ」

「いえ、生徒会室はちょっと。狼おおかみがいるものですから」

「狼？」

「あ、いや、それはこっちの話で……とにかく、できれば人に聞かれたくない話なんで、もうちょっと人ひと気けがない場所に移りたいんですけど」

「別に私は構いませんよ。あ、わかりました。また私に耳みみ掻かきをしてほしいんですね。だったら、いつでも準備はできてますよ」

　どこからともなく、葵がマイ耳掻きを取り出す。そしてそれを、ペンのように華麗に指先で回して見せた。

「そういうわけでもないんで。まあとにかく、誰だれも来ないところへ」

「あら残念。記憶が消えるくらい、耳を綺き麗れいにしてあげようと思ったんですけど」

　聞きようによっては怖い一言。そんなセリフを発した葵を連れ、京一郎は人通りの少ない階段のほうへと向かった。



「風紀委員が抱えている吸血鬼の問題ですか？」

　単刀直入にそれを聞くと、葵はわかりやすい顔で驚いて見せた。おそらく、京一郎がそんな質問をするとは、夢にも思っていなかったのだろう。

　ちなみに、頭にはまだ猫耳がついていた。

「はい。詳しい事情はまだ話せないんですけど、できればそれが知りたくて。最初は沙さ良らに聞こうと思ったんですけど、あいつはああいう性格だから、俺おれが本当のことを言わない限り絶対に教えてくれないと思って」

　本当は怖くて近づけなかっただけだが、そこは格かつ好こ悪いので誤ご魔ま化かすことにした。

「そうですねぇ。まあ確かに、沙さ良らさんの性格だったら、隠し事をしている人に何かを教えるなんてことはないでしょうけど……だからといって、私が教えると思うのも、いささか都合がいいんじゃないですか？」

「それはわかってます。だけど、今の俺は会長しか頼れる人がいなくて」

　頼れる人がいない。その一言に、葵あおいは深く感動したようだった。

「私しか頼れない――はぁ……いいですね、そのセリフ。もうっ、相あい崎さきくんは本当に、私がいないと何もできない駄目男さんなんですから。わかりました。詳しい事情は後払いということで、私が知ってることでいいなら教えてあげますよ」

「あ、ありがとうございます」

　案外簡単だな、この人。本当、この人が会長で、ここの生徒会は大丈夫なのかな。

　そう思った後、自分も生徒会の人間だということを思い出した。

　会社だったら転職してるかも……思いついたその一言を、グッと胸で噛かみ殺した。

　一方で葵は、そんな京きよう一いち郎ろうの気持ちなど知るわけもなく、いつもどおりのおっとりとした口調で話し始めた。

「簡単に言ってしまえば、普通校区で選抜校区の制服を着た女生徒を見かけたというだけの話です」

　葵が発する次の言葉を待つ。だが葵は、「もう終わりましたよ」という意味の微笑ほほえみを向けるだけだった。

「え、もう終わりですか？」

「ええ。もう終わりですよ。誰だれかが血を吸われたとか、吸血鬼に襲われて怪け我がをしたとか、そういう深刻な報告はまだ受けていません。放課後の普通校区で選抜校区の女子を見かけた。生徒会が風紀委員から受け取った報告は、今のところそれだけですよ」

　予想外にあっさりとした答えに、京一郎は拍子抜けした。

　葵の様子に、嘘うそをついて重大な事実を隠しているという感じはない。どうやら本当に、それだけの話のようだ。

　何だ？　それだけだったら、別に俺が意気込んで情報を集める必要なんて……

　気が抜けそうになる京一郎に、葵が小さく釘くぎを刺す。

「ですけど……その、選抜校区の女子が目撃されたということ自体が、深刻ではないにしろ、問題なんですよ。選抜校区の生徒は、必要以上に普通校区には近づかない。そういう暗黙のルールがある学校ですからね。正体がわからない人が普通校区をうろついているだけで、ちょっとした問題になるんですよ」

「その、うろついてる人が誰だれなのかって、まだわかってないんですか？」

「ええ。目的はもちろん、正体もよくわかってません。ですから今は、風紀委員の方がその正体を探っているといったところなんですけど……この程度の情報で満足してくれましたか？」

「え、あ……はい。それだけなんだったら、それで充分ですけど」

　その情報量に納得するが、満足はできない。

　この程度のことでは、昨日送られてきた菊きくのメールの深刻さが説明できない。

『私たちにとって、とても大切な話だと思います』

　それほどの表現をしたということは、菊は――京きよう一いち郎ろうが知らない何かを知っているのだろう。そうでなければ、あんな雰囲気のメールは書けないはずだ。

　結局、鳴なる神かみさんに会わないと、話の内容はわからないってことか。まあ、そうだよな。少し行動しただけで全部わかるなんて、そんな都合のいい話あるわけないよな。

「わかりました会長。どうもありがとうございました。じゃあ、俺おれは用があるんでこの辺で失礼させて――」

「一人で普通校区に向かうつもりですか？　今言ったとおり、相手の正体と目的はわかってないんですよ。吸血鬼に対する知識と経験が絶対的に不足している相あい崎さきくんでは、少し危険なんじゃないですか？」

「え、いえ。そこは、あっちで待ち合わせしてる人がいて……………ッ」

　言った直後に、「しまった」と思った。

　後払いにしたはずの説明。その一部を、ここで払わされてしまった。

「その待ち合わせの相手というのが、風紀委員の人というわけですね。そうですねぇ……昨日の沙さ良らさんとの会話から察するに、今年風紀委員に入った鳴神菊さんと約束してるというところですか？」

「そ、それは……」

　小さく開いた穴から、隠すはずだった情報が漏もれ出していく。秘密に気づくだけのパズルピースは確かにあった。だが、葵あおいがここまで見事に素早く完成させていくとは思いもしなかった。

「昨日、沙良さんとああいう約束をしたにもかかわらず、今日また鳴神さんに会いに行く。夫婦だったら離婚が成立するくらいの、重大な裏切りですよ」

「そ、それはちょっとこっちにも事情があって……お、俺にとっては、鳴神とか時とき村むらとか、この先の学園生活にかかわる大切なことで……」

　慌てて弁明する京一郎を見て、葵は意地悪そうに、だけど楽しそうに笑った。

「ふふ、冗談ですよ。大丈夫です。昨日あんなことを言った私が、自分で考えて行動しようとする相崎くんの邪魔をするわけないじゃないですか？　時村が正しいのか、鳴神が正しいのか。また、どちらも違っていて、どちらも正しいのか――答えを出すのは、相あい崎さきくんなんですから。必要な行動は、惜しむことなくするべきですよ」

「会長……」

　弄もてあそんできたと思ったら、今度は軽く背中を押してきた。

　さっきまで侮あなどっていたことが恥ずかしくなってくる。

　生徒会長、古こ城じよう葵あおいは――京きよう一いち郎ろうが思っていたよりも底が見えない不思議な人だ。

「ただ、危険があるかもしれない場所に、とびっきりの血を持った相崎くんを向かわせるのは、生徒会長として容認できることではないですからね。それなりの条件はつけさせてもらいますよ」

「条件、ですか？」

「はい。それを受け入れてもらえないのなら、私は沙さ良らさんにこのことを報告しないといけませんね」

「わ、わかりました。それで、条件っていうのは？」

「簡単なことです。護衛とデートを兼ねて、私の友達を連れて行ってもらうだけですから」

「友達、ですか？」

「はい。私が知ってる最高の吸血鬼で、知識と実力は折り紙つきです。ですので、鳴なる神かみさんと会うまでに、その人に吸血鬼のことを聞いておくといいですよ。吸血鬼がなぜ血を吸うか？　血を吸ったらどうなるかなど、相崎くんはあまり知らないですよね」

「はい。情けないですけど、あまり深くは……」

「それをその人に聞いたらいいです。それは相崎くんの経験になりますから、大切にしてくださいね。そして、いつか一人前の生徒会長になって、私の後をついでくださいよ」

　この人は――本気で俺おれのことを信頼してくれているんだ。

　そのことを思うと、何だかちょっと胸の奥が熱くなってきた。

「ただ……ちょっとクセがある友達なので、細かい点では注意してくださいね」

「クセですか？」

「はい。いざというときはとても頼りになりますが、それ以外のときは基本的にヘッポコな人なんですよ」

　ヘッポコな人。聞きなれない単語に京一郎の不安感が煽あおられる。

「それに加えて、男の人がいるときは更にヘッポコになる人で……まあ、いざというときは頼りになるので、大丈夫だと思いますけど」

「すごく不安になってきたんですけど」

「大丈夫です。本気で困ったときは、『俺の言うことを聞け、翼つばさ』とでも言えば、大人しくなると思いますから」

　そう言うと、葵は無責任な顔で楽しそうに笑った。そして携帯を取り出すと、話に出てきた友達と連絡を取り始めた。

　大丈夫かな……ヘッポコって、絶対に褒め言葉じゃないよな。

　不安に思う京きよう一いち郎ろうをよそに、例の友達と葵あおいの交渉はまとまったようだった。



　そして紹介されたのが、今目の前にいる四し方ほう堂どう翼つばさだ。

　ほぼ初対面と言っていいほど、翼との面識はない。ただ、一度生徒会室で翼を見たことがあるため、完全に知らない人というわけでもなかった。

　あのときは露骨に血を吸いたいという空気を放ってきて、警戒しなければいけない人と思ったのだが……実際に会って話をしたことで、そんな警戒心は消え去ってしまった。

　葵からは一切感じられない、頼りになる先輩というオーラを放ちながら、翼は京一郎に吸血鬼のことを教えてくれていた。

「それで、吸血鬼が血を吸ったら、具体的にどんな被害がでるんですか？」

　京一郎の質問に対し、翼は振り返らずに答える。

　普通校区にある三階建ての校舎。現在二人は、一階、普通教室前の廊下を歩いている。完全に人ひと気けがなくなる時間帯ということで、窓の外は暗くなり始めていた。

「わかりやすいところで言ったら、吸血体質が、血を吸った相手に移ってしまうかもしれないっていうことかしら。といっても、吸われた人間が全部吸血鬼になるってわけでもないのよ。あくまでもそういう素質……この場合は因子っていうのかしら？　そういう、吸血鬼になれる才能を持った人間だけが、吸血鬼に血を吸われることで吸血鬼になるのよ」

「その因子って、どれくらいの割合であるものなんですか？」

「さあ、詳しい数字は時とき村むらしか把握してないでしょうけど……多分、何万人に一人っていうところじゃないかしら。選抜の生徒数って、確か普通校区の何十分の一でしょう？　意図的に集めてもそれくらいしかいないんだから、絶対数はそんなに多くないと思うわよ」

「だったら、別に血を吸われても、被害自体は大して広がらないんじゃ……」

　京一郎の感想を受け、前を歩いてた翼が振り向く。視線が合うと、なぜか翼はそっけない態度を見せた。

「そうね。吸われるだけだったら、被害はそんなに広がらないわ。問題は、吸ったほうの吸血鬼にあるのよ」

「どんな問題ですか？」

「一つは中毒になるっていうこと。さっき、お酒やタバコみたいな感覚って言ったけど……その表現だと、ちょっと足りないわね。吸血鬼にとって、血は麻薬と一緒よ。体がその味を覚えちゃったら、もう後戻りはできないわ。文字通り人から、血を吸うただの鬼に成り下がるのよ」

　血を吸うただの鬼……

　記憶の奥にある紅あかい瞳ひとみ。京きよう一いち郎ろうは頭を振って、そのことを考えないようにした。

「もしも、そうなったらどうなるんですか？」

「さあ。それも時とき村むらにしかわからないことなんだけど……それなりの処しよ遇ぐうは受けるんじゃないの？　時村っていうのは、吸血鬼のために学校を造るほどの家なのよ。世間から隔離された特別な施設くらい簡単に作れるでしょうね」

　翼つばさは、知っていることを淡々と話しているだけだ。なのに冷たい印象を受けてしまうのは、その事実が京一郎にとって冷たいものだからだろう。

「吸った本人がただの鬼に成り下がる……ってことはつまり、吸血鬼自身を守るために、時村は血を吸うことをタブーにしてるってことですか？」

「そうねぇ……まあ、そういう認識で間違いないと思うけど、そんなに単純ってわけでもないのよ。吸血体質を持ってる人間――吸血鬼には、普通の人にはない力があるの。それは使い方しだいで極めて面倒くさいものになるものでね……詳しい説明はしないけど、とにかく厄やつ介かいで面倒なものだから、時村としてはそれを使われたくないって思ってるのよ」

「どんな力なんですか？」

「一言で言えば催眠術。正確に言えば幻覚作用。吸血鬼っぽく言えば、『血の共鳴ブラッドシンパシー』ってところでしょうね」

「ブラッドシンパシー……」

　それは、聞いたことがある言葉だった。

　口にした人間は沙さ良らで、確か、鳴なる神かみとの関係を話している際に、吸血鬼が持っている特殊な力として思わず口にしてしまった言葉だ。

「それって、具体的にはどんな力で――」

　チラリと顔を向け、翼が京一郎の様子を窺うかがってくる。

　その仕草を見て京一郎は、翼が説明することに飽きだしたのだと思った。

「あ、すみません。何だか、質問してばっかりで」

　興味なさそうに、翼はそっけなく前を向く。

　その態度により、翼は頼りない後輩を叱しつ責せきしているのだと思った。

「ああ、いいのよそんなのは。どうせ、ニャン子にはそういう話をしてやってくれって頼まれたんだから。でも意外ね。相あい崎さきくんって生まれつき血が特殊だから、時村家に保護されてたって聞いてたんだけど……あの双子からそういう知識は教わってないの？」

「はい。あの二人は、同い年ってことで一緒にいるだけで……そういう、吸血鬼に関する具体的な話は何もしてもらったことがありません」

「ふーん。そうなんだ。でもまあ、そうでしょうね。時村にしたら、相崎くんに知識を与える必要なんて何もないわけだし。それに、時村自身が隠したいことだって当然あるわけなんでしょうし……」

「隠したいことって？」その言葉が喉のどまで上がってくるが、そこは飲み込んで我慢した。

　翼つばさが何度か見せた値踏みするような視線のせいで、京きよう一いち郎ろうは質問を繰り返すということに抵抗を覚え始めていた。

　聞けば聞くほど、「そんなことも知らないの？」と思われているような気がする。

「まあ、その辺のことは他人が話すようなことじゃないから、あたしからは何も言わないけど……」

　翼が、何度も見せた例の視線を送ってくる。

　京一郎の内面にある、何かに対して興味を抱いている。そんな感じの、本音が見えない不思議な視線。

　自分の価値が見定められている。京一郎は、勝手にそう解釈していた。

「……もう、聞きたいことはないの？」

「はい。今はそれくらいで結構ですけど……？」

　教室前の廊下を突き当たりまで歩き、上へと続く階段の前へとたどり着く。

　なぜか、翼の体が熱を帯び始めているように見えた。

　風邪をひいて体調が悪い、そんな風に見えないこともない。

「どうかしたんですか？　体調が悪いんだったら、四し方ほう堂どうさんは先に帰ってくれても構いませんけど……」

「ああ。別に大丈夫よ。体調が悪いってことはないし……それに、ニャン子の頼みなんだから、後輩の面倒は最後まで見ないといけないでしょ」

「そう、ですか？　だったらいいですけど」

　何だか様子が変わってきた。

　吸血鬼の説明をしていたときの、頼りになる先輩の雰囲気が鳴りを潜めていく。代わりに、変に熱を持った異質の緊張感が漂ただよい始めた。

「ね……ねぇところで、相あい崎さきくん」

　緊張感を漂わせたまま、翼は背中を壁に預けた。

　そのままの姿勢で、おそらく本人の自慢であろう長い黒髪を、軽い調子でかきあげる。

「相崎くんって……………女性と、そういうことした経験ってあるの？」

「ぶッッ――え？　はい？」

　誰だれもいない放課後の校内で、先輩の女性と二人っきり。

　それに加えて、熱を持ったおかしな緊張感と、年とし頃ごろの男子特有の発想。

　翼が口にした「そういうこと」と、京一郎の頭に浮かんだ「そういうこと」が直結した。

「ふふ。どうしたの、そんなに慌てちゃって？　相崎くんだって男なんだから、少しくらいは興味あるでしょう？」

「そ、そりゃ少しはありますけど……………って、違う違う。きゅ、急に何言ってるんですかッ？　そんなの、今までの話とは何の関係もないじゃ――」

　先ほどまでとは明らかに違う、妖よう艶えんな感じの雰囲気。由ゆ良らや菊きくからは感じられない、かといって葵あおいとも違う、大人の魅力っぽいものを翼つばさが放ち始める。

　だが、なぜかどことなく――それは無理して発しているようにも見えた。

「あら？　関係ないことはないわよ。あたしは、血を吸われたことはあるのって聞いてるだけなんだから」

「え？　ああ……血の話ですか？　そ、それだったら一度もないですけど……」

「ふふ。顔が赤いけど、そんなことって言われて、何を想像したのかしらね」

「思春期の男子特有のものです」。そんなことは口が裂けても言えない。

「ま、まあその辺はしょうがないわね。相あい崎さきくんだって普通の男なわけなんだから……」

　漂ただよう緊張感が、限界近くまで引き上げられていく。

　引き上げているのは――先輩の女性である翼だ。

「ど……どう？　あたしが相崎くんにそういうことを教えてあげましょうか？」

「ち、血を吸うってことですか？　だったら悪いんですけど、俺おれは誰だれにも血を吸わせるつもりは……な、い……………」

　頬ほおを赤らめ歩み寄ってくると、翼は京きよう一いち郎ろうの耳を掴つかんだ。がっちりと握り締められ、逃げるどころか顔を背けることもできない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「い、いいでしょ別に……誰だれにも話さなければ、誰にも知られないわけなんだから……あ、あたしと相あい崎さきくんの秘密にすればいいじゃない……それに、あたし……絶対、絶対に……そういうことは、普通の女子よりも上う手まいはずだから……」

　行動のわりに、そのセリフはなぜかたどたどしい箇か所しよが多い。だが、京きよう一いち郎ろうにそんなことを気にする余裕はない。

　翼つばさの顔が近づいてくる。

　熱を持った瞳ひとみと、赤みがかった頬ほお。

　耳を澄すませば吐息が聞こえ、目を瞑つぶれば香りが嗅かげる距離だ。

「ねぇ、目……瞑ってよ。それが、そういうことするときのマナー……でしょ？」

　なぜこうなったのかわからないが、体を包む緊張と意思に反した興奮のせいで、京一郎は翼に言われるがまま、目を閉じてしまった。

　意識を集中すれば――先輩の女性である、翼の魅力を堪能できる。

　また、そうなっても仕方ないと、変に覚悟を決めた自分もいた。

　だが――

『私とあなたは恋人なんですよ』

　それは何度も聞かされた、赤毛の少女の言葉だった。

　その記憶をきっかけに、流されそうだった意識にブレーキがかかる。

　だ、駄目だ。四し方ほう堂どうさんが何をしようとしてるのかわからないけど、このまま、流されてたら駄目だ。会長に言われただろ。何をするにしろ、まずは自分でちゃんと決断しないと……

　意識がしっかりしたことで、体の感覚も甦よみがえってきた。

　冷静になった京一郎は、頭をフル回転させてこの場を切り抜ける術すべを考え始めた。そんな京一郎の脳に、強烈な痛みが届けられる。発生源は、翼が握り締めている耳だった。

　ぐっ。何か知らないけど……四方堂さん、千ち切ぎれるくらい俺おれの耳を強く掴つかんでるんだけど……これじゃあまるで、溺おぼれてる人がワラでも掴んでるみたいで……………ッ。

　ふと、思いついたたとえ。それがヒントとなり、京一郎は葵あおいの言葉を思い出す。

『それに加えて、男の人がいるときは更にヘッポコになる人で』

　確か、会長がそんなこと言ってたけど……………待てよ。そういえばこの人、この雰囲気になってから、余裕よりも緊張が前に出てくるようになって……

　もう一つ、葵がアドバイスしてくれた言葉を思い出す。

　気配でわかる。翼の顔はすぐそばまで来ている。ここで行動しないと、間違いなく翼に何かをされる。

　それはなんとしても避けたかった京一郎は、ギリギリで思い出した葵のアドバイスを、ギリギリのところで実行した。

「俺おれの言うことを聞けッ――翼つばさッ」

　相手が先輩の女子であるにもかかわらず、京きよう一いち郎ろうは命令口調で、しかも名前を呼び捨てにして叫んだ。

　効果のほどは定かではなかった。ただ、子供が口にするおまじないのように、京一郎は葵あおいに教えられた魔法の言葉を口にした。

　魔法をかけられた翼は、超反応で京一郎から離れた。

「は、はいっ。だんな様っ。だんな様の言われたとおりにします。だから、そんなに怒らない、で……………………………………」

　そして口にしたのが、そのセリフだった。

　キョトーンとしたのは、二人とも同じだった。

　唱えた魔法の効果が大きすぎて、はじめは何が起こったのかわからなかった。

「………………」

　翼が突とつ如じよ見せた従順な顔に一番驚いているのは、他ほかならぬ彼女自身だ。

　魔法が解とけると、自覚していなかった超能力が発動してしまったかのように、翼は視線を落として動揺していた。

「な、な、な……何よ、今の……何でこのあたしが、男とはいえ後輩に向かってあんなことを？」

　動揺する翼を見つめながら、京一郎は頭の中で原因を推理し始めた。

　会長が言ってた、男が絡むとヘッポコになるっていうのはこういうことか……そうか。この人――信じられないくらい高いレベルで――男に対する免疫がないんだ。

　出会いから今までを思い出す。

　初対面のとき、てっきり血を吸いたい欲望に駆られて、あんな態度を見せたんだと思ってたけど――単純に、男の俺が近くにいることに緊張してたんだ。ここにくるまで、ちょくちょく俺の様子を窺うかがっていたけど、あれも……

　何てことはない。男が近くにいることを意識し、気になっていただけだ。

　でも、じゃあ何で……男が苦手なくせして、この人は俺に対してこんなことを？

　友達である葵に頼まれたから？

　確かに、黒幕として葵が絡んでいても不思議ではないが……それでは、葵が京一郎にアドバイスしてくれた理由が説明できない。

　翼は翼の意思で、男が苦手であるにもかかわらず、京一郎を誘惑しようとしてきたのだ。

　それはなぜか？

　考えた結果、京一郎は一つの仮定を思いついた。

「四し方ほう堂どうさん」

　名前を呼ばれ、翼が冷静さを取り戻す。先ほどの醜しゆう態たいを打ち消すため、翼は今までよりも先輩らしい偉そうな態度で京きよう一いち郎ろうに臨んだ。

「な、何かしら？」

「四し方ほう堂どうさんって……男が苦手でしょう？　それも、病気って呼べるくらい、極度に」

「ドキッ」

　軽く身を引き、これでもかというくらいわかりやすい顔をする。

　葵あおいが言ってたヘッポコという言葉の意味が、少しずつわかってきた。

　虚きよ勢せいを張るために、翼つばさはあえて仰々しく髪の毛をかきあげた。

「ななな……何を言ってるのかしら？　あ、あ、あ、あた、あたしが男を苦手としてる？　後輩のくせして、馬ば鹿かなこと言わないでよ。おと、男なんて本当に……スナック菓子くらい気軽に食べて……」

「自分でもコンプレックスになるくらい男が苦手だから、俺おれと二人っきりなのをいいことに、男性恐怖症を治すための練習をしようとしたでしょう？」

「ドキッ。ドキッ。ドキドキドキッ」

「それで、荒あら療りよう治じとして多少強引なことでもしようと思ったんでしょう？」

「な、な、な……何を馬鹿なことを……あたしを誰だれだと思ってるの？　四方堂翼よ。仮に男がちょっと苦手だとしても、そんな卑ひ怯きようなこと――」

「翼ッ。隠してないで本当のことを言えッ」

　従順化の魔法をかけられ、偉そうだった先輩が子猫のように小さくなる。

「は、はいっ。そうです……男の人と二人っきりなんていうのは、人生で初めてで……後輩で、吸血鬼にも慣れてるだんな様だったら、どうにでもなるかなって思って……ハッ」

　スイッチの切り替わりが、とてもわかりやすい。

　子猫のように小さかった翼が、偉そうな先輩に戻る。

「な、何を偉そうに命令してんのよッ。何が起ころうが、あたしはあんたの先輩なんだからッ。だから、口の利き方には気をつけ――」

「翼ッ。俺が聞いてるんだから、お前は言うことを聞けッ」

　スイッチが入り、今度は綺き麗れいに姿勢を整えた。

「は、はいっ、だんな様。だんな様の言うことは全部素直に聞きます。だから、そんなに強く言わない……で………………」

　魔法が解とける。

　すると、翼は泣きそうな顔をして壁に向かった。

「くっそ～……もうッ、何よこれッ。男に対して少し情けないところがあるって自覚はしてたけど……何が『はいっ』よッ。何が『だんな様』よ。あたしの体と心なんだから、勝手にあたしの意思に反した行動を取るんじゃないわよッ」

　自身に対する悔しさをぶつけるように、翼は何もない壁を思いっきり殴りつけた。

「だぁッッ。痛いッ。もう、何なのよッ。この壁ッ。壁のくせして硬くなってんじゃないわよッ、バーカッ」

　見ていると、京きよう一いち郎ろうはどうしようもない虚むなしさを覚え始めた。

　吸血鬼の説明をしてくれているときは――今までにない、格かつ好こいい大人の雰囲気を持った先輩だと思っていたのに……

　女って、何でこういう人ばっかりなんだろ。何でみんな、自分のことばっかり……

　根がヘッポコな先輩のせいで、京一郎の女性不信が、少しだけ重くなってしまった。



「くそ～。あのニャン子が男を紹介してやるっていうから、絶対に何か裏があるとは思ってたけど……最低。最悪。そのせいで余計な大恥かいちゃったじゃない……もうッ。悔しい……………あんちくしょう……」

　翼つばさを手て懐なずけると、京一郎は再び校内の探索を開始した。二人の立ち位置は先ほどの出来事により完全に逆転してしまった。

　今は京一郎が、先輩である翼を引き連れるようにして歩いていた。

「ニャン子にいいように使われたのは、これで何度目になるか……覚えてないけど、数えたくもない……」

　そりゃ、覚えてないなら数えられないでしょうけど……

　後ろで文句を言っている翼に、心の中でそうツッコんだ。

「……ねえ、相あい崎さきくん。わかってると思うけど、さっきのことは絶対に誰だれにも……一言どころか、ひとかけらも――」

「わかってますよ。誰にも言わないから安心してください」

「約束よ。絶対よ。嘘うそついたら指を切り落とすくらいの強烈な約束だから、絶対に言わないでよ。赤の他人はもちろん、あの時とき村むらの双子にも……ましてや、あのいつもヘラヘラしてる駄目女のニャン子には絶対に――」

「だから、大丈夫だって言ってるじゃないですか。四し方ほう堂どうさんが秘密にしたいって言うんだったら、絶対に誰にも言いませんよ」

「本当？　だったら信じるけど……もしも誰かに言ったら、そのときは絶対に相崎くんを許さないから。あたしは、生き恥を晒さらしてまで生きたいっていうタイプの女じゃないから。そのときは、相崎くんを殺してあたしも死ぬから」

　刺すような殺気が背中に突き刺さる。かといって怖いというわけでもない。

　京一郎の正直な感想としては、「超面倒くさいなぁ」というところであった。

「わかってますよ。だから、絶対に言わないって何度も言ってるじゃないですか」

「本当？　本当の本当に本当？」

　ここに至るまで何度も繰り返したやり取りで、何を言っても信用してもらえない。永遠に続くやり取りが嫌いやになってきた京きよう一いち郎ろうは、話題を変えて翼つばさの意識を逸そらすことにした。

「本当です。四し方ほう堂どうさんが男嫌いってことは誰だれにも言いません」

「え？　いや、別に男が嫌いってわけじゃなくて、ただ色んな面で慣れてないだけで……」

　背中越しに、翼が髪をかきあげた気配が伝わってくる。

　どうやらこの人は、自分を大きく見せたいときに髪をかきあげる癖があるようだ。

「それより、四方堂さんと会長の付き合いって長いんですか？　四方堂さんの男嫌いを知ってたり、昔からの仲って感じですけど」

「だから、男嫌いじゃなくて苦手なだけって言ってるじゃない。好きか嫌いかで言えば、どっちかというと興味がかなりあるって感じで……って、そうじゃないわね。なに？　ニャン子との仲？　だったら高校からの付き合いっていうだけよ。入学してすぐの頃ころに知り合ったから、今年で三年目の付き合いっていうところね」

「そうなんですか？　だったら、会長くらいには今日のことを話しても――」

「駄目ッ。ぜぇったいに駄目ッ。ニャン子は、あたしが男を苦手にしてるっていうのは知ってるけど、今日みたいに、あんな不ぶ細さい工くなことになるっていうのは知らないから。だから、絶対にニャン子にだけは言ったら駄目ッ」

「でも、名前を呼べば大人しくなるってアドバイスしてくれたのは、会長ですけど」

「ここまで酷ひどいなんてあたし自身も予測してなかったわよッ。くそッ。もう、悔しい……名前を呼ばれただけで頭が真っ白になって、あんなふざけたセリフを口走るなんて……ああ、もう嫌ッ。生きてるのが嫌になった。窓から飛び降りて死ぬから、止めないでよね」

「ここ、二階ですよ。よっぽど下へ手たな受身でも取らない限り、簡単には死ねませんよ」

「じゃあ生きる。今日のことを誰にも知られないように、注意深く慎重に……そうよ。別にあたしが死ぬ必要はないじゃない。要は秘密がばれなければいいんだから。相あい崎さきくん」

「はい？」

「あたしのために死んで」

「んな無む茶ちやな……」

　何だか恐ろしい方向に話が進み始めた。

　ここで翼に殺される可能性が出てきたので、京一郎はまたしても話題を変えなくてはいけなくなった。

「あ、そういえば相崎くん」

　だが、先に翼が違う話題を振ってくる。

「相崎くんが約束してる、鳴なる神かみって子はどこにいるわけなの？」

　翼が口にしたのは、今更にして当然の質問だった。本当だったらもっと早い段階で聞かれることなのだが……翼の頭に煩ぼん悩のうしかなかったせいで、ここまで遅れてしまったのだ。

　立ち止まって振り返る。

　翼つばさは何事もなかったかのように、先輩としての顔で京きよう一いち郎ろうと向かい合った。

「それなんですけど……実は、俺おれにもそれがちょっとわからなくて」

　今更にして当然の質問なのだが、京一郎はそれに対する明確な答えを持っていなかった。

　というのも、前日のメール以降、菊きくからの連絡が一切ないからだ。

「ちょっとってどういうこと？　普通校区の第一校舎ってことで約束してるんでしょ？」

「そうなんですよ。だけど、詳しい場所までは聞いてなくて……今日になってそれに気づいて、一応連絡はしたんですけど……」

「返事がないってことね。大丈夫なの？　会える会えないの前に、安否の心配をしないといけないとかいうのは嫌いやよ」

「それは大丈夫だと思います。話がしたいって言ってただけだから、危ないこととかはないと思います」

「最初から安全だったっていうことになると、あたしは完全にニャン子に弄もてあそばれたってことになるんだけど……」

「あっ。そうですね。じゃあ、多分色々と危険があると思いますから、安心してください」

「……いいわよ、変に気を使ってくれなくても。同情と自慢話は嫌いだから」

「はぁ、そうですか」

　普通のテンションで会話をしていると、自然と主導権が翼の方へと移動していく。

　年上だからということもあるが、それ以上に、翼には人を惹ひきつけて引っ張っていくというカリスマ性があった。

「まあ、安全にしろ危険にしろ、鳴なる神かみって子と連絡が取れないのはおかしいわね。今時、携帯を忘れて動き回るドジな子なんていないだろうし……返事がないってことは、それなりに返事ができない何かがあるって――」

「あっ」

「うん？　なに？　思い当たることでもあるの？」

「え……ああ、いえ。特にないですけど」

「そう？　ならいいけど……」

　そうだよな。さすがの鳴神さんでも、自分から呼び出しておいて連絡手段をどこかに忘れてくるなんてドジなこと……

　どう頑張っても、それを否定しきることができなかった。

　初対面でいきなり自爆した、鳴神菊なら充分ありえる話だ。

「それにしても、相あい崎さきくんも色々と大変ね。普段は時とき村むらに利用されて、いざというときは鳴神に狙ねらわれる。まあ、前にあんなことがあったんだから、それも仕方ないでしょうけど」

「前？」

　突然出てきた、過去に関する話題。

　無視してはいけないと、自分の中の何かが言っていた。

「前にあったことって、何のことですか？　昔何かあったとか、俺おれは一度も聞いたことないですけど……」

　問われた翼つばさは、露骨に失敗したという表情をして見せた。

　余計なことを言ってしまったというのが、態度に表れている。

「ま、まあその辺は、別にどうでもいいじゃない。知らなくても死ぬってわけじゃないし、むしろ知ったほうが面倒ってことが、世の中には山ほどあるわけだし」

「それでもいいんで、良かったら教えてもらえませんか？　面倒だろうが何だろうが、俺の血に関することならできるだけ知っておきたいんです」

「良くないから、あたしからは何も言えないわよ。あたしだってニャン子を通して聞いただけで、当事者じゃないんだから詳しい事情とかはほとんど知らないのよ」

「じゃあ、知ってる限りでいいんで、知ってることを俺に――」

「知らない。忘れちゃった。考えても全然思い出せる気がしない。だからもう聞かないで。あたし、無理やりとかそういうのは嫌いだから」

　髪をかきあげながらちょっと偉そうに、子供のような態度で翼がそっぽを向く。

　普段は大人。だけど都合が悪いときは子供の部分を前面に押し出してくる。

　四し方ほう堂どう翼という人は、一ひと筋すじ縄なわで扱えるほど簡単ではない。

　しかし――

「四方堂さん……いや、翼」

　京きよう一いち郎ろうの声にビクンと反応し、翼は姿勢を整える。

「覚えてる限りでいいから、翼が知ってることを俺に教えろ」

　攻略法に従い、翼の名前を呼び、させたいことを命令する。名前を呼ばれた翼は例によって、従順でか弱い、ウブで赤みがかった少女の顔になってしまった。

「は、はい。そう仰おつしやるなら、あたしも知ってることをお話させてもらいますけど……ッッ」

　魔法は数秒で解とける。

　翼は普段の顔に戻ると、何ともいえない悔しそうな顔で京一郎を睨にらんだ。

「だ、だから……それは、やめなさいって言ってるでしょ」

「じゃあ教えてくださいよ。嫌いやだって言うんだったら、もう一回四方堂さんの名前を――」

「ああもうッ。わかったわよッ。わかったから……お願いだから、翼って呼ぶのはやめて……背中がゾクッてして、頭が、真っ白になるから……」

　虚きよ勢せいを張っているが、表情は一目でわかるほど弱々しい。

　全く納得していない顔でため息をつくと、翼は乗り気でない態度で話し始めた。

「言っておくけど、あたしから聞いたとかは言わないでよ。これは、あたしがニャン子から無理やり聞き出したことなんだから……特に、時とき村むら姉し妹まいには、そういう話を聞いたみたいなことは絶対に言わないでよ」

「大丈夫です。絶対に約束は守ります」

「そう？　じゃあ、あたしが知ってる範囲で話してあげるけど……」

　そう言って腕を組むと、翼つばさは窓枠に背中を向け、そのまま体を預けた。

　外の景色はすっかり暗くなっている。

　夜空と呼んでも差しさわりがない空。遠くのほうに、小さく輝く月が見えた。

「別にややこしい話じゃないのよ。人の血を覚えた吸血鬼が、時とき村むらの監視を逃れてだれかれ構わず血を吸っていた。それだけの話なんだから」

　できることなら話したくないんだけど……

　翼はそんな顔をしている。どうやら、適当に嘘うそをついて誤ご魔ま化かそうという考えは、これっぽっちもないようだ。

「それだけなんですか？　だったら、別に俺おれに隠す必要なんて……」

「問題は――それが時村家の人間だったっていうことよ」

「……」

「吸血鬼を保護するという名目で、時村は吸血鬼全体を監視している。そんな時村から、吸血鬼世界のバランスを崩すような人間が出てきた。それがどれだけ厄やつ介かいなことかは、時村の立場になって考えればすぐにわかるでしょう？」

「面めん子つが、潰つぶれますね」

「そうよ。上に立つ人間っていうのは、何よりもそれを大切にするの。言ってることとやってることが違ったら、下の人間が言うことをきかなくなっちゃうでしょ。だから時村は、自分たちの家からでた吸血鬼を、何とか秘密のうちに処分しようとしたのよ」

「しようとしたって……じゃあ、実際はできなかったんですか？」

「処分……っていうか対処は、何とかできたみたいよ。ほら、今はそんな吸血鬼の話なんて聞かないでしょ？　詳しい結末はあたしも知らないけど……悪い奴やつがいなくなったっていうことは、それなりの何かがあったっていうことなんでしょうね。ただ、そのせいで別の面倒な問題が起きちゃって……」

「それって？」

「時村からでた吸血鬼。それを、鳴なる神かみの人間が始末したっていう問題よ」

『鳴神は力を欲しがってるのよ……もちろん、吸血鬼を殺すための力を』

　沙さ良らが口にしていた言葉を思い出す。

　殺す吸血鬼というのは、きっと……

「元々、この二つの家は仲が悪かったのよ。監視してるからこそ、吸血鬼は普通に人間社会で生きていけるって主張する時村と、人としての自由と尊厳を制限された幸せに何の意味があるのかって主張する鳴神。根本的に幸せに対する価値観が違うから、この二つの家は昔から仲が悪かったのよ。そこに、時とき村むらから出た吸血鬼を、鳴なる神かみが始末したなんてことが重なったから……仲の悪さが決定的になっちゃったの。時村は鳴神が、鳴神は時村が。それぞれ力を持って自分たちを殺そうとするんじゃないかと思って、警戒してるのよ」

　京きよう一いち郎ろうは、反射的に自分の首筋に手を当てた。

　ここでいう、両家が求めている力というのは、紛まぎれもなく――

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』」

　京一郎が呟つぶやいたセリフを聞くと、翼つばさは居い心ごこ地ち悪そうにそっぽを向いた。

　事実を知った京一郎がどんな気持ちになるか？　翼には見当がついていたのだろう。

「まあ……ニャン子もそのことについては何も言ってなかったけど……まあとにかく、そのことで色々と、校内で問題が起こると大変だから、生徒会長としてニャン子も色々と、ニャンて言うか困ったニャンて感じの気持ちにはなってると、推測できるようなできないような……」

　シドロモドロのフォロー。気を使って、言葉を選んでいるのがバレバレだった。

　そうか。いつも、由ゆ良らと沙さ良らが俺おれのそばにいたのは、それが理由だったからか。だから沙良は鳴神さんを毛嫌いして、俺に二度とかかわるなって言って……由良は由良で、俺と鳴神さんが知り合いだっていうのを、沙良に報告して……

　何となくわかっていたことだった。

　だが、明確な証拠があるだけで、心が受ける痛みは大きく変わってくる。

　そっか。結局あの双子は、自分たちを守るために俺のそばにいただけで……

　わかっていた。そんなのは最初からわかっていたことで、自分の血以外、何も求められていないというのは、嫌いやというほど自覚しているつもりだった。

　だがそれでも――時村の本当の気持ちを知るのは、辛つらかった。

「あ、あのね……だからと言って、あの双子が相あい崎さきくんを道具としか思ってないってわけじゃなくて……ちゃんと、人間としての相崎くんの良さとかはわかってると思うし……ま、まあ、しょうがないじゃない。時村だって、鳴神が怖いから手元に相崎くんみたいな存在を置いておこうって思ったわけなんだし……あの、ええっと、その……ね？」

「いいですよ。そんな必死になって慰めてくれなくても。そういうのは、ちゃんとわかってたことですから。ただ……まあちょっと、ショックなのはショックですけど」

「そ、そうね。それはそうだろうけど……男なんだから、小さいことは気にしたら駄目よ。それに、自分が知りたいって言ったことなんだから、ちゃんと最後まで自分で責任持たないと。あたしは、できることなら相崎くんにこの話はしたくないと思ってたんだから。でも、だからと言って、全然関係ないって逃げる気もないんだけど……」

　どうにかして、翼は京一郎を元気づけようとする。彼女自身の性格ということもあり、後輩の面倒見はいいようだ。

　葵あおいと比べると、励はげまし方はかなり下へ手ただ。だけど、そんな稚ち拙せつな励ましでも、翼つばさが必死になっていることがありがたかった。

　……そうだよな。四し方ほう堂どうさんの言うとおりだよな。結局、知ろうと思ったのは俺おれなんだから、どんなことだったとしても、それは俺の中でちゃんと決着させないと。そのために、俺はここにきて、鳴なる神かみさんを捜さがしてるわけなんだから。

　周りでオロオロ、かつ、ウロウロしているヘッポコ状態の翼。そんな翼に心配かけまいと、京きよう一いち郎ろうは普段どおりの顔をする。

「大丈夫ですよ。そういうのは、全部わかってましたから。それより、早く鳴神さんを捜しましょう。あの子を見つけて話をすれば、俺もどうすればいいのかわかるような気がしますから」

「そ、そう？　じゃあ、ニャン子に頼まれた手前もあるし、目的が達成されるまでは付き合ってあげるけど……」

　覗のぞき見るように、翼が京一郎の様子を探ってくる。空から元げん気きでないことに安あん堵どすると、翼は一秒の時間もかけず、いつもの偉そうな態度に戻った。

「さっさと見つけてよね。本音を言うと、あたし、だいぶ飽きちゃってるから」

　胸を張って偉そうに、翼はそう言った。

　その代わり身の速さに、思わず苦笑してしまいそうになった。

「じゃあ、まだ捜してないところを捜しに行きますけど……」

　ふと、自分たちとは違う、人の気配がした。

　廊下の突き当たり。曲がり角の死角になっていて、その姿は見えない。

　若じやつ干かん緊張し、様子を窺うかがっていると、その気配の持ち主が姿を現した。

　白い、選抜校区の制服を着た女子。

　小さな顔に、ウェーブのかかった髪の毛。

　姿を現したのは――時とき村むら由ゆ良らだった。

「由良。なんで、あいつがここに？」

　その疑問の答えはすぐに出た。

　時村家の人間として由良が背負った役目は、『赤の極点クリムゾン・ブラツド』の監視だ。きっと、どこかで京一郎がここにいるということを知り、追いかけてきたのだろう。

「あ、京一郎くん……」

　京一郎を視界に捉とらえ、由良が呟つぶやく。なぜか、声が普段よりも細く感じられた。

　由良の奴やつ……また俺の邪魔をする気だな。そう何度も、あいつの思い通りになってたまるかよ。

　視線で翼に、二人だけで話がしたいという合図を送る。翼が頷うなずいたので、京一郎は一人で由良の下もとへと向かった。

　近づいてくる京きよう一いち郎ろうを、由ゆ良らはぼうっとした目で眺めている。

　いつもとは少し様子が違う。だが、京一郎はそれを気にしなかった。

「どうしたんだよ？　何で、お前がここにいるんだ？」

　理由はわかっていたが、京一郎はあえてそれを聞いた。てっきり誤ご魔ま化かすと思っていたのだが、由良は不思議そうな顔で首を傾けるだけだった。

「……わかんない」

「わかんないって……寝ぼけてるのか？　だったら、俺おれが理由を教えてやるよ。お前、また俺の邪魔をしにきたんだろ？」

「邪魔？」

「そうだよ。俺がおかしなことしないように、お前は俺を見張ってるんだろ？　だから、わざわざ俺を捜さがしに――」

　何の予告もなく、由良はハッとした表情を見せた。

　忘れていた答えを、教えてもらったような顔だ。

「そうだよ……由良は、京一郎くんに会いたかったんだよ。だから、早く高校生になりたいなって思ってて……ずっと、我慢してて……」

　何を言っているのか、正直よくわからなかった。

　由良の中に、由良にしかわからない彼女の事情がある。

「京一郎くん。あのね、ええっと……帰ろ。由良。キミがいないと、何だか怖くて……」

　腕を握り、強く引っ張ってくる。その行為に荒々しさはない。むしろ逆に、拒否したら簡単に壊れてしまいそうな脆もろさが感じられた。

　その脆さに不安感を抱く。だが、由良が使ういつもの手だと思い、京一郎は腕を振って由良を突き放した。

「悪いけど、俺はもうお前の思い通りにはならないからな。お前にも、お前の立場として、やらないといけないことがあるんだろうけど……俺には俺の意思があるんだ。だから、俺の気が済むまで邪魔はさせないからな」

　今日は普段にはない覚悟があった。

　だから、強い口調で由良に文句を言うことができたのだが……

　由良は京一郎のセリフなど全く聞いてない顔で、突き放されたことにショックを受けているようだった。

　だけど、必死になって自分を奮い立たせ、由良は京一郎に笑顔を向ける。

「京一郎くん。お願い……由良の言うこと、きいて欲しいな。ほら。京一郎くんだって、由良のお願いをきいてくれないと困ること、たくさんあるでしょ？」

　手をポケットに突っ込むと、由良は京一郎の秘密が詰まった例のＵＳＢメモリーを取り出した。それを、これ見よがしに見せつけてくる。

　由ゆ良らが得意としている、小悪魔式の交渉術だ。

「お、お前……またそんな物で、俺おれを……」

　あれに何が入っているのかは知らない。だが、脅迫材料に相応ふさわしいだけの素材は入っているはずだ。また、脅迫材料として相応しいだけの物を由良に何個か提供した記憶もある。

　多分、あの中身を見られたら、俺は相当のダメージを受けるはずだ。だけど、ここで由良の思惑通りになったら、俺は一生こいつに頭が上がらないことになって……

　戦うなら、今しかない。

　返り血を浴びる覚悟を決め、京きよう一いち郎ろうは由良に告げた。

「好きにしろよ。その中身を誰だれかに見せたいっていうんだったら、勝手に見せろよ。この際だからはっきり言っておくけど、俺はもう、お前の言うことなんかきかないからな」

　ギュッと胸が締め付けられるくらい、由良は悲しそうな顔をした。だが、意思を強く持ち、その顔を見ないようにする。

　同情を誘うのは、小悪魔が使ういつもの手だ。そう何度も引っかかるわけにはいかない。

「それって……もう、由良と一緒にいるのは、嫌いやだっていうこと？」

　作戦だとわかっていても、悲しげな声と顔に動揺してしまう。

「そ、そういうわけじゃないけど……とにかく、俺はもうお前の思い通りに動く俺じゃないから。わかったら、諦あきらめてとっとと帰ってくれ」

　なるべく顔を見ないようにして、京一郎はその言葉を言い放った。

　チラッと、由良の様子を窺うかがう。由良は苦しそうに胸に手を当て、落ち込んでいた。

「京一郎くん……そんな、冷たいこと言わないでよ。由良……ずっと、キミに会いたくて……ずっと、キミに会えれば大丈夫だと思って……」

　独り言のように、由良は心の中を呟つぶやいた。

　抱きしめたら壊れてしまいそうな脆もろさ。そんな脆さを振り払うかのように首を振ると、由良は無理した様子で一生懸命笑った。

「そ、そっか……京一郎くんには、恋人さんがいるんだったね。そっか。それだと、由良はもう邪魔なだけだよね」

「え？　別に、鳴なる神かみさんは恋人ってわけじゃないけど」

「いいよ、相手は誰でも。でも、由良も、京一郎くんを誰かに渡しちゃうわけにはいかないから……京一郎くん。キミの血は、根こそぎ由良が吸っちゃうからね」

　ふわりとスカートを浮かせ、由良が抱きついてくる。そのまま冗談めいた態度で、由良は京一郎の首筋にキスをしようとしてきた。

「こら待てッ。勝手にそんなことを――」

『キミを殺してでも――その血を貰もらうから』

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼。

　初めて死を意識した幼い頃ころの記憶。

　どうしてだろう？

　体中全すべての細胞が、悲鳴を上げながらそれを思い出した。

「ッッ――あぁッッ……」

　気がつくと――京きよう一いち郎ろうは由ゆ良らを力いっぱい突き飛ばしていた。

　カランと音が鳴り、由良が手に持っていたＵＳＢが廊下に転がる。

　静せい寂じやくの中。聞こえてくるのは、京一郎の荒れた呼吸音だけだった。

「はぁはぁはぁ……」

　何だよ。今の？　何で、由良が相手で、あの吸血鬼のことを……………

『問題は――それが時とき村むら家の人間だったっていうことよ』

　翼つばさが言っていたことを思い出す。そして、その二つが結びついた。

　そうか。わかった……昔、殺してでも俺おれの血を吸おうとした吸血鬼は……

　あの吸血鬼こそが、時村家から出た吸血鬼だ。

　あの吸血鬼が、どんな経けい緯いでどんな結末に行き着いたのかは知らない。

　ただ、一つだけわかることは――紛まぎれもなく、今目の前にいる少女には、あの吸血鬼と同じ血が流れている。

　頭ではなく体がそれに気づき、一斉に悲鳴をあげた。

「きょ、京一郎くん……」

　言い訳の仕様がないくらい、強くはっきりとした拒絶の意思。そこまでの拒否反応を見せたのはこれが初めてで、由良は、今まで見せたことがない顔で動揺していた。

「ど、どうしたの……ごめん。由良、悪ふざけが過ぎちゃったかな？　だったら謝るよ。だから、そんな怖い顔――」

　今はとにかく、紅あかい瞳ひとみの記憶から逃げたかった。

「由良……さっきも言ったけど、俺はまだ、やることがあるから。お前がいても邪魔なだけだから……だから、さっさと帰ってくれ」

「京一郎、くん……ごめん。謝るよ。謝るから、だから……」

「早く、帰れよ。俺だったら、お前に心配されなくても大丈夫だから」

　顔を見ないように。顔を見られないように。

　京一郎は由良に背中を向け、翼を待たせている場所へと向かった。

　紅い瞳の吸血鬼。由良から逃げているわけではない。トラウマとなっているあの紅い瞳から逃げるために、京一郎は由良を置き去りにして、その場を立ち去っていった。

「京一郎くん……」

　か細く名前を呼ぶ声が聞こえる。だが振り返ることなく、京一郎は翼の下もとへと向かった。

　まさか、あの吸血鬼が由良たちと同じ時村の人間だったなんて……くそッ。沙さ良らも由良も、そんなこと一度も話してくれたことなかったのに……くそッ……

　嫌いやな記憶のせいで、気持ちと思考が少し荒れていた。

　いつまで経たっても、どこまで行っても。

　あの紅あかい瞳ひとみは自分を逃がしてくれないと、強烈に実感してしまった。

「すみません、四し方ほう堂どうさん。用事は終わりましたから、また、鳴なる神かみさんを捜さがしに――」

　再び顔を合わせた翼つばさは、なぜか警戒心むき出しの顔をしていた。

「……ありえない。考えられない。相あい崎さきくんたちって……お互いに名前で呼び合ってるの？　どういうこと？　意味わかんない。まだ、結婚もしてないのよ。そういうのって、婚礼を終えてから初夜を迎えるまでの間に、互いの許可を得て初めてできることなんじゃ……はッ。まさか？　あなたたちってもうッ――」

　ヘッポコな先輩はアホな想像を巡らせ、本気で慌てふためいているようだった。

「そんなわけないじゃないですか。四方堂さんって、どこまでウブなんですか？」

「なッ、なによその言い方？　ウブじゃないわよ。節操と恥じらいがあるって言ってよ。あたしに言わせれば、相崎くんたちがアグレッシブ過ぎて引いてるだけよ。どうなってるのよ？　この国の若い奴やつらは……おかしい。ありえない。抱きつくのだって、最低でも二回はデートしないと許されない行為のはずなのに……」

　どうやら、京きよう一いち郎ろうと由ゆ良らのやり取りは、翼にしたらだいぶショッキングな映像だったようだ。見苦しいほどに動揺しながら、自身の価値観を口走っている。

「四方堂さん。そんなのはどうでもいいから、さっさと用事を終わらせに行きますよ」

　そう言って京一郎が歩き出すと、翼は案外素直にその後をついてきた。

「おかしい……そりゃあたしだって、好奇心に任せて後輩の男の子に何かしてやろうと思ったけど……結局、怖くて何もできなかったのに……何であんな自然に、男に抱きつくなんてことが……」

　なにやら翼がブツブツ文句を言っている。気にしてもしょうがないので、京一郎は一切相手にせず無視することにした。

　大丈夫かな、この人……知れば知るほど、会長がヘッポコって言ってた理由がわかってくるんだけど……………まあいいか。特に害があるわけでもないし。

　そんなことより――

　首筋に触れる。由良の唇くちびるが触れる前だったから、間違っても血は吸われていない。

　由良がいた場所に視線を向ける。

　そこにはもう、由良の姿はなかった。

　言われたとおり、帰ったのかな？　別に、あいつが悪いってわけじゃないけど……

　目を閉じて頭を振り、考えないようにする。

　今の京一郎には、由良よりも菊きくに会うことのほうが大事だった。





　一人取り残された由ゆ良ら。少し歩いて見つけた階段に、腰を下ろしていた。

　どうしようもなく、胸が痛い。そして同時に、どうしようもなく怖い。

　胸の痛みが体を重くする。今はもう頭を上げることもできず、膝ひざの間に顔を埋うずめていた。

　最近……学校にいる間の記憶が、所々抜けていた。

　放課後になり一人になってから、たまに自分が何をしていたのかが思い出せなくなる。

　それに気づくと、いつも怖くなる。

　中学生の頃ころ……吸血鬼だけが通う女子高に無理やり通わされた。

　由良自身は、そんな所に行きたくなかった。だけど、吸血鬼は全員そこで、自分の体質と社会での生き方を学ぶ必要があったから……一緒にいたかった幼おさな馴な染じみの少年と別れ、そこに通うことになった。

　そこで知ったのは――自分には、顔も知らない姉がいたということ。

　その姉が事件を起こし、処分されたということ。

　そして自分には、そんな姉と同じ血が流れているということ。

　知りたくないことを、たくさん教えられた。

　だけど必要だったから、忘れずに全すべてのことをちゃんと記憶した。

　そうすれば、いつかまた、幼馴染の少年と遊べる日が来ると信じて――

　誰だれにも言ってない秘密があった。

　中学に入学する少し前。幼馴染の少年と離れ離れになるのを惜しんでいた頃――

　由良は一人の吸血鬼に噛かまれた。

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼。

『あなたも、いつかこうなるのよ。だって……私とあなたは、同じ血を持つ……姉し妹まいなんだから……』

　紅い瞳の吸血鬼は、呪のろいのような言葉を吐いて去っていった。

　それが自分の姉だということを知ったのは、中学生になり、時とき村むらの秘密を教えられてからだった。

　それ以来、怖くて誰にもこのことは話していない。

　幼馴染の少年はもちろん、一番身近な双子の姉にも言っていない。

　言えば――大切な何かが、二度と元に戻せないくらい……粉々になって壊れてしまうと思った。

　だからずっと、誰にも話さず一人で抱え込んできた。

　辛つらくて、重かったけど……幼馴染の少年がいれば、忘れることができたから。

　だけど――そんな、大切な少年にも……もうそばには来るなって言われて……

　どうしよう……由ゆ良ら、どうにかなっちゃうのかな……なっちゃったら、どうなるのかな？　あの人みたいに、由良も……

　人の血を覚えた吸血鬼は、もう人間として扱ってもらえない。そんな生き物の結末は、たった一つしかありはしない。

　どうしよう？　由良、怖いよ……京きよう一いち郎ろうくん……京一郎くん……

　一人……潰つぶされそうな由良に、そっと囁ささやく声が聞こえる。

『吸っちゃえ――死ぬのが嫌いやなら。殺されるのが嫌なら。誰だれかの血を吸っちゃえ。そうすれば、誰にも傷つけられない、強い吸血鬼になれるから……』

　死ぬのが嫌なら……誰かの血を――

　甘く囁く、自分でない何かの声。

　無視して逆らうには――由良の心は傷つきすぎていた。





　結局、校内を一回りしても、菊きくを見つけ出すことはできなかった。

　第一校舎の昇降口で、翼つばさがつまらなそうに呟つぶやく。

「一通り見て回ってもいないってことは、先に帰ったんじゃない。そうじゃないとしたら、待ち合わせの場所を間違えたとか？　まあ、何があったのかは知らないけど、連絡が取れないっていうんだったらもう捜さがすのは無理よ」

「そうですね。じゃあ、どうしましょうか？」

「解散ってことでいいんじゃないの。非はあっちにあるわけなんだから、先に帰っても文句は言わないでしょ。それに、これ以上歩き回るのは正直ごめんだし」

　翼の言うことももっともだった。

　呼び出しておいて連絡がつかない菊が悪いのだから、これ以上こちらが労力をつぎ込む必要はない。それに、当てもなく彷徨さまようという行為に、善意でついてきてくれた先輩を巻き込むのも気が引ける。

　少し考えると、京一郎は翼の提案に従うことにした。

「わかりました。じゃあ、とりあえずここで解散ってことにしましょう。四し方ほう堂どうさん。わざわざどうも、ありがとうございました」

「ううん。気にしなくてもいいわよ。文句だったらニャン子に言うから。それじゃあね。男子と二人っきりになるなんて滅めつ多たにないことだから……まあ、気が向いたらまた付き合ってあげるから。バイバーイ」

　嘘うそか本気かわからない軽口を叩たたくと、翼は選抜校区の校舎がある方へと歩き出した。

　黙って見送る京一郎は一人になると、由良のことを思い出した。

　あいつ……何だか、寂しそうな顔してたけど……ちょっと、悪いことしたな。そもそも、時とき村むら由ゆ良らであるあいつが、時村家のために俺おれの監視をするなんて普通のことで、それは俺もわかってたことなんだし、それにあの紅あかい瞳ひとみの吸血鬼も、由良が何かしたってわけじゃないんだから……

　少し前から、京きよう一いち郎ろうはそれを思い、一人で反省していた。

　時村に対して気に入らないことがあるとしても、それは由良のせいではない。むしろ由良にも、時村の人間として苦労していることが絶対にあるはずなのだから。

　……謝るか。別に、俺が何か悪いことしたってわけじゃないけど、あのときの態度はちょっと冷たかったからな。あいつのことだから、謝ったらもう気にしないと思うし……

　謝る決意をすると、京一郎は由良と別れた場所に戻ることにした。

　京一郎に言われたとおり帰ってしまい、もういない可能性が高かったが、万が一まだいるのだとしたら、なるべく早く顔を合わせて謝ったほうがいい。

　京一郎は駆け足で移動し、由良を突き飛ばしてしまった二階の廊下へと戻ってきた。

　当たり前のことかもしれないが――そこにもう由良の姿はなかった。

「そうだよな……あんなこと言われたら、さすがのあいつも帰るよな」

　一気に罪悪感がこみ上げてくる。

　明日顔を合わせたら、一番最初に謝ろうと心に決めた。

「？……あれは？」

　由良が持ち歩いていたＵＳＢメモリーが落ちている。どうやら、回収するのも忘れてしまうくらい、京一郎の態度がショックだったようだ。

「あいつ。俺の秘密が入った物を、落としたまま忘れるって……」

　その原因も自分だと思うと、胸が痛い。

　明日一緒に返してやろうと思い、京一郎はそれを拾ってポケットにしまった。

　そして帰ろうとする。

　そこに、選抜校区の制服が目に入った。

「由良……………何だ。まだいたんだ」

　ホッとした気持ちになり、京一郎は由良のほうへと歩き出す。

　心は、さっきの態度を謝ろうという思いで一杯だった。

「おいっ。由良。迎えに来たぞ。さっきは悪かったから、とりあえず一緒にかえ――ッ」

　喉のどが潰つぶれて、心臓を鷲わし掴づかみにされた気分だった。

「由良……お前……何で……」



　由良の瞳は、紅かった。



　力のない空っぽの瞳でこちらを見ている。

「お前、その瞳ひとみ、何で……………」

　同じ。あのときの、あの吸血鬼が持っていた紅あかい瞳と同じ。

　違うのは、そこに相手を突き殺すような、純で強烈な殺意があるかどうかだけ。

　絶対のトラウマになっている、紅い瞳がそこにはあった。

　由ゆ良らが京きよう一いち郎ろうを見つける。何も言わず、由良は近くの窓ガラスを、素手で殴りつけた。

「お前ッ。何して……」

　物音一つない校舎に、ガラスが割れる強烈な音が響き渡る。

　素手でガラスを破砕した由良の手は、血が流れ出し赤く染まっていた。

「……………由良？」

　空っぽの目のまま、由良は京一郎に近づいてきた。

　情けない話だが怖くて、逃げ出すことすらできない。

「……」

　無表情で近づいてくる由良。

　何もなかったはずの手に――ナイフが握られていた。

　由良はそんな物は絶対に持っていないはずだ。持っていたとしても、握り締めるようなことは絶対にしない。

　だけど今の由良は――



    

  
    
      



    

  
    
      

　何の感情もない顔で、ナイフを持って京きよう一いち郎ろうに近づいてきた。

「由ゆ良ら……ちょっ……まっ……」

　金かな縛しばりにあったように、体が動かない。

　同じだった。あのとき、あの紅あかい瞳ひとみの吸血鬼と出会ったときのように――怖くて、何もできなかった。

　すぐそばまできた由良は、何も言わないで京一郎の首を掴つかんだ。その手にこもった力は、由良とは思えないほどに強い。

「ゆ、ら……やめ……………」

　殺される。

　あのときと同じ。ただその思いだけが――京一郎の心の全すべてを蹂じゆう躙りんしていった。

　そしてあのときの吸血鬼と同じように――

　由良が京一郎の血を吸おうと、首に顔を近づけてきた。

「相あい崎さきさんッ。その人から離れてくださいッ」

　名前を叫ぶ声が聞こえ、京一郎の金縛りが解とける。後ろに下がり由良との距離を取ると、京一郎は声の主を確認した。

　赤い髪の毛。小さな体。

　普通校区の制服を着た、鳴なる神かみ菊きくがこちらに向かって走ってきていた。

「鳴神さんッ」

　菊は、赤い羽は衣ごろものようなものを身に纏まとっていた。

　京一郎はあれを知っている。初めて菊と出会い、襲われたときに菊が武器にしていた不思議な羽衣だ。

「その人は危険ですッ。こちらの校区に現れて、血を求めて彷徨さまよっていた吸血鬼はその人ですッ」

「なッ――」

　耳を疑うセリフだが、今は説明を聞く余裕などありはしない。

　羽衣を纏った菊は、ナイフを持った由良と対たい峙じする。悪ふざけや、冗談といった雰囲気は欠片かけらもありはしない。

　鳴神と時とき村むら。吸血鬼と吸血鬼を狩る者。

　相反する二つの存在が、何の邪魔もなく向き合っているだけだった。

「やっぱり、あなただったんですね。あなたが時村だということを知り、放課後になると現れる吸血鬼の話を聞いてから、まさかとは思ってましたけど……やっぱり、時村は信用できない一族です。結局、あなたたちは自分たちを守るために他者の血を求め、吸血鬼を支配しようとしてるだけなんですから」

　怖い顔でそう言うと、菊はありったけの敵意を由良に向けた。それに対して由良は、何の反応も示さない。

　目の前で飛び回る虫を叩たたき落とすかのように、当たり前のように菊きくにナイフを向けた。

　ワンステップで近づき、振り上げたナイフを弧を描くように振り下ろす。菊はそのナイフを羽は衣ごろもで受けると、勢いのまま素直に受け流した。

　何してるんだ？　この二人……これじゃあ、まるで……

　二人は殺し合っている。

　理解すると、そこで思考が止まってしまった。

　更に由ゆ良らの攻撃は続く。

　低い姿勢から一気にナイフを振り上げる。菊は軽く後ろに飛んで、それをかわした。

「……」

　相変わらず一切の言葉を発さず、由良は攻撃を続ける。

　手に握られている一つのナイフが、振り上げた瞬間、指の間に挟まれた三本のナイフに変わる。ほんの一瞬で、由良は手品のように、操るナイフの数を増やした。

　そしてそれを、弾丸のような勢いで投げつける。

「くぅッッ」

　羽衣で受ける菊だが、全すべては受け切ることができない。

　一本のナイフが、彼女の白い太ももを切り裂いていった。

「……」

　言葉どころか気持ちすら見せず、由良は再び手を振り上げ、指の間にナイフを挟む。今度は両手。合わせて六つのナイフが、菊目掛けて投げつけられた。

「あぁッ――ッぅ……」

　五本までは何とか羽衣で叩き落とした。

　だが防ぎきれなかった一本が――菊の肩に突き刺さり、血を流させていた。

「鳴なる神かみさんッ」

　止まっていた思考が動き出す。

　目まの当あたりにした赤い血に反応し、京一郎が菊の名前を呼ぶと、由良は何の感情もない空っぽの瞳ひとみで京きよう一いち郎ろうを見つめてきた。

　そして、またしてもゆっくりと、京一郎に向かって歩き出す。

「相あい崎さきさんッ、逃げてくださいッ。その人はあなたの血を吸うつもりなんです。だからッ」

　叫ぶ菊に対し、黙れと言わんばかりに由良がナイフを創つくりだす。

　今度は、手に握っているというレベルではない。

　由良の体の周り――何もない空間に、無数のナイフを出現させた。

　そのナイフは明らかに浮いている。まるで由良を守るかのように、無数のナイフが由良の体を取り巻き、浮いていた。

　そしてそのナイフを、由ゆ良らは自分の意思で操る。

　無数のナイフの切っ先は――敵てきである菊きくのほうを向いていた。

「由良ッ。やめろッ――」

　京きよう一いち郎ろうの叫びも虚むなしく。

　ナイフは――傷を負って満足に動けない菊を貫つらぬこうとしていた。

「はい。そこまでよ、時とき村むらの妹さん。まさか、あんたがその状態になるなんて思いもしなかったけど……ニャン子に後輩の面倒を見てやってくれって頼まれたわけなんだから、あんまり無む茶ちやはさせないわよ」

　菊や由良とは違う、別の女性の声がする。

　聞こえた瞬間、由良のナイフは動きを止めた。

「四し方ほう堂どう……さん」

　こんな状況だというのに一切慌てることなく、翼つばさは余裕溢あふれる態度で髪をかきあげた。

　髪をかきあげる仕草に合わせ、由良のナイフのように、翼の周りにさっきまでなかったものが創つくりだされる。

　それは赤い蝶ちよう。

　大きな羽を優雅に羽ばたかせる蝶が一匹。

　翼の周りを飛び回り、彼女の指先に止まった。

「はーい。相あい崎さきくん。一人にしたのは失敗だったかなって思って、帰ってきてあげたわよ。そしたらガラスが割れる大きな音がして……来てみたらこれよ。怪け我がはない？　大丈夫？」

「お、俺おれは大丈夫ですけど……鳴なる神かみさんが……」

「そっちの赤毛の子が、例の鳴神って子ね。いいわ。義理はないけど縁はあるみたいだから、まとめて面倒見てあげる」

　奥歯を噛かみしめ痛みに耐えながら、菊が肩に刺さったナイフを抜く。助けに来てくれたわけだが初対面であるため、菊は警戒した目で翼を見ていた。

「詳しい話は後でってことで勘弁してね。とにかく今は、こっちをどうにかするから」

　由良の興味が、菊から翼に移る。だが瞳ひとみの色は相変わらず紅あかのままで――

　本能的に、目の前の敵を排除しようとしていた。

　由良が指の間に三つのナイフを創りだす。

　風を切る音がするほど素早く手を振り、三つのナイフを翼に投げつけた。

「おっと。悪いけど、そんな単純な攻撃が通用するほどあたしは簡単じゃないわよ」

　足取りも軽く、翼は颯さつ爽そうとナイフをかわす。顔つきは余よ裕ゆう綽しやく々しやくといったところで、深刻さよりも気軽さのほうが目立っていた。

「あんたには何の恨みもないけど……事情が事情だから、少し手荒くいくわよ」

　迷いのないステップで由良との間合いを詰めていく。そのすぐそばを、赤い蝶が付き従うように飛んでいた。

　翼つばさと由ゆ良らの距離が縮まっていく。

　近づく敵てきに対し由良が見せたのは、自身の周りを浮遊する無数のナイフだった。

　それを見た瞬間、翼の足が急ブレーキをかけて止まる。

「え？　ちょっと待ってよ。それは少し予想外な……」

　余裕が消えると、翼は露骨なまでに慌てた顔を見せた。

　そんな翼を意に介さず、由良のナイフが無慈悲に撃ち出される。

「あ、こらちょっと待ってって――」

「四し方ほう堂どうさんッ」

　無数のナイフが翼を貫つらぬく――その結末は、簡単に予想できるものだった。

　だが、四方堂翼は――そんなに簡単な女ではない。

「……………赤い、蝶ちよう？」

　次の瞬間。京きよう一いち郎ろうの視界に映ったのは、翼を守るように飛ぶ無数の赤い蝶だった。

　撃ち出されたナイフの盾になるように、赤い蝶がその身を捧ささげて翼を守る。ナイフの切っ先が赤い蝶に触れると、両者は共に赤い霧になって消滅してしまった。

　数え切れないほどのナイフが、数え切れないほどの赤い蝶と共に消えていく。

　そうして作り出された赤い霧の中――

　翼は、見み惚ほれてしまいそうなほど凛り々りしく美しい顔をして立っていた。

　余裕の態度で髪の毛をかきあげる。

　その立ち姿を見て、京一郎は葵あおいが言っていた「いざというときは頼りになる」という言葉を思い出した。

　だが、ピークが過ぎるとすぐに、見慣れたいつもの翼に戻る。

「ああ……ビックリしたッ。本当にもう、予想外のことはやめてよね」

　絵にかいたように、慌てふためいた顔をしている。

　京一郎は、葵が言っていた「普段はヘッポコ」だという言葉を思い出した。

「まあ、ビックリはしたけど、その程度の攻撃だったらあたしには通用しないから。それがわかったんだったら、大人しく降伏するってことで――」

　由良は翼の言葉を聞いていなかった。

　空っぽの目のまま、適当な方向を見つめていた。

「聞こえてないか……残念ね。吸血鬼は、そうなったらいけないのに……」

　悲しそうに、翼はそう呟つぶやいた。

　その言葉がきっかけになり、この場の空気が重くなる。

　どうしてこうなったのかはわからない。

　ただ、この先にあるのは悲しい結末だということを、空気が教えてくれていた。

　突然、由ゆ良らの視線が京きよう一いち郎ろうのほうを向く。

　忘れていた目的を思い出したかのように、由良は京一郎目掛けて走り出した。

「相あい崎さきさんッ。駄目ッ。逃げてッ」

「ヤバッ。相崎くん、逃げなさいッ」

　菊きくと翼つばさが、悲鳴にも似た声でそんなことを叫ぶ。だが、駆け寄る由良の動きは京一郎よりも速く、あっという間に押し倒されてしまった。

「ちょっと待ってよッ。これ以上面倒くさくなるのはゴメンよッ」

　翼が助けに入ろうとする。だが、由良が創つくり出したナイフが飛んできて、その足が止まってしまった。

　ほんのわずかな時間だが、邪魔するものは何もない。

　倒れている京一郎の肩を掴つかむと、由良は顔を近づけ血を吸おうとしてきた。

　やばい……

　ほとんど全すべての意識が、抵抗することを諦あきらめる。

　何かしても、それ以上の力で押さえつけられ血を吸われる。

　それを、体中全ての細胞が理解してしまっていた。

「………………」

　だが、いつまで経たっても、由良の唇くちびるが体に触れることはなかった。

　今にも泣き出しそうな顔で――由良は、京一郎を見つめていた。

「由、良……………」

　小さな声で名前を呼ぶと、由良は泣き出しそうな顔のまま立ち上がった。

　そして、誰だれもいない暗くら闇やみに向かって走り出していく。

「由良ッ」

　逃げ出していく由良を追いかける者は、誰もいなかった。

　静せい寂じやくがこの場を支配する。京一郎は体を起こし、由良がいなくなった方向を見つめた。

「あいつ……何で……」

　急転する事態に呆ぼう然ぜんとしていた京一郎に、翼が声をかける。

「あれが、吸血鬼として覚かく醒せいした人間の姿よ」

「四し方ほう堂どう、さん……」

「さっきあたしが言った、血を吸うことしか考えられない鬼の姿よ。ああなったら、もう誰かの血を吸うまでは止まらないわ。そして、血を吸ったらもうそこで完全に終わり。今度は人間としての意思を持ったまま、血を吸うことを目的に生きていくことになるの」

　翼のセリフ全てが、とても冷たく感じられた。

　聞きたくない現実を突きつけられると、いつもこんな気分になる。

「私たちは……鳴なる神かみは、あの状態になってしまった吸血鬼を狩るために存在しています」

　翼つばさに続き、菊きくが歩み寄ってくる。

　足からはわずかだが血が流れ、貫つらぬかれた肩の傷を、菊は手で押さえていた。

「吸血鬼としての血が濃い人は、『血の共鳴ブラッドシンパシー』という特殊な力を使います。それは、他者に対して自分が思い描いた幻を見せる力のことで……今見たように、実際に人を傷つけることもできます。そしてその力は、他者の血を吸うことで強化されていきます。私たちが吸血鬼を倒さなければいけないと思っている一番の理由はそれです。血を吸うことで力を増した吸血鬼が、他者を傷つけながら血を吸い続ける。それを恐れているんです」

　そばまでくると、菊は京きよう一いち郎ろうの体に触れ、安否を気にしてくれた。

　自分の体からは、血が流れているというのに……

「私は風紀委員なので、普通校区でのことだったら何でも耳に入ってきます。その中にあったのが、放課後に現れるという選抜校区の生徒の話でした。その人は何も考えてないような顔で、校内をうろついているらしくて……容姿と風ふう貌ぼうを聞いて、一度見たことがある、相あい崎さきさんと一緒にいた女の人だと思いました。それを知ったのが昨日、相崎さんと喧けん嘩かをする前で……その真偽をはっきりさせるために、今日相崎さんを呼び出し話をしようと思ったんですけど……」

「そ、そうだッ。それで俺おれも言われたとおり、鳴なる神かみさんに会いに来たんだけど……今までどこにいたの？　連絡しても返事がなかったから心配して……」

　髪の毛と同じように頬ほおを赤くして、菊が恥ずかしそうに顔を逸そらす。

「ちょ、ちょっと、携帯のほうを家に忘れてしまいまして……」

「は？　詳しく待ち合わせの場所を指定しないで、人を呼び出したのに？」

「だ、だって……夜にメールを打って、すぐに寝ちゃったんですもん。あ、あんな長文書いたの初めてだから、すごく疲れて、ぐっすり眠っちゃって……ちょっと寝坊して、朝がバタバタしてたものですから携帯を忘れちゃって……私も悪いと思ってますよっ。だから……いじわる言わないでください」

　モジモジした態度で、京一郎に対して言い訳をする。その姿が高校生とは思えないほど幼げで、京一郎は悲しくなった。

「それで、第一校舎を隅々まで捜さがせば、相崎さんに会えると思って色々歩き回ってたんですけど……一時間もした頃ころに、そこが第一校舎じゃなくて、第二校舎だってことに気づいて……私だけのせいじゃないです。広すぎる、この学校が悪いんです……」

　選抜校区に比べると、普通校区は圧倒的に広い。校舎だけでも三つあり、何も知らない人間だったら迷子になっても仕方がない広さだ。しかし、菊は普通校区の人間で、待ち合わせの場所を指定した本人なのだから、どんな言い訳をしたとしても虚むなしいだけだった。

　落ち込み気味に、菊は弱々しく言い訳をする。

　だが、今はそんなことはどうでもよかった。

「鳴なる神かみさん。そっちの事情はわかったけど……………何で、由ゆ良らがあんなことに？」

　話題が変わり、菊きくの顔に真剣さが戻る。

　真剣な表情の菊は、戦う者の目をしていた。

「決定的な理由は、本人にしかわかりません。いえ、もしかしたら本人にもわからないかもしれません。吸血鬼として覚かく醒せいするというのは、そういうことなんです。とにかく、誰だれかの血が吸いたくて仕方がない。そしてそのためには手段を選ばない……それが吸血鬼として覚醒した状態なんです」

「でも、由良はまだ誰の血も吸ってないし……第一、あいつが人を襲う吸血鬼になるなんて、そんな馬ば鹿かなこと……」

　由良のことをよく知っているからこそ、京きよう一いち郎ろうはそれを認めることができなかった。

　いつも平和そうに笑っている由良が、人の血を吸うだけの、紅あかい瞳ひとみの鬼になるなんて……考えたくもないことだった。

　話を聞いていた翼つばさが、京一郎を刺激しないように口を挟んでくる。

「相あい崎さきくんも見たでしょ。あの子の紅い瞳を。あれは、血を求める吸血鬼の本能が最大まで高まったときに出るものなの。ああなったときの吸血鬼は、力が強すぎて手がつけられないのよ。それに加えて、血を吸いたいって欲求も異常に高まってるから……放ほうっておいたら危険なのよ」

「でも、あいつは由良なんですよ。危険とか、鬼だとか、そんな……」

「あの人は時とき村むらなんですッ」

　すがるように救いを求めた京一郎に、菊が冷たい事実を突きつける。

「なぜ、時村が吸血鬼を支配しているのか教えてあげます。あの一族は、自分たちの体に流れている吸血鬼の血が、強くて濃いことを知っているんです。だから、その血を恐れた者に殺されるのを恐れて、自分たちが支配するという立場を取ったのです。それを、過去の出来事が証明しています。時村からは何度か、危険な吸血鬼が出たんです。私たちはそれと戦ってきたんです。だから、あの人が……相崎さんが由良と呼んでいる、あの時村の少女が、吸血鬼として覚醒したとしても何もおかしくは――」

「だけどあいつは由良なんだッ。あいつは……そんな、鬼なんて呼ばれるものに――」

　言ってて、虚むなしかった。

　由良の中に、あの紅い瞳の吸血鬼と同じものを、自分の体が感じたのに……

「もしかしたら、過去に吸血鬼に噛かまれたことがあるのかもね。それで吸血鬼になる因子が強くなっちゃって、そこに何かのきっかけがあって、あんな風になったのかもしれないけど……」

　か弱くだが、翼がフォローしてくれた。だがそれでも、認めたくない現実が形を変えたわけではない。

「吸血体質を持ってる人間の間では、時とき村むら姉し妹まいって有名なのよね。それで、あたしもあの子とは軽く面識があるんだけど……………吸血鬼として、時村は間違いなく一級品よ。あの子が血を吸って力を強めたりしたら、もう誰だれにも止められなくなるわ。そうなる前に、何とかして手を打たないといけないんだけど……」

　考えを巡らせる翼つばさと、翼の正体を推測している菊きくの視線が合う。

　先に声をかけたのは翼で、名前を名乗るだけの簡単な自己紹介をすると、菊もそれに合わせ簡単な自己紹介を返した。

「どんな関係なんですか？」

　翼に聞こえないように、菊が小声で尋ねてくる。

「え？　ただの先輩だけど……」

「ただの先輩……そうですか。それにしてはずいぶん仲がいいみたいで。吸血鬼のことも詳しいみたいですけど……相あい崎さきさんの知り合いって、女の人ばっかりなんですね。いいですよ。私は別にそんなの気にしてませんから。ただ、恋人である私に対してそんな姿ばっかり見せるのはどうかと思いますけど……いいですよ。ふん。全然気にしてませんから」

　そんな場合ではないのに、菊は拗すねてしまった。

　どんなときでも困った顔を見せる菊だが、相手をする余裕がないので今は無視する。

「正直、あたしだけで判断するのはちょっと無理ね。ここで変なことして、時村家を敵てきにするのもキツイし。だからって、放ほうっておくわけにもいかないし……」

　一人思い悩む翼。ほんの少し時間をかけ、最善と思える案を捻ひねり出す。

「しょうがない。ここは助けを呼びにいくことにしますか。まだニャン子が学校に残ってるはずだし……ニャン子が残ってるってことは、双子の姉もいるだろうから……」

　吸血鬼を支配する一族として、また、同じ時村の人間として――

　沙さ良らの力を借りる。それが、翼の出した答えだった。





「先ほどの、四し方ほう堂どうさんって人はどういう人なんですか？」

　京きよう一いち郎ろうと菊は、場所を廊下から保健室へと移していた。

　翼は、沙良たちを呼びに行くため、選抜校区へと戻った。携帯で呼び出してもよかったのだが、それだと正確な場所がわからない危険性があるため、翼が案内も兼ね、直接呼びに行くということになった。

　怪け我がをしているということで、菊は校内で待機だ。京一郎はその付き添いとして一緒にいることになり、今は怪我の治療のため保健室にきていた。

　保健室の電灯は点つけていない。明かりを見た第三者が校内に来ることを防ぐと同時に、由ゆ良らに居場所がばれないための処置であった。

　暗がりの保健室。月明かりのおかげで、視界はそれなりに鮮明であった。

　菊きくはベッドに腰掛け、すぐそばに立っている京きよう一いち郎ろうに、翼つばさについての質問をした。

「四し方ほう堂どうさん？　だったら、さっき言ったみたいに、同じ校区の先輩っていうだけだけど」

「時とき村むらの関係者とかじゃないんですか？」

「あの人が？　ううん、どうなんだろ？　関係ないとは言い切れないけど、そんなに親しい関係には見えなかったかな？　本人もちょっと言ってたけど、軽い面識程度しかないと思うよ。で、それがどうかしたの？」

「いえ、特に大した理由があって聞いたわけじゃないですけど……あの人は、多分すごい人です。瞳ひとみが紅あかくなった吸血鬼を相手に、ほとんど普通の状態で対等に渡り合うなんて……羨うらやましいです。私も、あんな風に強い力が欲しかった……」

「鳴なる神かみさん……」

　大した戦いではなかったが、確かに、菊が言うとおり翼は由ゆ良らを相手に善戦していた。それを目まの当あたりにした菊としては、自分の立場もあり、劣等感を覚えずにはいられないのだろう。

「私にもあんな力があれば、あそこであの人を倒すこともできたのに……情けないです。もしもこの先、あの人が原因で被害が拡ひろがるようなことがあれば……それは全部、私のせいです」

　小さな体に宿命と責任を背負い込み、菊は肩を落として落ち込んでいた。

「……鳴神さんは、由良を……彼女をどうするつもりなの？　実は、今日会ったら、俺おれは鳴神さんにそれを聞こうと思ってたんだ。沙さ良らに――時村家の人間に聞いたんだよ。鳴神は、吸血鬼を殺すことしか考えてないって。それは本当のことなの？　そしてそのために……鳴神さんは、俺の血を求めてるって……」

　真まっ直すぐ、京一郎の瞳を見つめてくる。そこに、迷いの色は欠片かけらもない。

「はい。多少大げさな表現はあるかもしれませんけど、大体はその通りだと思います」

　言葉を返す菊に、後ろめたさのようなものはなかった。

「だって、そうしないといけないんですよ。血を吸ってないとはいえ、ああなってしまった吸血鬼は大変危険なんです。誰だれかの血を吸い、力を増す。増した力を利用して、誰かを傷つけ、また人の血を吸う。血を吸われた人が吸血鬼になる因子を持っていた場合、それが原因で覚かく醒せいして、また同じことが繰り返される……そうなったらもう、誰にも止められません。だから、そうなる前に一番の原因である覚醒した吸血鬼を狩るのは当然のことじゃないですか。憎むべき敵てきを守って、守るべき大切な人を失う……そんなの、おかしいじゃないですか？　相あい崎さきさんには、守りたい人はいないんですか？　その人を守るために、他者の血を求める吸血鬼を殺す――それの何が、おかしいんですか？」

　それは嫌いやになるくらい、筋の通った正論だった。

　罪を犯した犯罪者に罰を与える。「それのどこが間違っているの？」と言われたようで、京きよう一いち郎ろうは沈黙することしかできなかった。

「だから私も、何とかしてあの人を倒したかったんですけど……残念です。あの人は、私が敵かなう相手じゃなかったです。宙に浮かぶナイフみたいな、完全な幻を作り出せるほどの相手……今の私じゃあ、どうしようもないです」

　励はげましの言葉が思いつかない。

　本人である菊きくが言うとおり、赤い瞳ひとみの由ゆ良らと、菊の力の差は相当なものであった。

「でも、それでも……私は戦います。諦あきらめたりしません。だって、私は鳴なる神かみなんです。人の血を吸おうとする吸血鬼は、私がどうにかしないと……………ッう……」

　ベッドから降りると同時に、菊が苦痛に顔を歪ゆがめる。肩には由良のナイフによってつくられた傷があり、そこから流れる血が、菊の手を赤く染めていた。

「無理だよ。鳴神さんは怪け我がしてるんだし、それに、自分でも言ってたように、全然敵わなかったんだから。ここは、四し方ほう堂どうさんが沙さ良らたちを呼んでくるのを待って――」

「待っててどうなるんですか？」

「そ、それは……」

「何も変わりませんよ。肉親が来たからといって、血を求めて正気を失っている吸血鬼が元に戻ることはありません。その程度で解決するんだったら、私たちのような存在は必要ないじゃないですか。ああなってしまった吸血鬼は……もう、人の敵てきとして、相手をするしかないんです」

「それって、結局は……」

「殺してしまうか、自由を奪って一生監視つきで生きていくか……二つに一つです」

　殺すか、奪うか。

　その言葉が向けられている相手は由良だ。

　幼おさな馴な染じみとして一緒に育ってきた、あの女の子だ。

　馬ば鹿かな……由良が、あいつが……殺されるか、ずっとどこかに閉じ込められるかなんて……そんなこと、あるわけ……

　冷静さを失い、今にも叫びだしそうだった京一郎は、気を逸そらすために制服のポケットに手を突っ込んだ。

　これは……

　そこにあったのは、由良が落としたＵＳＢメモリーだった。

「……鳴神さん」

「何ですか？」

「ちょっと、やりたいことができたから……部屋を出たいんだけど」

　菊が訝いぶかしげな表情を浮かべる。だが、京一郎の心情を察し、特別に部屋を出ることを許可してくれた。

「いいですけど……すぐに戻ってきてくださいよ。決して、一人でどうにかできると思わないでください。あれは、もうあなたが知ってる時とき村むら由ゆ良らではないんです。無意識のまま、人の血を求める吸血鬼なんです。だから絶対に、無む茶ちやをするのは禁止ですからね」

「ああ、わかってるよ」

　か弱く返事をすると、京きよう一いち郎ろうは菊きくを残して保健室を出た。

　その足で階段に向かい、二階に上がる。

　たどり着いたのは、パソコンが置いてあるコンピュータールームだった。

　扉を開けて、中に入る。京一郎は近くのパソコンを起動させると、由良が落としたＵＳＢを差し込んだ。

　こんなことをしてる場合じゃないのはよくわかっていた。

　でもなぜか、この中にある「何か」を見ないといけないような気がした。

　何やってるんだろ……俺おれ。こんなときに、由良が集めた俺のどうでもいい秘密なんて、見なくていいのに……

　マウスを操作し、ＵＳＢの中にあったデータを確認する。



　あったのは――たった一つの、画像データだけだった。



「これは？」

　それは、子供の頃ころの由良と沙さ良ら。そして京一郎が写った、一枚の写真だった。

　それだけが、由良がいつも持ち歩いていたＵＳＢメモリーの中にあった。

　そしてそれだけしか――

　そこにはなかった。

『京一郎くん。あのね、昔……キミと由良と沙良ちゃんの三人で、写真撮ったの覚えてる？　小学生の頃に撮った写真で……あの頃が一番楽しくて、あれが由良の一番大切な思い出なんだけど……京一郎くんは、覚えてるかな？』

　彼女がそう言ったとき、俺は何て答えた――

『由良が――時村由良で、ごめんね』

　あんなことを言った彼女の気持ちを、俺は考えてあげたのか――

『監視だなんて……そんな、由良と京一郎くんの友情にヒビが入るようなことは、言わないでほしいな』

　一番苦しんでいたのは誰だれで――

『京一郎、くん……ごめん。謝るよ。謝るから、だから……』

　一番怖い思いをしていたのは誰で――

『だが、いつまで経たっても由ゆ良らの唇くちびるが体に触れることはない。

　今にも泣き出しそうな顔で――由良は、京きよう一いち郎ろうを見つめていた。』

　気がつくと――

　――泣いてしまっていた。

　何で俺おれは……もっと真剣に、あいつの話を聞いてやらなかったんだ……もっと真剣にあいつを見ていれば、何か……こうなってしまう前に、何かできたはずなのに……

　時とき村むらの宿命を、由良は知っていた。

　いつか、吸血鬼として覚かく醒せいしてしまうのではないかと、由良はずっと一人で怯おびえていた。

　それを、誰だれにも言うことができなかった。

　たった一人で抱えて――

　たった一人で、苦しんで――

　気づいたときには、もう手遅れだって言われて――

　俺は、俺は……

　由良がどんな気持ちだったのか？

　考えると、涙が止まらなくなった。



　何度、何回…………俺は、あいつの助けてって言葉を、聞き逃してきたんだろう……



　後悔しても、時間はもう戻らない。

　たどり着く結末は、もう決まっていた。

　殺されるか、奪われる。

　その二つのうちどちらかが――彼女に訪れるだけだった。

　何か、何かないのか？　そんなの、俺は絶対に認めないぞ。まだ、何かあるはずだ。このまま終わるなんて絶対に嫌いやだ。こんな結末、俺は絶対に受け入れたり―――――

　京一郎は、自分の首筋に触れた。

　そして思い出す。

　過去に出会った、蒼あおい十字架をした女性の言葉を。

『君の血は何のためにあると思う？』

　俺の血は……

『吸血鬼に好かれる特殊な血とかどうとか、そんなのは関係ないわ。人間だったらみんな一緒。君が望んだ理想の結末を現実のものにするために、君の血はあるの』

　まだ……まだ終わっていない。

『だから、最後まで諦あきらめたら駄目よ。君の血は、そのためにあるんだから』

　最後まで、自分ができる何かを探すために――京一郎は足あ掻がかなくてはいけなかった。

　京きよう一いち郎ろうはパソコンの電源を落とすと、ＵＳＢをポケットにしまい部屋を出た。

　最後の希望を信じ、菊きくが待っている保健室へと戻っていく。

　保健室のドアを開けると、少し驚いた様子で菊が京一郎の顔を見た。

「あ、おかえりなさい、相あい崎さきさん。用事はもう終わったんですか？　私のほうも、あなたがいない間に怪け我がの手当てを――」

「鳴なる神かみさん」

「な、何ですか？　何があったのか知りませんけど、そんな怖い顔しないでください。仮とはいえ恋人なんですから、もう少し、私を見るときは優しい目で……」

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』を吸った吸血鬼は、どうなるの？」

　不意に現れたその言葉を聞き、菊の顔つきが変わった。

「……突然どうしたんですか？　確かに、私はその血が欲しくて、あなたの恋人になったわけですけど……今、弱みに付け込んで血を吸わせろなんて言うつもりは……」

「教えてくれ。俺おれの血を吸ったら、鳴神さんはどうなるんだ？」

　京一郎の気持ちに押され、菊は言葉を失う。

　一度深く瞳ひとみを閉じると、覚悟を決めた目で京一郎を見つめた。

「力を、手に入れます。吸血鬼を遥はるかに上回る強い力を。そして畏い怖ふと尊敬を込めて、吸血姫レイブラツドと呼ばれるようになります」

「具体的には？」

「それは、実際に血を吸ってみないと、何とも言えませんけど……」

「じゃあ聞き方を変えるけど……その力で、由ゆ良らは救える？」

「それは……」

「大事な話なんだ。俺も鳴神さんと同じくらい、覚悟を決めたんだ。だから教えてくれ。俺の血に、由良を救う可能性は残ってないのか？」

　奥歯を噛かみ、菊は返答を躊ちゆう躇ちよする。しかし、京一郎が本気だということを知ると、菊はゆっくりと口を開いた。

「ある……かもしれません。私も、実際に吸血姫を見たことがないので、人に聞いた話になりますけど……吸血姫には二つの力があるんです。一つは、紅あかい瞳の吸血鬼すらも凌りよう駕がする、圧倒的な幻覚能力。そしてもう一つは、吸血鬼の血を吸うことで、相手の幻覚能力を奪ってしまうという力……『血の共鳴ブラッドシンパシー』にかかわる力を奪ってしまうだけで、それで相手の吸血衝動が無くなるかと言われたら、正直よくわかりませんけど……可能性が無いとは言い切れません」

「そっか。じゃあもう一つ、鳴神さんに大事なことを聞きたいんだ。鳴神さんは何で、力を求めてるの？　鳴神としての立場があるとしても、鳴神さん自身が傷ついてまで、力を求める理由なんて何もないはずなのに」

　菊きくは一歩も引かず、京きよう一いち郎ろうを見つめ返してきた。

　大切な答えが自分の中にある。目を見てるだけで、それがわかった。

「尊敬してる人がいたんです。その人は私に吸血鬼としての力の使い方を教えてくれた人で、私が失敗しても励はげましてくれる、とても優しい人でした。その人は鳴なる神かみ家とは全然関係ない人でした。だけど吸血鬼と戦っていて……すごく強かったのを、今も覚えています」

　その思い出が菊にとってどれだけ大切なものなのか？

　普段とは違う、穏やかな顔つきから推おし量ることができた。

「その人は吸血鬼に対しても優しかったんです。結局は自己満足なんだけどって言いながら、目に映る全すべての人を助けようと、最後まで諦あきらめないで頑張るような人でした。私は、あの人になりたかったんです。弱さを見せないで、強くて優しくて格かつ好こよかった、あの人になりたかったんです。だから私は、あの人からたくさんのことを学ぼうと思って、いつもあの人のそばにいました。だけど、それができなくなってしまう事件が起こったんです」

「時とき村むらから出た、紅あかい瞳ひとみの吸血鬼……」

　菊は深く、首を縦に振った。

「本当だったら、私がどうにかしないといけなかったんです。それが、鳴神家に生まれた私の宿命だから……だけど、そのときの私は、どうしようもないくらい弱くて……何もできなくて……」

　菊はうつむいていた。

　そのままにしておくと、涙を流してしまいそうだ。

「最後の決着をつけるために、あの人は紅い瞳の吸血鬼の下もとに向かおうとしました。当然、私はそれについていこうとしました。何の役にも立たないのはわかっていました。だけど、何もしないでただ待っているのは嫌いやだったから、私にも何かできることがあるんじゃないかと思って……私はあの人についていこうとしました。でも、あの人はそれを許してくれませんでした。自分に何かあったとき、鳴神の血を引くあなたまでいなくなったら困るって言って、私を置いていってしまったんです……………そして、あの人は帰ってきませんでした。一人で決着をつけにいって、もう二度と、姿を見せることはありませんでした」

　左手の甲を使い、菊がそっと自分の瞳を撫なでる。

　見える瞳は、ほんのわずか濡ぬれていた。

「あのとき……私に力があれば、結末は変わっていたはずなんです。あの人は私を連れていってくれて、助けたかったあの人を助けることができたはずなんですッ。でも、私は弱かったから、何もできないで……」

「……」

「結局、噂うわさでは、時村から出た吸血鬼を倒したのは鳴神だということになりました。だけど事実は違います。鳴神とは関係ないあの人が、たくさんの人のために戦って……いなくなったんです」

　その話を聞いた京きよう一いち郎ろうの頭に、一人の女性の姿が浮かんだ。

　蒼あおい十字架と出会ったのは、運命だったのかもしれない。

「本当のことを言うと……あなたの血のことは、その人に教えてもらったんです」

　菊きくは顔を上げ、京一郎を見つめた。

　思い出に対する気持ちの整理はついているようで、京一郎を見つめる目に悲ひ愴そう感かんはない。

「『赤の極点クリムゾン・ブラツド』という名の、特殊な血。吸血鬼に強大な力を与えるにもかかわらず、デメリットとなるような副作用は一切ない真紅の血液。あの人はその血の存在と、その血の持ち主のことを私に教えてくれました。それがあなたです。だから私はあの日、あなたの前に現れたんです。あなたの血が与えてくれる、力が欲しくて」

　時とき村むらだけが知っているはずの『赤の極点』。

　時村以外でその血の存在を知っているのは、一人しかいない。

「鳴なる神かみとして戦っていれば、いつかきっと、私が憧あこがれていたあの人になれると思うんです。そしてあの人が何を考え、吸血鬼にも優しくしていたのかがわかるような気がするから――私は、あなたの血が欲しいんです。もう、自分が望まない結末になるのは嫌いやだから……」

　最後まで、あの人は諦あきらめなかった。その結果自分がどうなってしまおうと、あの人は最後まで諦めないで、自分が望む結末のために戦い続けた。

「その人って、どんな人だったの？」

　京一郎の問いに、菊は真まっ直すぐな瞳ひとみで答えた。

「十字架を……ガラスでできた、蒼い十字架のネックレスをしている人でした」



『いつかきっと、君のことを必要とする人と出会うと思うから』



　甦よみがえる記憶。

　運命が交差する。

　蒼い十字架は、真紅の血と、それを求める赤毛の吸血鬼の出会いを演出した。

　京一郎の、最後の覚悟が決まった。

「鳴神さん」

「はい？」

「俺おれの血を吸ってくれ。俺が最後まで諦めないために――俺たち二人で、戦うんだ」

　月明かりが照らす保健室。

『赤の極点』と、それを求める少女の――血の契約が始まろうとしていた。



    

  
    
      




４　「緋ひ焔えんの吸血姫レイブラツド」



　京きよう一いち郎ろうの申し出に対し、菊きくはわずかに動揺した顔を見せた。

　あんなにも嫌いやがっていた人が、自分の血を差し出そうとしている。その覚悟を、推おし量りきれていないようだ。

「相あい崎さきさん……本気ですか？　あなたの血を求めたのは確かに私ですけど……血を吸った結果、どうなったとしても責任は持てませんよ。私はその力で、あなたが気にかけている時とき村むらを根絶やしにしてしまうかも……」

「そんなことはさせない。これは俺おれとキミの契約だ。俺はキミに血と力を与える。だからキミは俺の言うことを聞くんだ。必要以上に由ゆ良らを傷つけることは許さない。俺が諦あきらめない限り、キミは由良を助けるために戦うんだ」

「……同じ条件での契約ということですか？　でも、私がそれを拒否したら……」

「拒否は許さない。俺も同じだけのものを賭かける。だから戦うんだ。俺たち、二人で――」

　あくまでも強気な京一郎に対し、菊は戸と惑まどい、一歩引いてしまった。

　結果、主導権を握ったのは誰だれなのか？　二人の表情が物語っていた。

「……………わかりました。あなたの血を貰もらう代わりに、私はあなたの命令をきくことにします。だけど、あくまでもきける範囲での命令だけです。もうどうすることもできないと、私が判断したときは――」

「わかってるよ。そうなったら、鳴なる神かみさんの好きにしたらいい」

　覚悟を決めた顔で、菊が頷うなずく。

「契約……成立ということですね。では、私はあなたの血を吸わせてもらいますが……」

　突然、菊が困った顔で京一郎の顔を見つめる。

「ちょっと、高さを合わせてくれませんか？　その位置だと血が吸いにくいです」

「え、ああ、ごめん」

　適当に辺りを見回すと、京一郎の視界にベッドが飛び込んできた。そこに腰を下ろし、菊が血を吸いに来るのを待つ。

　だが、菊は顔を赤くしてモジモジしているだけで、いつまで経たっても京一郎のそばにこようとはしなかった。

「どうしたの？　時間が無いんだから、早く――」

　焦る京一郎に、菊が恥ずかしそうに告げる。

「あ、あの……私、初めてなんです。だから、ちょっと、緊張しちゃって……だって、男の人の首に噛かみつくなんて……………へ、変じゃないですか？　そ、そういうのは、恋人同士がやることだと、思いますけど……」

「俺おれの恋人になってやるって言ったのは、鳴なる神かみさんだろ？　だったら、こんな大事な場面で照れてないで、さっさとやることやってくれよ」

「わかってますッ。わかってますよ……だけど……やっぱり緊張するから……ぶう。いじわる、言わないでくださいよ……」

「ああもうッ。そんなこと言ってる場合じゃないからッ」

　菊きくの腕を掴つかみ、強引に引っ張り寄せる。

　京きよう一いち郎ろうの行動に驚き、菊は高い声で「きゃ」と言った。

「あ、あ……ちょっと、待ってください……初めてだから、優しく……」

「優しくするのは鳴神さんのほうだろ」

　そう言うと、京一郎は抱きしめるように、菊の顔を自身の首筋へと導いた。

　興奮した呼吸が耳元で聞こえる。少しすると、呼吸音が止まり、生なま唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「あっ……い、いきます……」

　そして、首筋に甘い痛みが走った。

　噛かまれているというのが、嫌いやでも自覚できる痛みだった。歯が肉に突き刺さっている痛みが、首筋から体中に拡ひろがっていく。たまに菊の舌の感触が、忘れられない熱と共に首筋に伝わってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　やっぱり……噛かまれたら、痛いもんだな。血を吸われてるって感じはしないけど……肉を、噛まれてるっていう感覚だけは……

　どれだけの間、そうしていただろう。

　突とつ如じよ、菊きくが力を込めて京きよう一いち郎ろうをベッドに押し倒す。

「おっ」

　声を上げた京一郎を気にすることなく、菊は首を噛み続ける。もはや一心不乱といった状態で、体中全すべてを擦こすりつけるように、京一郎に体を預けてきた。

「……ぅんっ……あっ………かぷ……」

　一度唇くちびるを離すが、すぐにまた強く噛みついてくる。それと同時に、菊が動物の鳴き声のような声を漏もらした。

　聞いた瞬間、思わず京一郎は菊の体を抱きしめてしまった。

　首筋で、絶対に離れたくないといった様子で、頭を振りながら噛みつき続ける菊が――なぜか、愛いとしく思えてしまった。

　時間にして一分程度。

　唇を離すと、菊は噛んだ箇か所しよを、猫のように舌先で軽く舐なめた。

　行為が終わり、菊が体を起こす。馬乗りになり、ぼうっとした目でこちらを見ている。

「……」

　いつもとは種類が違う赤い顔。どうしたらいいのかわからないといった顔で、菊は京一郎を見下ろしていた。

「あ、あの……も、もう一回いいですか？」

「え？」

「ああッ。いえ、違いますッ。何でもないですッ……気にしないでください」

　京一郎の体から降りる。ベッドの上に移動した菊は、なぜか正座だった。

「……」

　真っ赤な顔で、チラチラと上目遣いで京一郎の様子を窺うかがってくる。

「あ、あの……よ、よかったです。上う手まくは、言えませんけど……満足、しました……」

　すっかり骨抜きになってしまった菊を正気に戻すため、顔の前でパンッと強く手を叩たたく。

「鳴なる神かみさんッ。何恥ずかしがってんのッ。今はそんな場合じゃないだろ？」

　ショックを与えられ、菊が正気に戻る。

「あ、そうでした。相あい崎さきさんに血をもらったんだから、私も、やることを……」

　京一郎と目が合い、菊が沈黙する。顔が急激に赤くなり、そのままうつむいてしまった。

「あのぅ……あんまり見ないでください……はずか、しい……………やめてください……見つめ続けるなんて、いじわるです……」

　大丈夫かな、この調子で……

　心配そうな顔で菊きくを眺める。冷めた視線を敏感に察し、菊は自分を取り戻した。

　気合を入れなおすために、菊が自分の頬ほおを強く叩たたく。

「よしッ。とにかくこれで、準備ができました。後は、あなたとの約束を守るだけ、で……ちょっと、待ってください……しばらくは、私を見つめないでください……照れちゃいます……」

　いまだ不安は多々あるが、ともかくこれで、準備が整った。



「何か変わったの？　見た目は、特に何も変わってないみたいだけど」

　ベッドから降りた菊は、行為のせいで乱れてしまった服装を整えていた。その姿を、京きよう一いち郎ろうはベッドに腰掛けたまま観察する。

　京一郎の血を吸ったわけだが、見てわかるような変化は特になく、いつもの菊が、制服の乱れを整えているようにしか見えなかった。

「そうですね。私としても、特にまだ変わったことは起こってませんけど……多分、しばらくしたら効果がでてくると思います。薬みたいなものです。しばらくしないと、効果はないと思いますよ」

「そうなの？　だったらいいけど……もしかしたら、俺おれの血には、特別な力なんて何もないんじゃ……」

「それは、結果がでてみないと何とも言えません。嘘うそか本当か。姫になるか鬼になるか。答えがわかるのは、その瞬間が訪れたときだけです」

　堂々と答える菊は格かつ好こよかった。普段のドジな彼女とは違う、水を得た魚のような頼もしさがそこにある。

「……あ、あんまり見つめないでください。恥ずかしい……」

　だが、しばらく目を合わせていると、普段の菊に戻り、顔を赤くしてしまった。

　威厳を取り戻すために、菊が咳せき払ばらいをし、空気を作り直す。

「と、とにかく、あとは相あい崎さきさんの血を信じて戦うだけです。あの人が――時とき村むら由ゆ良らが血を吸ったら、もう助けることはできません。それまでに、私はあの人の血を吸う。多分それだけが、あの人を助けられる唯一の方法です。そして私は、あなたとの約束がありますから……そのために戦います」

　戦う意志を見せると、菊は両腕を小さく広げ、瞳ひとみを閉じた。

　その腕を、体を――赤い羽は衣ごろものようなものが包み込む。それは菊が『血の共鳴ブラッドシンパシー』により創つくりだした、吸血鬼と戦うための武器であった。

「それで鳴なる神かみさんが俺を襲ってきたのが……最初だったっけ？」

　京一郎も何度か見たことがある羽衣。それを使って襲われたのが、菊との出会いだ。

「あ、あれは、そうすることによって、あなたの器うつわを測っただけで……いじわるなこと、言わないでください」

「そういうつもりじゃないけど」

　拗すねた顔で、菊きくがそっぽを向く。怒らせたかと思い気を使っていると、菊が視線だけを向けてきた。

「『聖衣の羽衣ホーリツクヴエール』。そういう、名前です。あ、相あい崎さきさんにだけは特別に名前を教えてあげますから……お、覚えたらいいんじゃないですか」

　そして再びそっぽを向く。

　照れるくらいなら、そんなことしなければいいのに……

　そう思ったが、それがいつもの菊だということで納得した。

　京きよう一いち郎ろうもベッドを降りる。菊が言ったとおり、やるべきことははっきりしていた。

「じゃあ……行こう。鳴なる神かみさん」

「はい。相崎さん」

　互いの名前を呼ぶ。そして二人は保健室を後にした。



　まずは由ゆ良らを捜さがす必要がある。自分の意思を失っている状態なので、どこにいるのか予想することができない。だがそれは逆に言えば、どこにいても不思議ではないということでもあった。

「由良の奴やつ……どこいったんだろ？　まさか、もう校内にはいないなんてことは……」

「それは大丈夫だと思います。半分だけの覚かく醒せいですから、まだ、自分の意思で誰だれかの血を求めて彷徨さまようなんてことはできないと思います」

　当てもなく校内を彷徨うため、京一郎たちは一階の廊下を歩いていた。二人の気配以外何もない。誰かが近づいてきたら、音と気配で簡単にわかりそうだった。

「でも、なるべく早く見つけないと。時間がかかればかかるほど、状況は悪くなって……」

　京一郎が不安を口にした瞬間、菊は廊下を歩く足を止めた。

　その視線の先には中庭があり、月明かりが地面を照らしている。

　そんな、中庭を越えた先。

　校舎の壁に背中を預けるように、少女が膝ひざに顔を埋うずめ、座っていた。

「由良……」

　由良に対する恐怖心は、もうこれっぽっちもなかった。

　ただ、泣いているように見える彼女を、一秒でも早く助けてあげたかった。

「相崎さん」

　菊の声音は重い。それだけで、充分すぎるほど事態を把握できる。

「もしも……私に何かあったら、あなたはすぐに逃げてください。私を見捨てるとか、そんな風に考えなくていいです。こうすることが、私の役目ですから」

　菊きくの緊張、そして覚悟が伝わってくる声音だった。

　そんな彼女に、力を与えてあげたい。

「俺おれは、鳴なる神かみさんを見捨てたりしないよ。言ったろ。俺たちは二人で戦うんだ。だから、鳴神さん一人で戦ってるなんて思わないで――」

　京きよう一いち郎ろうの言葉を受け、流されるように、菊が抱きついてくる。

「優しいこと、言わないでください……変な、気持ちになっちゃいます……でも、悪い気はしません……べ、別になりたくてなったわけじゃないですけど……恋人になってあげて……ちょっと……ちょっとだけ……良かったような、気がします」

　気が済むまで強く抱きしめると、菊はすっきりした顔で京一郎から離れた。

　そして、後戻りできない場所に向かう。

「あなたとの約束は守ります。あの人は、私が絶対に助けます。そうでないと……」

「フェアじゃないもんな」

「……私のセリフを盗とらないでください」

　軽い言葉を返し、笑みを浮かべ、菊は由ゆ良らがいる中庭へと向かった。

　音はない。誰だれもいない。

　月明かりが照らす中庭は幻想的なほど静かで――

　二人の間に、邪魔なものは何もなかった。

　中庭の端から、邪魔にだけはならないように、二人の様子を窺うかがう。

　菊が中庭の中央辺りに立つと、その気配に気づき、由良は顔を上げた。

　その表情は――さっきまでとは違い空っぽではなく――今にも泣き出しそうな子供のそれだった。

「時とき村むら、由良さん……正直、私は時村が嫌いです。自分たちを守るために、他ほかの吸血鬼を支配しているあなたたちを、私は信用することができません。だけど、私たちが正しいと言い切るつもりもありません……私たちとは違う方法で、吸血鬼と向き合ったあの人が……あの人が、何を考えていたのかが知りたいから……私は、あなたを助けます。絶対に、あなたには負けません」

　菊の言葉に反応し、由良が立ち上がる。

　紅あかい瞳ひとみを宿した顔には、感情らしきものが浮かんでいた。

　それは、どうしようもない怯おびえの色だった。

「……やだ……………やだ……ゆらを、いじめないで……」

　この状態になって、初めて発した言葉がそれだった。

　悪意や敵意などは何もない。ただ自分を守るためだけに、今の彼女の全すべてがあった。

　気持ちが不安定になってる……無意識のうちに血を求めた次は、自分が吸血鬼として誰かに殺されるんじゃないかって思い込んで……由良の奴やつ、怯えてるんだ……

　京きよう一いち郎ろうの推測は大体当たっていた。そしてそれを、菊きくも理解している。

　届くか届かないかはわからないが、菊は由ゆ良らに向かって話しかけた。

「いじめるつもりなんてありません。ただ、私はあなたを……」

「やだぁッ」

　他人の言葉になど耳を貸さず、子供のようにヒステリックに叫ぶと、由良は一瞬で大量のナイフを創つくり出し、菊に向かって撃ち出した。

「くッ」

　ナイフを受け流すように、菊が羽は衣ごろもを纏まとった腕を振る。大多数のナイフはそれで払い落とせたが、落としきれなかった物が菊の柔やわ肌はだを切り裂いていった。

「鳴なる神かみさんッ」

　叫ぶ京一郎に対し、菊は腕を突き出して大丈夫だと伝える。

「いいですよ。それがあなたの返事なら、私もそれに応こたえます。時とき村むら由良――決着を、つけましょう」

　その言葉に応えるように由良が立ち上がった瞬間、二人は戻れなくなった。

　元々戻る場所なんてなかった二人の戦いは、二人の感情を乗せて膨張していく。

　羽衣を風で揺らしながら、菊が由良に近づく。向かってくる菊に怯おびえた顔を見せると、由良は腕を振って数本のナイフを投げつけた。

　数本程度なら、菊は問題なく処理してしまう。羽衣で払い落とされると、ナイフは赤い霧になって消えてしまった。

　幻だから、用がなくなったら何事もなかったように消えるってことか……由良の奴やつ、あんな力を持ってるなんて、俺おれにも一度も話したことなかったのに……

　由良が抱えていた、時村の――吸血鬼としての宿命。

　それに気づいてあげられなかったことが、どうしようもなく悲しい。

　頼む……鳴神さん。あいつを……由良を助けてやってくれ。

　京一郎にできることは、ただ、信じて祈ることだけだった。

　その思いを背負い、菊の戦いは続く。

　再び撃ち出されたナイフを、菊は同じように羽衣で払い落とした。

　その隙すきをつき、由良に近づこうとする。だが、それを拒絶する紅あかい瞳ひとみは、この世の全すべてを傷つけるために無数のナイフを創り出した。

　由良の周りを取り囲む、ナイフの群れ。

　数え切れないほどの無数の切っ先により、菊の足が強制的に止められた。

「これが……時村の、血の力……」

　菊は素直に驚き、感嘆の声を漏もらした。

　同じ、『血の共鳴ブラッドシンパシー』という力を使うからこそ、その力が嫌いやでも理解できる。

　現実の世界では絶対にありえない。ナイフによる刃やいばの結界が由ゆ良らを包み込んでいた。

「でも、私も退ひくわけにはいかないんです」

　絶望的な力の差を理解してるにもかかわらず――菊きくが由良に向かって走り出していく。

　無数のナイフが、ゆっくりと目標を捉とらえる。

　照準が合った刹せつ那な――切っ先は空気を切り裂き、一人の少女に襲い掛かった。

「ッッ―――――」

　悲鳴にすらならない菊の声。

　刃でできた散弾銃は、菊の体の節ふし々ぶしを貫つらぬいていった。

「くぅ……あぁぁ……………」

　幸い、頭などの急所は、羽は衣ごろもによって守られていた。

　だが、それ以外の箇か所しよ……腕や脚、肩などといった、致命傷にならない箇所には、数本のナイフが突き刺さっていた。

　元が幻影だから、まだ何とか立っていられるようだが……実際のナイフだったら、そのまま死んでしまってもおかしくはないような傷だった。

「な、鳴なる神かみさん……」

　現実感のない光景に、二の句が継げなくなる。

　幻影によって作られた傷跡からは、菊の赤い血が流れ出していた。

　絶望的になるほどの傷。痛みに耐えかね、菊は膝ひざをついてしまう。だが、心を折らず体に刺さったナイフを全すべて抜くと、奥歯を噛かみしめ再び立ち上がった。

「まだ……約束があるんです。だから……私は負けない……」

　赤い羽衣に包まれた小さな体から、赤い血が流れ続ける。

　見ているだけで、京きよう一いち郎ろうは泣きそうになった。

　鳴神さん……俺おれとの約束を守るために、あんな姿になっても、まだ……

　何もできない自分が、歯がゆくて仕方ない。

　どうしたんだよッ。何が『赤の極点クリムゾン・ブラツド』だよッ。ここであの子の力になれないで、どこで力になるっていうんだ。

　頼む……俺の血が全部涸かれてもいい。だから、あの子に……力を……………ッ。

　漂ただようように、菊の周りを何かが飛んでいる。

　煙のような、霧のような――見えてはいるのに、触れられないような、赤い何か。

　京一郎の瞳ひとみがそれを捉えた瞬間、心臓を鷲わし掴づかみされたような息苦しさを覚えた。

　この感覚は……紅あかい瞳を見たときと同じ、あの感覚だ。それを鳴神さんを見て感じるってことは……

　人を凌りよう駕がする、血を吸う鬼としての覚かく醒せいは近い。体を伝う感覚から、京一郎はそれを敏感に察する。だが同時に、そこにたどり着くにはまだ何かが足りないとも訴えている。

　もう少しだ。もう少しで、鳴なる神かみさんは彼女が欲しがっていた力を手に入れるはずなんだ。だけど何かが足りないから、彼女は変わることができなくて……何だ？　何が足りない？　鳴神さんと俺おれの血の相性が悪いのか？　それとも、元々話だけで、俺の血にはそれほどの力なんてなかったんじゃ……

　だとしたらもう終わりだ。

　希望には期待するだけの価値がなかった。その事実以上の絶望なんてない。

　だけど京きよう一いち郎ろうは諦あきらめずに考えた。

　彼の血が、このまま終わることを認めなかったから。

　変化が起こりかけてるのは間違いないんだ。だけど何かが足りないから、完全に覚かく醒せいすることができないでいるんだ……くそッ。何だ？　考えろ。見てるだけじゃなくて、俺にも何かできることがあるはずなんだ。後悔したくないなら、それに気づけ―――――

　菊きくの体から流れる赤い血。

　もしかしたらという答えが、見つかった。

　京一郎は自分の首筋に触れた。そこは菊に噛かまれた場所で、指先が触れたことで小さな痛みが走った。

　触れた指先を視界に映す。

　そこにあったのは、ほんのわずかな赤だった。

　……わかった。単純なことだったんだ。あの子の吸った血の量が、絶対的に足りなかっただけなんだ。血を吸うのは初めてだって言ってたけど……そのせいで、適量がよくわかってなかったんだ。

　無論、その仮定が合っているという保証はどこにもない。

　だが、もうその選択肢しかなかった。そしてそれを選んだからには、最後の最後までそれに賭かけるつもりだった。

　京一郎は菊と対たい峙じする由ゆ良らの状態を確認した。

　傷だらけの菊を見つめる由良の瞳ひとみは、依然として怯おびえていた。

　あの瞳をしている間は、絶対に攻撃は終わらない。

　自分を失い、血を求め――吸血鬼として殺されることを恐れた少女は、そばに何かがある限り、怯え、傷つけることをやめようとはしない。

「ゆらは……………やだ……いじめないで……おねがい……」

　傷だらけのまま、菊は怯え続ける由良に向かって叫ぶ。

「自分を強く持ってくださいッ。まだ血を吸ってないなら、可能性はあるんです。吸血鬼としての本能に負けて……そのまま全すべてを失ってもいいんですかッ」

　菊は必死になって叫んだ。それは、京一郎が抱いている想おもいと、同じようなものだった。

　だが、正気を失った吸血鬼に言葉は届かない。

　あるのは、吸血衝動と被ひ害がい妄もう想そう。そして、全すべてを傷つける血の力だけ。

「やだ、やだ、やだ……ゆらをッ、いじめないでよッッッ――」

　悲鳴のような叫びと共に、由ゆ良らはナイフを創つくり出し、菊きくに向かって撃ち出した。

　菊は羽は衣ごろもを使い、飛んでくるナイフを防ごうとした。しかし、元から負っているダメージが大きすぎて、菊は攻撃を捌さばき切ることができず、後方に吹き飛ばされてしまった。

「やだ。やだよぅ……」

　由良の怯おびえは消えていない。攻撃は終わったのではない、止まっているだけだ。

　だがその一瞬をつき、京きよう一いち郎ろうは菊のそばに駆け寄った。

　今の由良は、周りの人間全てを、自分を傷つける敵てきとしか思っていない。そのそばに行くことがどんなに危険なことか、考えたらすぐにわかることだった。

「相あい崎さきさん……駄目です。そばに来たら、あなたも危険な目にあうだけです」

　菊の背中に手を添える。

　少しだけ近づいた菊は、京一郎のことが心配で仕方がないという顔をしていた。

「俺おれの安全なんてどうでもいいよ。鳴なる神かみさんが傷ついているんだ。俺一人、離れて見てるだけってわけにはいかないだろ」

「相崎さん……」

　一瞬、菊が感激したような顔を見せた。だがすぐに、立場に見合った強気な顔をする。

「か、格かつ好こつけないでください。ま、まだ、私の役目を理解してないんですか？　私はあなたに心配されるんじゃなくて、心配する立場なんです。だから……」

　こんなときでも虚きよ勢せいを張ろうとする菊の手を、京一郎はそっと握った。

「言ったろ。俺たち二人で戦うんだ。まだ俺にはやれることがある。だから、俺はキミを見捨てたりなんかしない」

「あ、相崎さん……」

　その言葉に菊は照れているようだった。

　首筋を噛かんだあのときのように、菊の顔が強い赤で染め上げられていく。

　そのとき――周囲を包む気配が重くなったのを感じた。

　由良の瞳ひとみが、こちらを捉とらえていた。

　普段の由良とは違う、禍まが々まがしいほどに濃い紅あかの瞳。

　京一郎のことを、新しくこの場に現れた敵としか思っていないようだった。

「いや…みんな、みんなゆらをいじめるつもりなんだ……やだ。そんなのやだぁッッッ」

　世界を包む少女の悲鳴。

　それを聞いた吸血鬼の血が少女に与えた物は――無数ではなく無限。数え切れないどころか、数える気すら起こらないほどの――悪夢のような数のナイフだった。

「そんな……まだ、これだけのものが創れるなんて……」

　それは菊きくですら絶望してしまうほどの、絶対の狂気であった。

　京きよう一いち郎ろうは何の言葉も発しなかった。

　ただ、悪夢のような光景の向こう側で、怯おびえている少女を優しく見つめるだけだった。

　由ゆ良ら。大丈夫だよ。誰だれもお前を苛いじめたりなんかしない。みんな、お前を助けたいだけなんだ。だから――そんな悲しそうな顔するなよ。

　すぐそばに、羽は衣ごろもが払い落としたナイフが落ちていた。

　普段だったら、役目を終えるとすぐに消えていたナイフが、術者の力が強まったせいで、消えずにこの世界に留とどまっていた。

　京一郎は無言でそれを手に取った。

　そして強く、自分の手の平を切り裂いた。

「相あい崎さきさんッ。何を？」

　役目を終えたナイフを、地面に置いた。

「どうして鳴なる神かみさんの力が覚かく醒せいしないのか、わかったんだ。簡単なことだったんだ。鳴神さんが吸った血の量が、足りなかっただけなんだ」

「足りなかった？」

「そうだよ。初めてだから、お互いに適量がわからなかったんだ。だから、もう一度俺おれの血を吸ってくれ。今度は、体中の血を全すべて吸い尽くすような気持ちで――」

「そ、そんなこと、突然言われても……」

　京一郎は、自身の血で真っ赤に染まった指先を、菊の唇くちびるにつけた。

　まるで口紅を塗ったかのように、菊の唇が紅あかに染まった。

「吸うんだ。今はこれしか思いつかないから――キミは、俺の言うことをきけ」

「は、はい……」

　京一郎の瞳ひとみに魅み入いられるように、菊は口を開いた。

　そして愛いとしそうに、菊は京一郎の指を咥くわえた。

　多分、これが最後の賭かけだ。これに負けたら、もう俺にできることは何もない。だから頼む。一度でいいから、奇跡を起こしてくれよ。

『赤の極点クリムゾン・ブラツド』と呼ばれる自分の血に全てを託し――

　京一郎は再び、吸血鬼に真紅の血を捧ささげた。

　それと同時に、止まっていた時間が動き出す。

　剣つるぎの世界の支配者は、叫び声と共に全てのナイフに命令を出した。

「やだッ。みんな……みんなきえてなくなっちゃえッッッ――」

　一斉に動き出す無限のナイフ。雨などという表現では生ぬるい。刃やいばが作り出した銀色の滝となり、血しぶきを求めて二人へと降り注ぐ。

「くッ――」

　反射的に目を閉じると、京きよう一いち郎ろうは強く菊きくの体を抱きしめた。

　我が身を捨ててでも、この子だけは助けてみせる。

　そんな抱ほう擁ようだった。

　聞こえてくるのは、支配者が創つくりだしたナイフの音だけ。

　絶望は――

　数秒後。

　体を貫つらぬく痛みとなって、京一郎に降り注ぐ―――――

　―――――はずだった。

「……………？」

　だがしかし、いつまで経たっても、ナイフが京一郎の体を貫くことはなかった。

　恐る恐る、京一郎は瞳ひとみを開いた。

「ッ――」

　そこにあったのは、動きを止めたナイフと、彩いろどりを変えた世界だった。

　由ゆ良らが創りだしたナイフは全すべて消え去り――代わりに、この世の全てが紅あかに支配される。

　校舎も、地面も、空も、雲も――絶対のものであるはずの月も――吸血姫レイブラツドという存在を称たたえるかのように、その色を紅あかに変えていった。

「こ、これは？」

　状況が理解できない京一郎の腕で、小さな体が動き出す。

　赤き羽は衣ごろもを纏まとい、凛りんとした姿で立ち上がる少女は――紛まぎれもなく姫だった。

「吸血姫レイブラツド……」

　口からこぼれたのは、菊に聞かされたその言葉だった。

　菊の瞳の色が変わっていた。

　赤――だけど、禍まが々まがしいほどに赤くはない。もっと澄すんでいて、神こう々ごうしい。

　あえて言葉にするなら、宝石のような緋ひ色いろ。

　そしてその体を、焔ほのおのような赤い風が包んでいた。

『緋ひ焔えんの吸血姫』

　艶あでやかにして高貴なその姿に――京一郎の心は完全に魅み入いられていた。

　菊の緋あかい瞳が、京一郎を捉とらえる。

　トラウマとなっている紅い瞳とは違う。その神々しい緋に、見み惚ほれてしまいそうだ。

「相あい崎さきさん。手を出してください」

「え？　あ、ああ……」

　言われるがままに手を出すと、菊は羽衣で、京一郎の傷にそっと触れた。

　その次の瞬間、京一郎の傷はきれいに消えて無くなっていた。

「あ……これは？」

「強くなった力を使っただけです。この羽は衣ごろもで触れたら、どんな傷でも治ってしまう。そういう幻を、あなたに対して使っただけです」

　普段より、菊きくの表情は落ち着いている。

　よく見ると、他者の血が吸いやすいように、八や重え歯ばが少しだけ伸びていた。

　最小限の用事を済ませると、菊は京きよう一いち郎ろうに背を向けた。

　吸血姫レイブラツドが創つくりだした真紅の世界。

　焔ほのおのごとき赤い風を纏まとった吸血姫が、自らの立ち姿を見せつけている。

　瞳ひとみの先には、さっきまで剣つるぎの世界を支配していた、少女が立っているだけだった。

「相あい崎さきさん。あなたは私との約束を守ってくれて、私に力をくれました。だから、今度は私があなたとの約束を守る番です」

「鳴なる神かみさん」

　顔だけで振り向くと、緋あかい瞳の吸血鬼は――この世で最もきれいな顔で笑った。

「あの人は――私が助けます」

　瞬間、真紅の世界は濃さを増した。

　その真紅は全すべて――赤を支配する吸血姫への供く物もつであった。

「あ、あ、あ…………」

　吸血姫によって、この世界の全てが彼女の色に染まった。だが由ゆ良らの中の、怯おびえの色だけは変わっていない。

「時とき村むら由良。私は、私ができる全てのことをやるつもりです。だからあなたも、あなたができる全てのことをやってください。この先――あなたを救えるのはあなただけなんですから」

　言って、赤い風と羽衣をなびかせ、菊は由良に向かっていく。

「やだ、やだ……やめて。やめてッ……ゆらから……………なにもとらないで……」

「盗とるつもりなんてありません。それに、守りたいのなら、あなた自身で守らないといけないから――」

　二人の少女の意思が交錯する。

　剣の世界の支配者は、真紅の世界の掟おきてを破り、銀色のナイフを創りだした。

　そしてそれを、向かってくる姫に向かって振り下ろす。

「あなたを助けたいと思ってる人がいるんです。だから――」

　振り下ろしたナイフを、菊は身に纏っている羽衣で受け止めた。

　瞬間――銀色のナイフは砕かれ、欠片かけらとなって消えていく。



「あなたが逃げて、どうするんですか？」



　剣つるぎの世界の支配者を、紅あかい姫君は、それ以上の力でねじ伏せた。

　わずかに舞い散る銀色の欠片かけら。

　赤い風を纏まとった菊きくが、由ゆ良らの肩を両手で掴つかむ。

　そして、その牙きばを――首筋に突き立てた。

「あ……………」

　由良が小さく声を上げる。

　視線は遠くを向いており、自分の血を吸う菊に、されるがままだった。

　悪魔でも見み惚ほれてしまいそうな、二人の少女の抱ほう擁よう。

　赤い風は、二人を包み込んで優しく吹いていた。

　やがて、由良が体の力を失い倒れこむ。

　その体を、菊が抱きしめるように支えた。

「……………」

　何かが終わったことを理解し、京きよう一いち郎ろうは二人に走り寄る。

「な、鳴なる神かみさん……由良は？」

　別人のように、菊は高貴な魅力を発している。近づいてきた京一郎を見つめる緋あかい瞳ひとみは、同い年とは思えないほど大人びていた。

「この人なら大丈夫です。少し、気を失っているだけですから。ただ……これで正気に戻ったかどうかは、わかりません。次に目を覚ましたとき……わかると思います」

「そっか。じゃあ、結果はともかくとして――」

「はい。あなたとの約束を守るために、私ができることは全すべてやったつもりです。だから……あなたの血に貰もらった力も、今はもう必要ありません」

　そう言うと、菊を包むように吹いていた赤い風がやんだ。それに続き、菊が身に纏っていた赤い羽は衣ごろもも消え去ってしまう。

　よく見ると、戦いで負った傷も全て癒いえていた。

「あ、ありがとう。鳴神さん。これからどうなるのかわからないけど……とりあえず、俺おれとの約束を守ってくれてありがとう」

「別にお礼を言う必要はないです。私も、あなたの血を吸ったわけなんですから。だから……あの、ええっと……何が言いたいのか、私もよくわからないですけど……私たちは、二人で戦ったわけなんですよね。だから……」

　照れた顔でうつむき、菊は心の中にある不思議な気持ちを言葉にしようとする。だけど、いつまで経たっても形にはなってくれず、最終的には拗すねたような顔で、京一郎の手を握り締めてくるだけだった。

「あ、ありがとうございました……って、言ってあげます。多分、私一人だとどうしようもなかったから……ちょっとは、私からもお礼を言ってあげます……あ、あくまでもお礼ですから……わ、私が……あなたがいてくれてよかったなんて、思ってるとは思わないで……ください……よ」

　顔を赤くして、視線を合わせないように、菊きくはお礼だか文句だかわからないことを口にした。握られた手から伝わる菊の体温。それを感じていたら、菊の本音がどんなものでもいいと思えた。

　その後、気を失った由ゆ良らを校舎近くに運ぶ。起こさないように気を使っていると、別の気配が近づいてくるのを感じた。

「由良ッ」

　最初に姿を現したのは沙さ良らだった。二つに纏まとめた髪を振り乱しながら、普段からは想像もできない悲痛な顔で駆け寄ってくる。

　京きよう一いち郎ろうと菊を一切気にすることなく、沙良は倒れている由良を愛いとしそうに抱き上げた。

「由良……何で、由良が、こんなことに……」

　遅れて、葵あおいと翼つばさの二人がやってくる。警戒した様子の二人だったが、事態が沈静化していることに気づくと、安あん堵どのため息をついた。

「何？　何かよくわかんないけど、落ち着いちゃってるみたいだけど……」

　過程が推測できない翼は、それに相応ふさわしい不思議そうな顔をしている。対して葵は、事情を知っているかのように落ち着いた顔をしていた。

「……そうですか。『赤の極点クリムゾン・ブラツド』を」

　京一郎の姿を確認すると、葵はいつもの顔で笑いかけてくれた。

　その笑顔の意図は――正直、よくわからなかった。

「……許さない……」

　世界を切り裂くような、物騒な言葉を発したのは沙良だった。

　大切そうに由良の体を地面に置くと、沙良は立ち上がって菊を睨にらみつけた。

「だから……だから、お前たち鳴なる神かみは嫌いなのよ。由良を傷つけた罪は……殺してでも償つぐなわせてやる」

　大切な妹が傷つけられた怒りを、沙良は殺気に変えて菊にぶつけた。

「ちょッ……ちょっと待てよ沙良。鳴神さんは、由良を助けようとして――」

　間に入って仲裁しようとする京一郎を、菊が腕を使って押おし止とどめる。

「いいんです。何を言っても、私が時とき村むら由良を傷つけた事実は変わりませんから。それに、私は何も間違ったことはしていないと思ってますから」

　沙良の怒りを、菊は真正面から受け止めて突き返した。

　そんな挑発を受けて、沙良の熱が上がらないわけがない。

「いいわ。上等よッ。鳴神なんてふざけた一族……今ここで全部消し去ってやるッ」

「それはこっちのセリフですッ。私は、時村なんて認めてませんからッ」

　二人の激情がぶつかり合った瞬間、沙さ良らの目の前に一本の剣つるぎが現れた。

　由ゆ良らのナイフと同じ性質を持った、違う種類の武器。

　ナイフよりも遥はるかに攻撃性を持った細身の剣が、地面に突き刺さっていた。

　柄つかに手をかけ、沙良が地面に刺さった剣を抜き去ろうとする。

「やめろッ。二人とも――ッ」

　二人を止めるべく、京きよう一いち郎ろうが発した声が止まる。

　殺意に支配された沙良の足を、由良の手が掴つかんでいた。

「やめて……沙良ちゃん……」

「由良ッ」

　意識を取り戻した由良に気をとられ、沙良の殺気が急激に小さくなっていく。沙良は由良に合わせて跪ひざまずくと、両手を使って由良の手を握り締めた。

「大丈夫なの？　由良。私、あなたが吸血鬼として覚かく醒せいしたって聞いて、心配で……」

　沙良の手を、由良は精一杯の力で握り返す。

「大丈夫だよ……大丈夫。もう……怖いって気持ちは、消えちゃったから。由良は大丈夫だよ。もう、吸血鬼の血に、負けたりなんかしないから……」

「由良ぁ……」

「だから、あの子を……憎んだりしないで。由良は、あの子と、京一郎くんに助けてもらったんだから。だからお願い、沙良ちゃん……二人を、憎んだりしないで」

「由良……………うん。わかった。わかったから、あなたはもう何も心配しないで」

　今にも泣き出してしまいそうな、沙良の声だった。

　付き合いが長い京一郎でも、そんな声を聞くのは初めてだった。

　妹をどれだけ大切に思っているか？　見ているだけで、痛いほど伝わってきた。

「鳴なる神かみ……さん……」

　由良が、か細い声で菊きくに声をかける。

「あのね……何も考えられなかったけど……鳴神さんの声、由良は聞こえたよ。鳴神さんのおかげで、由良は元に戻れたから……」

　力なくだが、由良は精一杯の笑顔を菊に向けた。

　まるで、それが自分にできる、唯一のお礼であるかのように。

「ごめんね。由良が弱かったから、みんなに迷惑かけちゃって……………鳴神さん、助けてくれて――ありがとう」

　お礼の言葉を貰もらっても、菊が返事をすることはなかった。

　どうしたらいいのかわからない顔で、そっけなく背中を向けただけだった。

「相あい崎さきくん」

　そんな菊と京一郎のそばに、普段よりも真面目まじめな顔をした葵あおいが寄ってくる。

「あ、会長……」

「今日はご苦労様でした。まさか、こういうことになるとは夢にも思いませんでしたけど……とりあえず最悪の事態は回避されたようで、安心しました。これも全すべて相あい崎さきくんのおかげですね。感謝していますよ、ご苦労様」

「そんな。俺おれは何もしてなくて……頑張ったのは、ここにいる鳴なる神かみさんだから」

「まあ、そのことについての話は後日するとして。今日のところは私たちに任せて、二人はもう帰ってください」

「え？　でも、由ゆ良らが心配だから、俺ももう少しここに――」

「沙さ良らさんの気持ちを考えてあげてください。それに由良さんも、もう少し落ち着いてからでないと、あなたたちに合わせる顔がないと思いますから」

「でも……」

「心配しないでください。あとは私たちが上う手まくやっておきますから。ね？　翼つばささん」

　突然話を振られ、仕方がないといった顔を見せる翼。

「あたしは結構忙しいんだけど……まあ、後輩の面倒くらいだったら見てあげても――」

「あら？　男性に対する妄もう想そうと、幸せそうなカップルに対する嫉しつ妬と以外で、翼さんに何か用事なんてありましたっけ？」

「皮ひ膚ふと肺で呼吸するっていう立派な用があるわよッ。ふんッ。いいわよ別に。こうやって、残り少ない高校生活を恋愛以外のことで使えばいいんでしょッ」

「まあまあ。そこはまた、別の機会に穴埋めするということで」

「あんたにあけられた穴が埋まったことなんて、今まで一回もないわよッ」

　結局巻き込まれる形で、翼は最後まで付き合うことになった。

　そんな翼に多少の申し訳なさを感じつつ、京きよう一いち郎ろうはこの場を後にすることにした。

　沙良と由良が心配だったが、それ以上に菊きくのことが心配で……京一郎は一刻も早く、気持ちを静められる場所に彼女を連れて行きたかった。

　話を終えた京一郎は、菊と一緒にこの場を後にした。

　途中、菊が小さな声で呟つぶやいた。

「相崎さん……」

「うん？」

「何であの人が、最後まで吸血鬼を助けようとしたのか……何か、ほんの少しだけですけど……わかったような気がします」

　満たされていない、だけど納得することはできた。そんな顔をしていた。

「そっか……」

　それを聞いて、なぜか京一郎は満たされた気持ちになった。



    

  
    
      


エピローグ



「どうでした？　昨日のことで、吸血鬼というものがどんなものなのか、少しはわかってくれましたか？」

　次の日。京きよう一いち郎ろうは放課後の生徒会室で葵あおいと向き合っていた。

　いつものように、生徒会長の椅い子すに座っている葵の前にはトラ柄のデブ猫がいる。デブ猫の体を撫なでながら、葵は昨日の事件に関する感想を求めてきた。

「はい。もちろん、全部わかったってわけじゃないですけど……前よりは、わかったと思います」

「そうですか。そういう自覚があるのでしたら、私はそれで充分だと思いますよ」

　葵の笑顔は底ぬけに優しい。辛つらいときや苦しいときに見たら、絶対に甘えたくなる。

「特殊な血によって苦しんでいるのは、相あい崎さきくんだけじゃないんです。むろん、吸血鬼としての宿命を背負っている人だけが、苦しんでいるというわけでもありません。人はみんな、それぞれの宿命を背負い、それぞれの苦しみを抱えているんです。大切なことは、それと向き合うということ。逃げるにしろ戦うにしろ、まずは自分の全すべてを受け止めないと。どんな答えを出したところで、いつかきっと後悔することになりますからね」

「はい」

　抵抗なく、葵の言葉を受け止めることができる。

　それは、葵の持つ不思議な力だった。

　吸血鬼でもないのに、吸血鬼が通う学校の生徒会長をしていて、全てを見通したような目で、一番必要としているときに一番欲しい言葉をくれる。

　今回の事件で色んなことを知ったと思うが……この人だけは、どうにも掴つかみきれない。

「会長」

「何ですか？　デートの誘いでしたら、基本的に金曜日が空いてますよ。それともまた、耳掃除をしてほしくなったとかですか？　しょうがないですね。相崎くんは特別ですから、こちらに来て私の膝ひざに頭を――」

「いえ、そうじゃなくて……会長はどうして、俺おれなんかを気にかけてくれるんですか？」

　一瞬だけ真ま顔がおを見せる。だがすぐに、いつものノホホンとした笑顔に戻った。

　何かを懐なつかしむような顔で、葵は目の前で寝転んでいるデブ猫の体を撫でた。

「……頼まれましたからね。あなたを、一人前の男性にしてあげてほしいって」

「頼まれた？　誰だれにです？　俺には、心当たりなんてないですけど」

「ふふ。そこは秘密ですよ。ほら、あしながおじさんだって、最後まで正体がわからないから面白いわけなんですから」

「俺おれは、そういう面白さなんて求めてないですけど」

「私が求めてます」

　エッヘンといった感じに胸を張り、子供じみた態度でそんなことを言う。

　本当に……掴つかみ所がない人だ。

「まあ、それは冗談として……あなたは、吸血鬼世界のバランスを崩すほどの血を持っている人なんです。だから、一人前の男性にならないといけない義務があるんです。そして、吸血鬼はみんな女性なんですから……困ったときに、男性が女性の力になってあげるのは当たり前のことじゃないですか」

「まあ、それはそうですけど」

「私の目標は、この学校の女性全員が相あい崎さきくんのお嫁さんになってもいいと言うほど、あなたを素敵な男性にすることなんですから。目指せっ。乙おと女め心ごころ独り占めの、スーパーハーレムエンド。あ、その場合は、私のコネということで翼つばささんも可愛かわいがってあげてくださいね。そうでもしないと、あの人、一生乙女のままで終わってしまうと思いますから」

「……俺の器うつわじゃあ、面倒見切れないと思いますよ」

「駄目ですよ弱気は。私の目標なんですから、ハーレムエンド目指して頑張ってくださいね。もちろん最後は、私がお相手してあげますよ」

　そんなセリフを口にしても、表情はいつもと同じのん気な笑顔のままだった。

　本音が見えない。だけど、隠しているとも思えない。

　今の京きよう一いち郎ろうのレベルでは、到底敵かなう相手ではないということなんだろう。

「この子も、そんな風に相崎くんが一人前になることを望んでると思いますから」

　葵あおいが寝転んでいるデブ猫の前足を掴み、京一郎に差し出してくる。条件反射のように、京一郎は差し出された前足と握手をした。

　そういえば、ずっと前に、内緒で子猫の面倒を見てたことがあったっけ。確かあいつもトラ柄で……あの人が、私が面倒を見てあげるって言って、一緒に連れて行ったはずだけど。

　デブ猫は、京一郎に向かって「ニャア」と鳴いた。

　不思議と、この猫には好かれているような気がした。

　のんびりとした空気の中、葵の声が聞こえてくる。

「相崎くん。あなたの血は、何のためにあると思いますか？」

「え？　それは……」

　戸と惑まどう京一郎に、葵は今日一番の笑顔を向けた。

「その答えを見つけてください。それは、あなたにしかできないことですから」

　そんな笑顔を前にして、京一郎が口にできる言葉は、「はい」だけだった。



　葵あおいとの話を終えると、京きよう一いち郎ろうはその足で並木通りのベンチを目指していた。

　前日にメールを貰もらい、京一郎はこの場所に呼び出されていた。呼び出した相手は、もちろん菊きくだ。

　人生で初めて恋人ができた場所であるにもかかわらず、素敵な思い出が一切ないベンチ。

　先に来ていた菊は、ベンチに座って京一郎を待っている。遅れてきた京一郎の姿を確認すると、ちょっとだけ嬉うれしそうな顔をしてベンチから立ち上がった。

「相あい崎さきさん。遅いですよ。毎回私が待ってるなんて、フェアじゃないです。私だけが楽しみにしていて、時間よりも先に着いちゃったみたいじゃないですか……………まあ、ちょっとは先に着いちゃいましたけど……」

「ごめんごめん。それで、大事な話って何？　昨日のこともあるから……できれば詳しく話してほしいんだけど」

　夜に恋人から届いたトンチンカンなメールには、大事な話をしたいという一言が添えられていた。

　時とき村むらとの関係もあるから、かなり深刻な話なのかもしれない。だけど京一郎は深くこの両家にかかわってしまったから、今更、逃げ出すような気持ちにはならなかった。

「あ、そうです。そのことなんですけど……」

　出会ってから今まで見た中で、トップレベルに真剣な顔だ。

　その雰囲気に飲まれるように、京一郎は生なま唾つばを飲んだ。

「わ、私は――」

　何を聞いても驚かない。その程度の覚悟はしていた。

「あ、あ、あ、あなたのことを……………きょ、京一郎さんって呼ぼうと思います……」

「……………は？」

　驚くことはなかったが、唖あ然ぜんとしてしまった。

「え、え？　どういう……こと？」

　宣言すると同時に、菊の顔がどんどん赤くなる。

　どうやら菊にしたら、重大にして大切な話のようだ。

「あ、あの二人……時村沙さ良らと由ゆ良らは、あなたのことを京一郎って、名前で呼んでるじゃないですか。それっておかしくないですか？　家族でもない人が異性を名前で呼ぶなんて……大問題ですよ」

「いや、でもそれは……幼おさな馴な染じみなんだから」

「私は相崎さんって呼んでるんですよ。幼馴染と恋人――一般的に考えて、どちらのほうが立場が上ですか？」

「立場ってことで言えば、上も下もないと思うけど」

「恋人のほうが上ですッ。そうでないと……し、仕方なくですけど、あなたに愛情を向けている私に対して、フェアじゃないですッ。だ、だから………そ、その不公平感を失なくすためにも……わ、私も京きよう一いち郎ろうさんって呼ばないと……いけないんじゃ……ないですか？」

　拗すねた顔をしつつ、菊きくは恥ずかしそうに視線を逸そらした。

　何だか、菊のこんな顔も見慣れてきたような気がする。

「だから……まあ、私としてはそんなに乗り気じゃないですけど……あ、あなたのことを、京一郎さんって呼んであげます」

　菊は胸を張り、精一杯の虚きよ勢せいを張った。しかし、京一郎がすぐに返事をしてくれなかったことで、徐々に不安そうな顔になってきた。

「だ、駄目なんですか？」

　恐る恐るといった顔で、菊は京一郎の返事を待つ。

「いや、駄目ってことはないから、鳴なる神かみさんの好きにしたらいいと思うよ」

　暗くら闇やみに光が射さしたかのように、菊の顔が笑みで染まる。

　だが、すぐに「違う違う」といった感じで首を振り、いつもの調子に戻ってしまった。

「そ、そうですか……まあ、恋人なんですから、それも当然ですね。よし。でしたら私は、この先あなたのことを京一郎さんと呼びますけど……」

　突然、菊が真剣な空気を発する。

「京一郎さん。昨日は、血を吸わせてくれてありがとうございました。この先も、私は鳴神として頑張っていくつもりです。だ、だからこの先も……京一郎さんは、私に……」

　最後まで言う前に、菊は顔を真っ赤にして、言葉を詰まらせてしまった。

　どうやら口にできない何かを思い出しているようで、照れつつも、どこか嬉うれしげな仕草を見せている。

「私に、血を――」

　最後のセリフを言おうと、菊が決意する。

　だが、京一郎の後ろに何かを見つけ、菊の動きが止まってしまった。

「京一郎くーん」

「ぐえっ」

　突然襲い掛かる背中の重み。

　良いい匂においと柔やわらかな感触。そんなものを振りまきながら、名前を呼んで背中に乗りかかってくるような人間は一人しかいない。

「京一郎くん。何してるの？　菊ちゃんとデート？　だったら由ゆ良らも交ぜてよ。由良、トータル恋愛アドバイザーとして、ゆりかごから棺おけまで、全部まとめて面倒見ちゃうよ」

「いいッ。そんな面倒はいらないッ。とにかく、重いから俺おれの背中から降りろッ」

「日本の夜明けが来たら降りてあげるよ」

「今すぐ降りろッ」

　一夜明けると、由ゆ良らはいつもの由良に戻っていた。もちろん――内面にはそれなりの傷を負っているのだろうが――そんなことなど一切感じさせない普段の由良で、周りに小悪魔の魅力を振りまいていた。

「あーッ。時とき村むら由良ッ。またあなたですか？　もうッ、私の邪魔をしないでください。京きよう一いち郎ろうさんは今、私と話をしてるわけで……と、とにかく離れてください。京一郎さんと密着してもいいのは、家族と恋人だけなんですから。それに、私のことを菊きくなんて呼ばないでください。馴なれ馴なれしいじゃないですかッ」

　時村を快く思っていない菊は、溢あふれんばかりの不満を由良にぶつけた。だが、そんな不満を一身に受けても、由良はこれっぽっちも動じない。

「うん。ごめんね、菊ちゃん」

　閻えん魔ま大王でも騙だませそうないつもの小悪魔スマイルで謝ると、菊はそれ以上何も言えなくなってしまった。

　この世で一番強いものは、女子高生の愛あい嬌きようだ。そう思ってしまう光景であった。

「ぐ……だから時村っていうのは、信頼できない人ばかりで……」

　菊の口から洩もれた敗北宣言のような言葉。

　それを聞いても、由良の調子はいつもと変わらない。

「ねえねえ、京一郎くん。京一郎くんって、菊ちゃんに血を吸わせたんだよね。だったら、由ゆ良らもキミの血を吸っちゃいたいよ。じゃないと、由良たち二人の友情にヒビが入っちゃうもんね」



    

  
    
      



    

  
    
      

「そんなことで入るかよ。第一、入ったとしても、そんなことで元に戻るわけが……」

　京きよう一いち郎ろうの言い分など聞かず、由良は唇くちびるを首筋に近づけてきた。

　その際、耳元で小さく囁ささやく。

「助けてくれて、ありがとう」

　それは京一郎だけに言った、感謝の言葉だった。

　由良っぽくないセリフを聞いたことで、何だか急に照れてきた。

　噛かまれそうになっていることを忘れ、京一郎はのん気に自分の頬ほおを爪つめで掻かいた。

　その隙すきを突いて、由良が首筋にキスをしてくる。

「あぁッ。おかしいですッ。ありえないですッ。その人の血は、私のものなんですよッ。だから、そんなことをしてもいいのは私だけで――」

「お先にいただいちゃうね」

　首筋にキスをする由良に対抗すべく、菊きくは京一郎の胸元を掴つかんで、自分のほうに引き寄せる。

「京一郎さんの血を吸っていいのは……恋人である私だけなんですからッ」

　そう言うと、菊は由良と同じように首筋に唇を寄せ、噛みついてきた。

「おっ、菊ちゃんはやる気満々みたいだね。だったら、由良も負けないよ」

　そして二人の少女が、挟み込むように両側から首を噛んでくる。

「やめろッ。とにかくお前ら……………俺おれの首を噛むなぁッ」

　雲一つない空の下。

　吸血鬼に噛みつかれた京一郎の、助けを求める声が響き渡っていった。



    

  
    
      


あとがき



　こんにちは、星家ほしいえなこです。

　好きな色は何ですかと聞かれたら、毎回青だと言っております。ですが最近になって、身の回りに青色の物が何にもないことに気づきました。そして今回、作中で最も重視されている色は、いうまでもなく赤。自分の青に対する愛情が口だけだということを、ついに悟ってしまうことになりました。



　そんな僕の好みは置いといて、いつものように登場人物についていくつか書かせていただこうと思います。

　まずはヒロインであるお菊きくちゃん。親しみを生むために軽いドジ属性をつけようと思っていたのですが、まあこれが僕の予想を超えて本当にドジ。当初の予定では、あんなトンチンカンなメールを送る子ではなかったはずなんですけど……女の子って、何を考えてるのか本当にわからないですね。

　次に由ゆ良ら。この子は本当に恐ろしい子です。スタートから好感度マックスで、何をしても全く好感度が下がらないくせして、最後のイベントで告白したらあっさりと相手を振るという天然の小悪魔です。なので皆さんも、彼女を攻略する際は気をつけてください。

　そんな由良の姉である沙さ良らさん。今回は登場シーン自体が少なくて、少し残念です。よく知らない人にしてみたら、いつも怒ってる人にしか思えないでしょうけど、本当の彼女はとってもいい子なんです。作中でも一、二を争うポテンシャルを持っているのですが、登場シーンの関係でそれが表現できずにとっても残念です。

　最後に、葵あおいと翼つばさのへっぽこお姉さんズ。この二人の出会いから今に至るまでの過程は、機会さえあれば、またどこか別の形で書けたらいいなと思っております。特に翼さんの潜在能力につきましては、まだまだ表現し切れていない部分が多くありまして、彼女は本当にどうしようもないほど煩ぼん悩のうをたくさん持ってる人なんです。なので、いざという時は頼りになるという部分も含めて、いつかそういった点も書けたらいいなと思います。



　それでは最後に、お世話になった皆様に感謝のお言葉を。

　毎回のことながら、皆様には大変お世話になりました。今現在、僕が生きて呼吸できているのは、間違いなく皆様のおかげです。そんな皆様に、助力して良かったと言ってもらえるよう、これからも頑張っていこうと思います。

　この先、皆様が健康で幸せでありますようにと、星に願いを込めて。



星家なこ



    

  
    
      

　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　こんにちは、星家なこです。

　　今回の作品は、吸血鬼の少女たちが活躍するラブコメぷらすアクションのお話になっています。

　　男だったら誰でも一度は夢見る、少女吸血鬼に血を吸われたいという願い。

　　それが叶う作品になっておりますので、興味がありましたらよろしくお願いいたします。



　イラスト

　やすゆき

　　埼玉県在住絵描き。

　　主にゲーム原画や挿絵などをやってます。



    

  
    
      

ヒメカミ

緋焔の吸血姫



発行日　　２０１０年９月24日

著　者　　星家なこ

イラスト　やすゆき

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©Nako Hoshiie



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ヒメカミ　緋焔の吸血姫』（２０１０年９月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          プロローグ
        




        		
          １　赤毛の吸血鬼との契約
        




        		
          ２　目の前にある選択肢
        




        		
          ３　紅い宿命と、蒼い運命
        




        		
          ４　緋焔の吸血姫
        




        		
          エピローグ
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p107.png





OEBPS/image/o_p133.png





OEBPS/image/o_p079.png





OEBPS/image/o_p051.png
<
:

.






OEBPS/image/o_p185.png





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg
—

T

BOZRS S B i 5 R /\\[ .
[ N\‘l/ IS
===

S

wmﬁ&ﬁ.ﬂr?kl&&hﬂl

.,..Wn kX
ek L





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg
vNanmson € § Q%M

'&éﬁ&’d RO






OEBPS/image/o_p149.png
.






OEBPS/image/o_p259.png





OEBPS/image/o_p219.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
ERQ T
ERETRCLOIRIBR EL

BARERV LAY s\

AL ﬂ»nﬁﬁﬁ%ﬁﬂﬂ#@&iﬁ






OEBPS/image/o_kuchie02.jpg
1o
e )

) 12,
Rt L it
DLRNTVS, '






OEBPS/image/o_p025.png





OEBPS/image/o_p041.png
i
e

P
.

o
o
e






